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はじめに                                                                 

本事業もいよいよ支援期間の最終年度を迎えました。内容向上の支援をしていただいた

現地調査委員の先生方、事業の補助金交付等の支援を下さった文部科学省関係者の皆さん、

さらには外部評価委員として貴重なお時間を費やしてくださった先生方、そのほかの多く

の皆様のお力添えをいただき、新潟大学は本格的なメジャー・マイナー制の大学としての土

台を築くことができました。まずは、この場を借りて御礼申し上げます。 
 さて、我々事業スタッフの今後の役割は、本学のメジャー・マイナー制を支える体制を維

持・強化し、さらに発展させることと心得ております。その一環として、我々の取組を知っ

ていただき、普及につなげられるような書籍作りも進めておりますが、その原稿には、毎年

度発行してきた自己評価報告書の内容が存分に反映されております。 
今回は、最終年度の自己評価報告書ではありますが、今後も事業は継続しますので、これ

までと同様の編集方針として、特別にまとめのような形を取っておりません。どのスタッフ

も本事業の体制の維持・発展のため真摯に資料作成をしておりますので、他大学での教育改

革の際にも参考にしていただければ幸いでございます。 
高等教育の在り方、とりわけ国立大学における教育課程の編成は、変化の激しい時代に対

応するための我が国の枢要となるものでございます。この新潟の地から日本全国に向けて

本学の変貌をお伝えし、さらには世界に向けて日本の高等教育が変貌しつつあることを発

信できるようスタッフ一同今後も尽力する所存です。 
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１．事業基盤 

項目：（１）事業設計（事業実施体制、プログラム設計）、（２）教育プログラムの内容、（３）

改善点 

担当者：福島 治 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行わ

れている 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 
評  価 2 

理由） 

事業基盤については、これまで同様に、事業実施体制、教育プログラムの内容、改善点

の観点からみています。実施体制に関して、令和４年 10 月から「未来教育開発部門」が発

足し、事業の実施・推進体制が強化されるとともに、NICE プログラム事業をメジャー・マ

イナー制として継続的に運用するための規程等の整備が進みました。NICE オフィス（NICE

学修デザイン相談室）は学生の利便性のため移転し、学生利用スペースの拡大も図ってき

ました。 
 教育プログラムについて、オナーズ型マイナー・プログラムの授業科目を再編成してパ

ッケージ型へ移行しました。特に言語系プログラムは、段階的学びが必要であるとの観点

から、例えば「ドイツ語」、「ドイツ語（発展）」という形に分割し、令和６年度４月から運

用しています。 
 改善点に関して、本事業は文科省による中間評価では最高の「S」であった一方、令和５

年度の現地調査では、さらなる向上のために、１）NICE プログラムの目標と DP の整合性を

はかること、２）学生自身が成長を可視化する仕組みの検討・整備、３）NICE 学修相談室

のスペース拡張、４）後続の参考のため本事業を順調に進めている教職員の人的側面の重

要性やポイントを明らかにしておくことが課題・意見として出されました。このうち、１）

については、まず全学のカリキュラム・ポリシーの改訂を行いました。２）については、デ

ィプロマサプリメントにマイナー・プログラムの学修内容を示すことで対応し、３）は現

在、オフィス什器等の設置方法の工夫によって利用面積拡大を図っています。４）は書籍

発刊の出版社が決まり、原稿の執筆が始まっています。そこで人的側面について記述する

こととしています。 
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【取組の現状】 

1.進捗状況 

（１）事業設計（事業実施体制と事業内容としてのプログラムの設計） 

１）事業実施体制 

本事業プログラム「全学分野横断創生プログラム」は、新潟大学がメジャー・マイナー制

に移行するための充実したマイナー・プログラム（副専攻）の展開を目的としています。 

 この事業の実施体制は、図１の通りです。令和４年度 10 月に全学的な教育関連組織の改編

があり、本事業実施体制も機能的に強化されました。改組では、全学の教育関連業務を統括

する組織として「教育基盤機構」が設置され、「教育戦略統括室」と「教育・学生支援機構」

の機能が一つの組織内に統合されました。大学全体の教育戦略の方針と現場の教育実践のセ

クションが同一組織内に配置されることにより、これまで以上に密なコミュニケーションが

可能となり、学長のリーダーシップのもとでの迅速な意思決定と現場への反映を円滑に行え

る体制となりました。また、合わせて全学的な管理体制人員の強化として、学務担当副学長

に加えて、新たに教育改革担当副学長が配置され、本事業の運営・実施にも加わっており、

事業推進力の強化につながっています。この体制は、令和５年度以降も同様です。 

 

図１ 全学分野横断創生プログラムの事業実施体制（令和４年度改組後） 

  
また、副専攻部会がすべてのマイナー・プログラムの代表教員から成る部会編成になった

後、部会長の教育改革担当副学長のもと、本事業の終了後を見据え、学内規程やマイナー・

プログラムとして認定する科目の範囲の取り扱いなど細部についても議論と整備が進んでい

ます。 

事業開始の令和２年度は全学の教育の重要事項を審議する大学教育委員会のもとに、「教育

 
 

基本問題検討作業委員会」を設置し、メジャー・マイナー制を含む本学の教育改革の将来方

向と全体的な制度設計を行いました。この内容は各学部の情報共有の場である「教務専門委

員会」を通じて各学部と共有し、全学的にメジャー・マイナー制を導入することが承認され、

今に至っております。「教育基本問題検討作業委員会」は、必要に応じて委員召集される集ま

りであったため、現在は、「教育基盤企画会議」が学長・理事のリーダーシップの下で教育に

関する具体的な企画立案や施策を担っております。 

本事業の実務的な運営を担うのは「NICE プログラムオフィス」です。これは学務担当副学

長を中心として、副専攻、教育評価、FD、IR、学術情報、アカデミック・アドバイザー等を担

当する教員、事務職員という多彩なメンバーで構成されるプロジェクトチームであり、本事

業の実質的な運営、情報収集および事業改善を行っています。令和４年度１月からは、学生

の往来がもっとも多い講義棟の学生玄関を通る通路に面した場所へオフィスが移転され、学

生にとっての利便性が高まりました。このオフィスにおける NICE プログラムミーティングで

事業実施に必要な事項がまず検討され、次に要件に応じて、各学部の代表者で構成される教

務専門委員会または副専攻部会での議論を通してオーソライズし、すべての学位プログラム

やマイナー・プログラムに浸透させる体制を整えています。 

 

２）プログラムの設計 

プログラムの設計図となるメジャー・マイナー制の基本構造は、図２の通りです。オナー

ズ型マイナーは令和６年度からパッケージ型マイナーへ移行したので、この図には描かれて

いません。旧オナーズ型のうち、言語系プログラムは、学習段階を考慮したカリキュラムを

内包していたことから、その理念を活かすため、「〇〇語」、「〇〇語（発展）」というよう形

で分割し、段階的学びができるように工夫してパッケージ型へ移行しました。これにより、

本学のマイナー・プログラムに関する制度設計の特徴であった、卒業要件単位数（124 単

位）の中でマイナー履修が可能になっているということがすべてのマイナー・プログラムに

該当することになりました。例えば、人文学部の学生は、35 単位の自由選択科目を履修す

る必要があります。これまでは、学生が任意にその時々の興味や時間割の都合等でこれらの

科目選択をしていました。しかし、その科目選択にマイナー・プログラムとしての体系性を

持たせることにより学修効果が高まると考えました。 

 
図２ 新潟大学のメジャー・マイナー制 
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基本問題検討作業委員会」を設置し、メジャー・マイナー制を含む本学の教育改革の将来方

向と全体的な制度設計を行いました。この内容は各学部の情報共有の場である「教務専門委

員会」を通じて各学部と共有し、全学的にメジャー・マイナー制を導入することが承認され、
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長を中心として、副専攻、教育評価、FD、IR、学術情報、アカデミック・アドバイザー等を担
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務専門委員会または副専攻部会での議論を通してオーソライズし、すべての学位プログラム

やマイナー・プログラムに浸透させる体制を整えています。 

 

２）プログラムの設計 

プログラムの設計図となるメジャー・マイナー制の基本構造は、図２の通りです。オナー

ズ型マイナーは令和６年度からパッケージ型マイナーへ移行したので、この図には描かれて

いません。旧オナーズ型のうち、言語系プログラムは、学習段階を考慮したカリキュラムを

内包していたことから、その理念を活かすため、「〇〇語」、「〇〇語（発展）」というよう形

で分割し、段階的学びができるように工夫してパッケージ型へ移行しました。これにより、

本学のマイナー・プログラムに関する制度設計の特徴であった、卒業要件単位数（124 単

位）の中でマイナー履修が可能になっているということがすべてのマイナー・プログラムに

該当することになりました。例えば、人文学部の学生は、35 単位の自由選択科目を履修す

る必要があります。これまでは、学生が任意にその時々の興味や時間割の都合等でこれらの

科目選択をしていました。しかし、その科目選択にマイナー・プログラムとしての体系性を
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図２ 新潟大学のメジャー・マイナー制 
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 この図において「メジャー」とは、各主専攻プログラムで開設されている主専攻の科目群

のことを表しています。「学士リテラシー」とは、共通教育の科目群を指します。この中には

教養教育としての哲学や物理学などは含まれていません。設計上、それらはマイナーとして

履修することが可能となるためです。 

以下では、図中の a)マイナー・プログラムの構成と各々の履修方法、b)履修支援のしくみ、

c)プログラムの質保証体制、d)学修成果の可視化について述べます。 

 
ａ）マイナー・プログラムの構成と履修方法 

マイナー・プログラムは、履修方法（どのように科目選択をするか）が異なる次の２つの

型があります（令和６年度からオナーズ型の新規履修受付は停止しました）。 

・学修創生型マイナー 

 これは知る限り海外にも例のない非常にユニークな学び方です。学修創生型のマイナー・

プログラムでは、学生は、アカデミック・アドバイザーとともに自分の目指す進路や問題意

識・関心に即して、大学全体で提供している数千科目の中からその学びに必要な科目を選択

し、自分のマイナーとしてデザインします。科目選択にあたっては、個々の科目を１つ１つ

選ぶことも、３～５科目程度の同種の専門科目をセットにしたモジュールと呼ぶ科目セット

を選ぶこともできます。 

修了までの単位数は 12 単位+２単位の 14 単位です。２単位が別に加わっているのは、「分

野横断デザイン」（１年次１単位）と「分野横断リフレクション」（４年次１単位）が必修とな

っているためです。これらの科目は、１年次の学生が教員のアドバイスを受けながらマイナ

ーをデザインし、４年次にマイナー学修を振り返ってメジャーとの掛け合わせで得られた学

修成果をレポートにまとめるという形で、単に科目編成をするだけでなく、その意味につい

ても学生が主体的に考えられるような授業にしています。 

 

・パッケージ型マイナー 

 各専門分野の科目リストをパッケージとして提供するプログラムです。科目リストの中か

ら選択して学ぶ方式であり、あらかじめマイナーとして学びたい分野が明確である場合に適

しています。科目リストのほとんどは、メジャーの科目群から基礎的な科目が選定されてい

ます。アメリカの大学でよくみられるマイナー・プログラムと同様のしくみです。修了まで

に必要な単位数は 12 単位です。 

 パッケージ型マイナーには、令和５年度までオナーズ(honors)型としていたマイナー・プ

ログラムを学修への取り組みやすさを重視して再編成したプログラムが移行されています。

移行の方法としては、科目リストを再編成して履修要件を縮小したプログラムと、段階的学

びで構成されていた言語系は、「〇〇語」と「〇〇語（発展）」という形で２つのマイナー・プ

ログラムとしました。 

 

 また、マイナー・プログラムの開設数が増大してきたことから、学生の履修選択の利便性

を考慮して、「学修創生型」、「人文・社会科学分野」、「自然科学分野」、「保健学分野」、「学際

分野」に分類するとともに（資料 1-①）、メジャーとマイナーの学びが重複する恐れもあるこ

とから、重複可否の一覧表（資料 1-②）を作成し公表しました。 

 

ｂ）履修支援のしくみ 

次に、履修支援のしくみとして、NICE オフィスにアカデミック・アドバイザーを配置し、

メジャーとマイナーの組み合わせ方や具体的な履修科目の相談ができる体制を整えています。 

特に、自由選択科目の枠の中で学生が体系的な科目選択をしようとする際、学生個人の視野

や発想の範囲では、成り行き任せになりがちな従来の科目選択と変わらないということが考

 
 

えられます。また、各学部の履修要件は様々で、そのうちどの科目区分でマイナーとする科

目を履修することができるのかがわからないというケースもあり得ます。 

 そこで、各学生の課題意識や目的に即してどのようなマイナー・プログラムを履修すると

よいのか、またどの科目区分でどのような科目編成をするとよいのか等について、学生への

アドバイスを行う教員をアカデミック・アドバイザー（AA）として２名配置しています。「学

修デザイン相談タイム」として、週３日、昼休み（11:45-12:45)、３限（12：55-14：25）、４

限（14：40-16：10）を設定し、問い合わせフォームによる相談や特定の日時の予約面談もで

きるようにしています。具体的な相談の実施状況については資料 3-③をご覧ください。ここ

では、年度毎のデータを示しています。特に学期の開始時期には相談の受容が高くなってい

ます。今後、マイナー・プログラムの履修者が増加すると、相談件数も増えることが考えら

れます。現在、AA には、学修の目的や意義を考えることを勧めたり参考図書等の案内をする

などの高度な相談対応をしていただいています。今後は、そのアドバイジングの質を落とさ

ずに、ある程度の件数増に応じられる体制作りを目指します。 

 また、「分野横断デザイン」という授業では、学生の学修目標やメジャーとの相乗効果を考

慮しながら科目編成を行う意義について学びます。授業の一部には企業等の社会人を招いた

講義もあり、大学での学びが社会にどのようにつながるかなど、学ぶ意味を徹底的に考え、

仲間とディスカッションします。この科目は学修創生型マイナーでは必修となっています。 

 また、「分野横断リフレクション」は、マイナー・プログラムでの学びの振り返りを行いま

す。その学修成果の一部は資料 5-③の通りです。このような形で学生自身が学びとその成果

を形にすることは、これまで見られなかった試みで、実質の伴った学びとなっていることが

うかがえます。 

 さらに、こうした授業科目で経験を得た学生が、スチューデント・アシスタント（SA）とし

て活躍する機会が増えてきました。授業のサポートや学生コミュニティの活用などの実績が

出てきています（資料 4-①）。 

 

ｃ）プログラムの質保証体制 

プログラムの設計においては、プログラムの質保証のしくみを整えることも重要です。教

育基盤機構として再編後は、機構内の教育マネジメント部門「学位プログラム統括室」が、

メジャーの質保証にかかわる「学位プログラム評価」を令和３年度から６年を１サイクルと

して実施しております。令和６年度には中間フォローアップを行いますが、これに備えて令

和 5 年度末に測定可能なプログラム評価指標の確認作業を完了したところです。 

マイナー・プログラムの質保証については、教学マネジメント部門「学位プログラム統括

室」によりプランを提示し、先述の副専攻部会での協議において具体的な実施方法を策定し

ていきます。また、新しい副専攻の制度として学則への反映や規程については、未来教育開

発部門および担当事務係において検討しており、例えば令和６年度４月からは「マイナー・

プログラムに関する規則」（資料 1-③）を運用できるように整備しました。 

 

ｄ）学修成果の可視化 

学修成果を可視化するための新潟大学学士力アセスメントシステム（NBAS）のシステム改

修のほか、ディプロマサプリメントを整備しました。ディプロマサプリメントには、マイナ

ー履修に関する学修成果をも表示・印刷する仕様としています（資料 2-①）。 

 
（２）教育プログラムの内容 

ここでは、現在展開されているマイナー・プログラムの内容を示します。学修創生型は、

学生自身が科目編成をするため具体的な学修内容は様々ですがプログラムとしては１種類で

す。パッケージ型は 45 種類です。このうち５つの言語系パッケージは、発展的なプログラム
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−8−



へと進むこともできます。オナーズ型は履修申請を停止しました。 

プログラムの内容に関する資料は多くなりますので、別冊（科目リスト参照）にまとめま

した。 

なお、マイナー・プログラムの提供が開始された令和３年度から現在までのマイナー学修

プログラム履修登録者数（延べ人数）および履修者数は資料 1-④の通りです。 

（３）改善点

ここでは、既に開始している本事業を成功に導くために必要な改善点として、どのような

課題があるか、またそれらの課題にどのように対応しているかを示します。 

本学のメジャー・マイナー制は、文科省の事業として補助金を受けており、令和４年度 11

月は中間評価のための現地訪問を受けました。評価結果は最高の「S」をいただくことができ

ましたが、なお改善の余地はございます。令和５年度の現地調査では、１）NICE プログラム

の目標と DP の整合性をはかること、２）学生自身が成長を可視化する仕組みの検討・整備、

３）NICE 学修相談室のスペース拡張、４）後続の参考のため本事業を順調に進めている教職

員の人的側面の重要性やポイントを明らかにしておくことが課題・意見として出されました。 

このうち、１）については、まず全学のカリキュラム・ポリシーの改訂を行いました。２）

については、ディプロマサプリメントにマイナー・プログラムの学修内容を示すことで対応

し、３）は現在、オフィス什器等の設置方法の工夫によって利用面積拡大を図っています。

４）は書籍発刊の出版社が決まり、原稿の執筆が始まっています。そこで人的側面について

記述することになっております。

大学院との接続については、中間評価時点での指摘以来、大学院の再編が進行中であるた

め、足踏みが続いている状況です。大学院は令和８年度に２つの研究科を統合し、融合分野

の学位プログラムを含む新研究科として開設される予定です。 

昨年度に各研究科スタッフ内で出されていた「大学院進学時に単位認定されるような先取

履修をマイナー・プログラムの科目リストに含められないか」といった具体的な議論は、今

後、カリキュラム策定をする中で、再び取り上げるよう本事業の関係教員が関わる大学院改

編の関係委員会で働きかけを行います。 

２．成果と課題 

事業実施体制に関しては、当初の計画通りの体制とすることができました。今回の外部評

価に関する業務もそうですが、NICE オフィスは十分に機能しております。履修支援のしくみ

も順調に進んでいます。マイナー・プログラムの質保証についても、組織改編による「学位

プログラム統括室」において、学位プログラムの質保証サイクルに合わせた具体的なしくみ

づくりの検討を始めました。学修成果を可視化するためのシステム（NBAS）改修とディプロ

マサプリメントの発行は大きな前進です。

各学部で実質的な履修管理を行っている「学務係」においても、本事業の関係教員の尽力

により事業の趣旨とマイナー・プログラムの履修方法、特に学修創生型について理解が深ま

りました。今後も、実際の履修登録等の管理を行う教職員との連絡体制づくりが必要と考え

ています。 

メジャー・マイナー制による履修を初年次から意識させることが履修者増につながるとい

う観点から、令和６年度入学式の学長祝辞において言及していただき、入学式終了後に同会

場でマイナー・プログラムの説明会も開きました。これが功を奏し、令和６年度の第１学期

のマイナー・プログラム履修者数は、一挙に 1,488 名となりました。また学修成果の可視化

システム（NBAS）は今後も改修を行いますが、改修前には必ずしもすべての学生が頻繁に利

用するというものではありませんでした。そこで、ディプロマサプリメントの一部としてレ

ーダーチャートを利用する形をとりました。ディプロマサプリメントは、新しい学修成果の

表し方であり、本学ではメジャーとマイナーと双方の成果をみることができます。就職活動

の場面等において真に有効なものとなるよう学生にとっての利用法の周知も課題です。 

 教育プログラムに関して、既存の教育改革の成果を援用し、プログラムとしては、令和４

年度に本事業の目標提供数を達成できました。課題としては、更に各プログラムの質を高め

ることと、魅力的なプログラム開設であると捉えています。令和５年度の「核エネルギー・

災害科学」と「農学から始める DX と GX」の開設に加えて、令和６年度には、オナーズ型マイ

ナーの中でも語学系のものは基礎的科目群と発展的科目群に分け、それぞれをパッケージ型

マイナーとして段階的な学びができるようにしました。他のオナーズ型プログラムは科目を

整理してパッケージ型へ移行しました。豊かなプログラムが揃い、他大学にはない学びの提

供ができております。

改善点に関して、問題が生じたときには２週間に１回開く NICE オフィスミーティングで報

告され、多くの場合、その場で対応案が示されたり、協議が行われたりすることで迅速な解

決に向けて動くようにしています。課題としては、改善方法を即時に案出できなかったとき、

改善の着手までに時間を要することがある点です。これは前回の本報告から変わっていない

ことですが、改善に向けたスタッフの余力確保のため、事業関連業務の遂行にあたり、効率

を意識して管理・運用を進めたいと考えています。 

３．今後の方針 

事業実施体制に関して、組織改編後、本事業の実施体制は強化されました。メジャー・

マイナー制を担うのは、「未来教育開発部門」となり、この部門長（教育改革担当副学長）が

副専攻部会の長も務め、マイナー・プログラムの管理・運営にあたっています。当該部門は

本学の中期目標中期計画の達成に向けて全学教育改革の旗印となっており、NICE オフィスと

ともに全学的なメジャー・マイナー制による履修を強力に進めています。

また、学生にとって利便性の高い場所に移転された NICE オフィスは、学務部の連携教育支

援室とともに業務をしていますが、事務を担う職員は当該支援室にデスクごと移り、NICE オ

フィスは、AA の通常業務と学生アシスタントのミーティングなどに広く使えるようにする計

画を進めています。さらに、全学的に分野横断・産学横断・グローカルの統合による社会創

生教育と生成 AI・データサイエンス教育を併せた「未来教育」を実施することにより、社会

の変革・地域の問題解決を担う人材の育成を進める計画があり、これを推進する「未来教育

推進コア」という組織の開設計画が進んでいます。これには、本事業を継続的に発展させる

ための計画を含んでいます。

教育プログラムに関して、マイナー・プログラムの質を高めることが課題となっていまし

た。マイナー・プログラムは、それ自体で学位を与えるものではないため独自の質保証の仕

組みが必要ではないかといった議論があります。教学マネジメント部門の学位プログラム統

括室と未来教育開発部門との間で協議をしており、事業期間終了までに学内におけるマイナ 

ー・プログラムの質保証のしくみを構築する方針です。特に、マイナー・プログラムの人材

育成目標が明確であるか、その目標の達成状況をどのように評価するのかなどについて検討

することが課題です。 

改善点に関しては、引き続き PDCA サイクルを効果的に回していくことが方針となります。 

NICE オフィスが「未来教育開発部門」のもとに位置づけられ、当該部門長及びスタッフも事

業に関わる体制となり、当初の事業目的の達成と補助期間終了後の事業継続を目指します。

中期的な全学の教育改革方針に沿う形を作ることも重要ですので、改善への着手が遅れるこ

とのないよう、主担当者が改善計画を立て着実に実行する体制を作ります。令和５年の「現

地調査」の際の委員からのコメント等を踏まえて、既に一部は改善を行っており、今後もさ

らに改善が続きます。 
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⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事 
２．学修成果の評価 

項 目：教学 IR・学修成果の可視化 

担当者：上畠 洋佑、斎藤 有吾 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 

評  価 2 

理由） 

 教学 IR・学修成果の可視化について、以下の事項から「２所期の計画と同等の取り組みが行わ

れている」と考えます。 

①  学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

増加するマイナー履修者の認定作業と新潟大学版ディプロマ・サプリメントとの連携を実現す

るため、「マイナー修了認定申請システム」を構築し、さらに改修を進めました。このシステム

は、学生が複数のマイナー・プログラムの認定申請を簡単に行えるようにし、教員や職員が効率

的に管理できるような機能を搭載しています。さらに、新潟大学版ディプロマ・サプリメントの

改修も進め、各学生の学修内容と成果を詳細に表示する機能を拡張しました。 

 

②  教学マネジメント体制・教学 IR 体制の再編 

 全学的な連携体制を強化してメジャー・マイナー制の企画・実施、評価・改善を行うため、全

学組織の教育・学生支援機構と教育戦略統括室の再編を進めました。令和６年度は第１回学位プ

ログラム評価（総合点検）の中間フォローアップを行い、メジャーの質保証の取り組みを進めま

す。教学 IR に関しては、他部署と連携して学修成果の評価を支援する「アセスメント・サポー

トシステム」を開発し、生成 AI を活用してプログラムレベルの学修成果を評価するシステムの

機能を強化しました。 

 

③  学修成果の可視化にかかる調査・分析 

全学の学生に対するアンケート調査や、マイナー修了者対象のアンケート調査、マイナー支援

科目の「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」履修者対象の汎用的能力に関する標準テ

スト（GPS-Academic）の実施・分析を進め、学修成果の可視化に向けて有用な情報を収集してい

ます。これらの調査の一部の分析結果は、全学 FD・SD や高等教育関連の学会・フォーラムにて

報告しています。GPS-Academic の結果から、学修創生型マイナー履修者の創造的思考力が他の学

生より高い水準であることが示されました。さらに、アンケート調査からマイナーを履修する学

生同士のコミュニティの必要性やアカデミック・アドバイジングの重要性が明らかになり、これ

らのニーズに応えるための支援体制の強化の必要性が示されました。 

 
【取組の現況】 

１．進捗状況 

評価の理由に挙げた事項について、それぞれ進捗状況を具体的に述べます。 
① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

令和５年度に増加するマイナー履修者の認定作業への対応や、新潟大学版ディプロマ・サプリ

メントとの連携が実行できるよう、学務情報システム内に「マイナー修了認定申請システム」を
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構築し、令和６年度も安定的な運営を実現しています。一方で、運用していく中で明らかとなる

改善点を本事業 NICE プログラム関係者で収集し、学務情報システムを主管する「教学情報管理分

析室」と共有し、システムのより一層の充実とマイナー制運用の持続可能性を高めています。 

まず、令和４年度にマイナー学修履修者の増加への認定作業の対応や、新潟大学版ディプロマ・

サプリメントとの連携が実行できるよう、「マイナー修了認定申請システム」を構築しました。こ

こでは、これまで紙ベースやメールベースで行っていたオナーズ型の認定申請を、他のパッケー

ジ型・学修創生型も合わせて同じシステムで学生自身が行えるようにしました。学生がこのシス

テムにてマイナー学修の修了認定申請を行うことで、マイナーの情報を新潟大学版ディプロマ・

サプリメント上に自動的に表示することが可能になりました。令和５年度はさらに、学生が複数

のマイナー・プログラムの認定申請をする際に（それぞれのプログラムで）同じ授業科目を重複

して申請する場合や、マイナー・プログラム開設以前に単位修得した授業科目を認定のために遡っ

て申請する場合において、それぞれ申請可能な上限単位数を設定するとともに学生の申請画面上

で制御する機能を追加しました。また、教員の履修者名簿（履修許可設定）画面に掲載されてい

る学生が履修しているマイナー・プログラムを表示するようにしたほか、教員のシラバス登録画

面にマイナー・プログラムの担当（当該授業科目がマイナー・プログラムの科目リストに掲載さ

れること）の可否を選択する欄を追加しました。加えて、学務担当職員がマイナーの認定を一括

して登録したり、データ出力したりできるようにするための機能についても実装の検討を行いま

した。これらはいずれも、メジャー・マイナー制の今後の展開を見据え、円滑な運用を実現し、

持続可能な運営を図ることを主な目的として行っています。 

次に、メジャー・マイナーごとの学生の成績・単位数・GPA、学修成果、修得科目等を表示して

発行する「新潟大学版ディプロマ・サプリメント」を実装しました（資料 2-①）。ディプロマ・サ

プリメントとは、学位に添付される補足書類で、取得学位・資格の内容、授与機関等について追

加情報が記載されたものを指します。本学においては、各学位プログラムにおける学修の内容や

学修成果に加えて、メジャー・マイナー制に基づき、マイナーの学修に関しても同様の情報を示

す新潟大学版ディプロマ・サプリメントの導入の必要性が検討されてきました。そこで、学務情

報システム上に、様々な教学データと紐づけて新潟大学版ディプロマ・サプリメントを表示する

機能を令和４年度に構築しました。新潟大学の学位プログラム（主専攻プログラム）は、教養教

育と専門教育が融合したプログラムを展開しています。そのため、「メジャーのみ」を取り出すか

たちにはなっていないという都合から、厳密には、各学生の学位プログラム全体とマイナーを別々

に表示できるようにしています。また、複数のマイナー学修が認定された学生のため、それぞれ

のマイナーで表示されるようになっています。令和５年度はさらに、新潟大学版ディプロマ・サ

プリメントの表示対象を大学院にまで拡張し、さらにカリキュラム・マップに基づいて成績情報

を集約し、レーダーチャートで表示する機能を搭載しました。レーダーチャートの機能は旧 NBAS

を引き継ぐものであり、新潟大学版ディプロマ・サプリメントと紐づけることにより、当該学生

の学修内容と成果を一体として確認できるようになったことが特徴です。これらの検証をすすめ

るため、各学位プログラムに対して新潟大学版ディプロマ・サプリメントの使用の意向調査を実

施し、希望したプログラムの情報入力、表示内容の検証等の作業を進めました。 

 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

 令和４年度 10 月に教育・学生支援機構から「教育基盤機構」に改組され、その部門の一つであ

る「教学マネジメント部門」の中に、メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証を

所掌する「学位プログラム統括室」と、教学システムや教学 IR を所掌する「教学情報管理分析

室」、他２室が発足しました。 

 まず、メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証について進捗状況を述べます。

本学では学位プログラム評価を制度化し、学位プログラム評価指針（点検の基準と項目をプログ

ラム毎に定めたもの）に基づく総合点検を６年毎に行うとともに、その終了から３年後に総合点

検時に作成した改善計画の進捗確認等を目的として中間フォローアップを行うこととしています。

令和６年度は、令和２年度から３年度にかけて実施した第１回学位プログラム評価（総合点検）

の終了から３年目にあたるため、中間フォローアップを行っています。第１回学位プログラム評

価（総合点検）では、「学部別の報告書」と「プログラム別の報告書」が作成されており、いずれ
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２．学修成果の評価 

項 目：教学 IR・学修成果の可視化 

担当者：上畠 洋佑、斎藤 有吾 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 

評  価 2 

理由） 

 教学 IR・学修成果の可視化について、以下の事項から「２所期の計画と同等の取り組みが行わ

れている」と考えます。 

①  学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

増加するマイナー履修者の認定作業と新潟大学版ディプロマ・サプリメントとの連携を実現す

るため、「マイナー修了認定申請システム」を構築し、さらに改修を進めました。このシステム

は、学生が複数のマイナー・プログラムの認定申請を簡単に行えるようにし、教員や職員が効率

的に管理できるような機能を搭載しています。さらに、新潟大学版ディプロマ・サプリメントの

改修も進め、各学生の学修内容と成果を詳細に表示する機能を拡張しました。 

 

②  教学マネジメント体制・教学 IR 体制の再編 

 全学的な連携体制を強化してメジャー・マイナー制の企画・実施、評価・改善を行うため、全

学組織の教育・学生支援機構と教育戦略統括室の再編を進めました。令和６年度は第１回学位プ

ログラム評価（総合点検）の中間フォローアップを行い、メジャーの質保証の取り組みを進めま

す。教学 IR に関しては、他部署と連携して学修成果の評価を支援する「アセスメント・サポー

トシステム」を開発し、生成 AI を活用してプログラムレベルの学修成果を評価するシステムの

機能を強化しました。 

 

③  学修成果の可視化にかかる調査・分析 

全学の学生に対するアンケート調査や、マイナー修了者対象のアンケート調査、マイナー支援

科目の「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」履修者対象の汎用的能力に関する標準テ

スト（GPS-Academic）の実施・分析を進め、学修成果の可視化に向けて有用な情報を収集してい

ます。これらの調査の一部の分析結果は、全学 FD・SD や高等教育関連の学会・フォーラムにて

報告しています。GPS-Academic の結果から、学修創生型マイナー履修者の創造的思考力が他の学

生より高い水準であることが示されました。さらに、アンケート調査からマイナーを履修する学

生同士のコミュニティの必要性やアカデミック・アドバイジングの重要性が明らかになり、これ

らのニーズに応えるための支援体制の強化の必要性が示されました。 

 
【取組の現況】 

１．進捗状況 

評価の理由に挙げた事項について、それぞれ進捗状況を具体的に述べます。 
① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

令和５年度に増加するマイナー履修者の認定作業への対応や、新潟大学版ディプロマ・サプリ

メントとの連携が実行できるよう、学務情報システム内に「マイナー修了認定申請システム」を
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構築し、令和６年度も安定的な運営を実現しています。一方で、運用していく中で明らかとなる

改善点を本事業 NICE プログラム関係者で収集し、学務情報システムを主管する「教学情報管理分

析室」と共有し、システムのより一層の充実とマイナー制運用の持続可能性を高めています。 

まず、令和４年度にマイナー学修履修者の増加への認定作業の対応や、新潟大学版ディプロマ・

サプリメントとの連携が実行できるよう、「マイナー修了認定申請システム」を構築しました。こ

こでは、これまで紙ベースやメールベースで行っていたオナーズ型の認定申請を、他のパッケー

ジ型・学修創生型も合わせて同じシステムで学生自身が行えるようにしました。学生がこのシス

テムにてマイナー学修の修了認定申請を行うことで、マイナーの情報を新潟大学版ディプロマ・

サプリメント上に自動的に表示することが可能になりました。令和５年度はさらに、学生が複数

のマイナー・プログラムの認定申請をする際に（それぞれのプログラムで）同じ授業科目を重複

して申請する場合や、マイナー・プログラム開設以前に単位修得した授業科目を認定のために遡っ

て申請する場合において、それぞれ申請可能な上限単位数を設定するとともに学生の申請画面上

で制御する機能を追加しました。また、教員の履修者名簿（履修許可設定）画面に掲載されてい

る学生が履修しているマイナー・プログラムを表示するようにしたほか、教員のシラバス登録画

面にマイナー・プログラムの担当（当該授業科目がマイナー・プログラムの科目リストに掲載さ

れること）の可否を選択する欄を追加しました。加えて、学務担当職員がマイナーの認定を一括

して登録したり、データ出力したりできるようにするための機能についても実装の検討を行いま

した。これらはいずれも、メジャー・マイナー制の今後の展開を見据え、円滑な運用を実現し、

持続可能な運営を図ることを主な目的として行っています。 

次に、メジャー・マイナーごとの学生の成績・単位数・GPA、学修成果、修得科目等を表示して

発行する「新潟大学版ディプロマ・サプリメント」を実装しました（資料 2-①）。ディプロマ・サ

プリメントとは、学位に添付される補足書類で、取得学位・資格の内容、授与機関等について追

加情報が記載されたものを指します。本学においては、各学位プログラムにおける学修の内容や

学修成果に加えて、メジャー・マイナー制に基づき、マイナーの学修に関しても同様の情報を示

す新潟大学版ディプロマ・サプリメントの導入の必要性が検討されてきました。そこで、学務情

報システム上に、様々な教学データと紐づけて新潟大学版ディプロマ・サプリメントを表示する

機能を令和４年度に構築しました。新潟大学の学位プログラム（主専攻プログラム）は、教養教

育と専門教育が融合したプログラムを展開しています。そのため、「メジャーのみ」を取り出すか

たちにはなっていないという都合から、厳密には、各学生の学位プログラム全体とマイナーを別々

に表示できるようにしています。また、複数のマイナー学修が認定された学生のため、それぞれ

のマイナーで表示されるようになっています。令和５年度はさらに、新潟大学版ディプロマ・サ

プリメントの表示対象を大学院にまで拡張し、さらにカリキュラム・マップに基づいて成績情報

を集約し、レーダーチャートで表示する機能を搭載しました。レーダーチャートの機能は旧 NBAS

を引き継ぐものであり、新潟大学版ディプロマ・サプリメントと紐づけることにより、当該学生

の学修内容と成果を一体として確認できるようになったことが特徴です。これらの検証をすすめ

るため、各学位プログラムに対して新潟大学版ディプロマ・サプリメントの使用の意向調査を実

施し、希望したプログラムの情報入力、表示内容の検証等の作業を進めました。 

 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

 令和４年度 10 月に教育・学生支援機構から「教育基盤機構」に改組され、その部門の一つであ

る「教学マネジメント部門」の中に、メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証を

所掌する「学位プログラム統括室」と、教学システムや教学 IR を所掌する「教学情報管理分析

室」、他２室が発足しました。 

 まず、メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証について進捗状況を述べます。

本学では学位プログラム評価を制度化し、学位プログラム評価指針（点検の基準と項目をプログ

ラム毎に定めたもの）に基づく総合点検を６年毎に行うとともに、その終了から３年後に総合点

検時に作成した改善計画の進捗確認等を目的として中間フォローアップを行うこととしています。

令和６年度は、令和２年度から３年度にかけて実施した第１回学位プログラム評価（総合点検）

の終了から３年目にあたるため、中間フォローアップを行っています。第１回学位プログラム評

価（総合点検）では、「学部別の報告書」と「プログラム別の報告書」が作成されており、いずれ
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も点検で見出された課題に対する改善計画が作成されました。中間フォローアップでは、この改

善計画の進捗状況報告（改善計画の達成状況、未達の場合はその理由と見通し、新たな課題があ

ればその状況と見通し等）の作成を学部に依頼しています。メジャー・マイナーを含む学位プロ

グラム全般の質保証に関する取り組みとしては、令和６年度にメジャーを、令和７年度にマイナー

を対象に行っていきます。 

次に教学 IR に関しては、教学マネジメント部門の「教学情報管理分析室」が、「経営戦略本部」

の評価センターの認証評価担当者や、UA 室の統合 IR 担当者と連携し、全学的な質保証のための

データ収集や統合データベース作成などの議論を進めています。その成果として、プログラムレ

ベルの学修成果の可視化を行うことをサポートする「アセスメント・サポートシステム」の開発

が挙げられます（資料 2-②）。学生のプログラムレベルの学修成果を評価し、教育活動の見直し

や改善に活用するためには、ディプロマ・ポリシーに基づく適切な評価が前提となります。プロ

グラムレベルの学修成果を直接評価する方法として、アセスメントテストがあり、代表例には

PROG や GPS-academic があります。これらは多くの学生を対象に実施でき、他機関との比較や同

一学生の変容を評価できますが、分野固有の知識やスキルの評価には限界があります。また、標

準テストで測定できる汎用的スキルと大学の掲げる汎用的スキルに齟齬が生じる場合があります。

とはいえ、学位プログラムやマイナー・プログラムで独自のアセスメントテストを作成、実施、

フィードバックすることはかなりの業務負担を生じさせます。そこで生成 AI を活用し、プログラ

ムレベルの学修成果を評価するサポートシステムを開発しました。このシステムは、大学の教育

目標に即したテストを作成、実施、採点、評価情報の集約をサポートするものであり、生成 AI は

特に問題生成に利用されます。具体的には、プログラムレベルの教育目標を基に問題を生成し、

評価担当者が編集・保存する仕様です。既存の問題や資料を参考にすることで、問題作成の負担

を軽減する機能も搭載しています。令和５年度は問題作成に関する機能の開発が完了しました。

令和６年度はさらに実施、採点、評価情報の集約に関する機能を追加し、検証を進めていく予定

です。 

 

③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー修了者対象のアンケート調査（令和６年３月）、マイナー支援科目の「分野横断デザイ

ン」「分野横断リフレクション」履修者対象の汎用的能力に関する標準テスト（GPS-Academic）を

実施し、学修成果の可視化に向けて有用な情報を収集しています。GPS-Academic の実施状況は下

表の通りです。収集したデータを分析し、本事業 NICE プログラムを通した学生の学びの成果を

明らかにすることを試みています。 

令和６年度は実施中であるため、令和５年度の結果をまとめて報告します。GPS-Academic は大

学生の汎用的な課題解決力や大学教育への考えを測定するための標準テストであり、独自の構成

概念の定義と枠組みに基づいて複数の問題や項目によって構成されています。構成概念の大枠と

形式は「思考力」（多肢選択式問題、記述式問題）、「姿勢・態度」（アンケート形式）、「経験」（ア

ンケート形式）です。これらはさらに細かい下位のカテゴリに分けられ、例えば「思考力」は「批

判的思考力」「協働的思考力」「創造的思考力」で構成されています。学修創生型マイナーの学修

成果として注目するのは「創造的思考力」であり、複数の学問分野あるいはテーマを体系的に学

ぶことによってこれらが向上することが期待されていました。その結果、「分野横断リフレクショ

ン」受講者（3,4 年生）のポイントの平均値は 57.8 でした。学修創生型の学修を始めるタイミン

グにあたる「分野横断デザイン」の受講学生（多くが 1 年生）のポイントの平均値は 49.3 であ

り、「創造的思考力」はかなりの高水準であったといえると考えます。さらに、新潟大学と同レベ

ルあるいはそれ以上の偏差値（入試偏差値 60 以上）の３年生全受験者の平均値は 49.1 であり、

それと比較すると、「分野横断リフレクション」受講学生の「創造的思考力」はやはり高水準であ

ると判断されました。 
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表 GPS-Academic 受験者数まとめ 

年度 
分野横断デザイン 

受講者 

分野横断リフレクショ

ン受講者 

分野横断デザイン・リ

フレクション未受講者

（３年） 

令和５年度 97 12 48 

令和６年度 121 16（※） R6 年度第２学期実施 

計 218 28（※） 48（※） 

（※）令和６年度第２学期に実施するため本数値は未確定 

 

２．成果と課題 

評価の理由に挙げた事項について、それぞれ成果と課題を具体的に述べます。 
① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

令和６年３月 25 日に変更認可を受けた新潟大学第４期中期目標・計画により、マイナー・プロ

グラム履修者数を、令和９年度末時点で入学定員の３分の１以上（約 750 名以上）とすることが

掲げられました。これにより、今後マイナー履修者の増加が進むことを想定した場合、認定作業

の対応にはかなりの時間を要することが想定されます。そこで、「マイナー学修（副専攻）認定申

請システム」の導入により、その作業の簡易化が見込まれ、メジャー・マイナー制の持続可能な

運用の道筋がある程度見えてきました。 
 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

メジャー・マイナーにかかわる教学情報をどの部署が収集し、それをどのように集約して分析

していくのかに関して、その素地は整ったといえます。後述します③の調査の一部についてはす

でに学内へのフィードバックを実施しており、教学マネジメントサイクルの試験的な運用に取り

掛かっています。メジャーの質保証の取り組みである「学位プログラム評価」で得られた知見を、

マイナーの質保証に活用していく予定です。その際、マイナーの学修は、学生によって多種多様

であり、そのプロセスや成果を捉えるために、より一層教学 IR による調査や支援体制が必要にな

ると考えられます。どのような調査や支援が必要になるのかを精査した上で、それをどのように

教学マネジメントサイクル運用に活かしていくのかを検討することが課題です。 

 

③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー修了者対象のアンケート調査（n=28、オナーズ型）では、総合的な満足度の項目に関

してポジティブな回答が 96.4％でした。また「今後，新潟大学副専攻（マイナー）プログラムが

より充実するにはどのようなことが必要だと思いますか。経験等から感じたことがあれば教えて

ください。」という設問における自由記述回答から、アカデミック・アドバイジングの必要性や、

マイナーを履修する学生同士のコミュニティの必要性をマイナー修了者が感じていることが明

らかになりました。 

GPS-Academic の結果から、本学のマイナーの学修、特に学修創生型マイナーの効果が示唆され

ました。ただし、昨年度収集した対象者数ではまだ十分とはいえず、今年度収集するデータと組

み合わせて引き続き検証していきます。 

 

３．今後の方針 

① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

システムの運用を進めていく中で、より一層の内容の充実や、持続可能性を高めていくための

工夫を検討していきます。 

 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証に関する取り組みとして、令和６年度

にメジャーを、令和７年度にマイナーを対象に行っていきます。 
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も点検で見出された課題に対する改善計画が作成されました。中間フォローアップでは、この改

善計画の進捗状況報告（改善計画の達成状況、未達の場合はその理由と見通し、新たな課題があ

ればその状況と見通し等）の作成を学部に依頼しています。メジャー・マイナーを含む学位プロ

グラム全般の質保証に関する取り組みとしては、令和６年度にメジャーを、令和７年度にマイナー

を対象に行っていきます。 

次に教学 IR に関しては、教学マネジメント部門の「教学情報管理分析室」が、「経営戦略本部」

の評価センターの認証評価担当者や、UA 室の統合 IR 担当者と連携し、全学的な質保証のための

データ収集や統合データベース作成などの議論を進めています。その成果として、プログラムレ

ベルの学修成果の可視化を行うことをサポートする「アセスメント・サポートシステム」の開発

が挙げられます（資料 2-②）。学生のプログラムレベルの学修成果を評価し、教育活動の見直し

や改善に活用するためには、ディプロマ・ポリシーに基づく適切な評価が前提となります。プロ

グラムレベルの学修成果を直接評価する方法として、アセスメントテストがあり、代表例には

PROG や GPS-academic があります。これらは多くの学生を対象に実施でき、他機関との比較や同

一学生の変容を評価できますが、分野固有の知識やスキルの評価には限界があります。また、標

準テストで測定できる汎用的スキルと大学の掲げる汎用的スキルに齟齬が生じる場合があります。

とはいえ、学位プログラムやマイナー・プログラムで独自のアセスメントテストを作成、実施、

フィードバックすることはかなりの業務負担を生じさせます。そこで生成 AI を活用し、プログラ

ムレベルの学修成果を評価するサポートシステムを開発しました。このシステムは、大学の教育

目標に即したテストを作成、実施、採点、評価情報の集約をサポートするものであり、生成 AI は

特に問題生成に利用されます。具体的には、プログラムレベルの教育目標を基に問題を生成し、

評価担当者が編集・保存する仕様です。既存の問題や資料を参考にすることで、問題作成の負担

を軽減する機能も搭載しています。令和５年度は問題作成に関する機能の開発が完了しました。

令和６年度はさらに実施、採点、評価情報の集約に関する機能を追加し、検証を進めていく予定

です。 

 

③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー修了者対象のアンケート調査（令和６年３月）、マイナー支援科目の「分野横断デザイ

ン」「分野横断リフレクション」履修者対象の汎用的能力に関する標準テスト（GPS-Academic）を

実施し、学修成果の可視化に向けて有用な情報を収集しています。GPS-Academic の実施状況は下

表の通りです。収集したデータを分析し、本事業 NICE プログラムを通した学生の学びの成果を

明らかにすることを試みています。 

令和６年度は実施中であるため、令和５年度の結果をまとめて報告します。GPS-Academic は大

学生の汎用的な課題解決力や大学教育への考えを測定するための標準テストであり、独自の構成

概念の定義と枠組みに基づいて複数の問題や項目によって構成されています。構成概念の大枠と

形式は「思考力」（多肢選択式問題、記述式問題）、「姿勢・態度」（アンケート形式）、「経験」（ア

ンケート形式）です。これらはさらに細かい下位のカテゴリに分けられ、例えば「思考力」は「批

判的思考力」「協働的思考力」「創造的思考力」で構成されています。学修創生型マイナーの学修

成果として注目するのは「創造的思考力」であり、複数の学問分野あるいはテーマを体系的に学

ぶことによってこれらが向上することが期待されていました。その結果、「分野横断リフレクショ

ン」受講者（3,4 年生）のポイントの平均値は 57.8 でした。学修創生型の学修を始めるタイミン

グにあたる「分野横断デザイン」の受講学生（多くが 1 年生）のポイントの平均値は 49.3 であ

り、「創造的思考力」はかなりの高水準であったといえると考えます。さらに、新潟大学と同レベ

ルあるいはそれ以上の偏差値（入試偏差値 60 以上）の３年生全受験者の平均値は 49.1 であり、

それと比較すると、「分野横断リフレクション」受講学生の「創造的思考力」はやはり高水準であ

ると判断されました。 
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表 GPS-Academic 受験者数まとめ 

年度 
分野横断デザイン 

受講者 

分野横断リフレクショ

ン受講者 

分野横断デザイン・リ

フレクション未受講者

（３年） 

令和５年度 97 12 48 

令和６年度 121 16（※） R6 年度第２学期実施 

計 218 28（※） 48（※） 

（※）令和６年度第２学期に実施するため本数値は未確定 

 

２．成果と課題 

評価の理由に挙げた事項について、それぞれ成果と課題を具体的に述べます。 
① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

令和６年３月 25 日に変更認可を受けた新潟大学第４期中期目標・計画により、マイナー・プロ

グラム履修者数を、令和９年度末時点で入学定員の３分の１以上（約 750 名以上）とすることが

掲げられました。これにより、今後マイナー履修者の増加が進むことを想定した場合、認定作業

の対応にはかなりの時間を要することが想定されます。そこで、「マイナー学修（副専攻）認定申

請システム」の導入により、その作業の簡易化が見込まれ、メジャー・マイナー制の持続可能な

運用の道筋がある程度見えてきました。 
 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

メジャー・マイナーにかかわる教学情報をどの部署が収集し、それをどのように集約して分析

していくのかに関して、その素地は整ったといえます。後述します③の調査の一部についてはす

でに学内へのフィードバックを実施しており、教学マネジメントサイクルの試験的な運用に取り

掛かっています。メジャーの質保証の取り組みである「学位プログラム評価」で得られた知見を、

マイナーの質保証に活用していく予定です。その際、マイナーの学修は、学生によって多種多様

であり、そのプロセスや成果を捉えるために、より一層教学 IR による調査や支援体制が必要にな

ると考えられます。どのような調査や支援が必要になるのかを精査した上で、それをどのように

教学マネジメントサイクル運用に活かしていくのかを検討することが課題です。 

 

③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー修了者対象のアンケート調査（n=28、オナーズ型）では、総合的な満足度の項目に関

してポジティブな回答が 96.4％でした。また「今後，新潟大学副専攻（マイナー）プログラムが

より充実するにはどのようなことが必要だと思いますか。経験等から感じたことがあれば教えて

ください。」という設問における自由記述回答から、アカデミック・アドバイジングの必要性や、

マイナーを履修する学生同士のコミュニティの必要性をマイナー修了者が感じていることが明

らかになりました。 

GPS-Academic の結果から、本学のマイナーの学修、特に学修創生型マイナーの効果が示唆され

ました。ただし、昨年度収集した対象者数ではまだ十分とはいえず、今年度収集するデータと組

み合わせて引き続き検証していきます。 

 

３．今後の方針 

① 学務情報システム（新 NBAS 含む）のシステム改修 

システムの運用を進めていく中で、より一層の内容の充実や、持続可能性を高めていくための

工夫を検討していきます。 

 

② 本学の教学 IR・教学マネジメント体制の現状 

メジャー・マイナーを含む学位プログラム全般の質保証に関する取り組みとして、令和６年度

にメジャーを、令和７年度にマイナーを対象に行っていきます。 
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③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー支援科目の「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」履修者、その他比較対象

者の汎用的能力を測定する標準テスト（GPS-Academic、現時点で n=294、これからさらに増加す

る見込み）の実施・分析を進めています。これは今後、マイナー学修を進めることにより汎用的

能力やエージェンシーといった変数に対してどのような効果を持つのかを検証するために使用し

ていきます。また、引き続き「分野横断リフレクション」科目におけるパフォーマンス評価によ

る直接評価（令和５年度分 19 名、令和６年度第１学期分 32 名（予定：成績評価中）との結果を

組み合わせて検討していきます。 
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３．学修支援 

項 目：アカデミック・アドバイジングと学修デザイン相談 

担当者：柿原 豪、橋本 紘史 
＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 

評  価 2 

理由） 

対話とホワイトボードでの可視化を中心としたアドバイジング手法を継続し、個々の学生が有

する「資源」の言語化や可視化、価値づけを支援するアカデミック・アドバイジングが提供され

ています。 
マイナーの履修者増加にともなう学修相談の件数増加に対応して、学修相談受付のしくみの改

修や学修相談アンケートの結果をもとにした実践の改善、学修相談室のレイアウト改善による安

心かつ安全な場所の提供など、既存の体制を土台として、さらなるアドバイジングの質的向上が

図られています。 
これまで実施してきた学修相談のデータベースの質的分析が実践報告として学術誌で公開さ

れ、これをもとに、メジャー・マイナー制における汎用性を意識した「アカデミック・アドバイ

ジングマニュアル」が作成されました。 
 学修相談のデータベースについても、学術研究をもとにしたアドバイジングの向上というサイ

クルを円滑に回していくために、収集方法・保存方法の改善が行われています。 
 

【取組の現況】 

１．進捗状況 
 NICE プログラムでの学修支援は、アカデミック・アドバイザー（AA）が中心となり、マイナー

履修支援科目「分野横断デザイン」を起点に実施しています。学修支援の目的は、マイナー履修

者の目標達成を、主にマイナーの履修指導を通じて支援することです。また、学生がマイナーの

学修を開始してから修了するまで、継続的に支援する体制を整備しています。令和３年度より「分

野横断デザイン」履修者を主な対象として、「学修相談（学修デザイン相談）」を実施しています。 

令和６年度の相談日時は、学期期間中の火・木・金曜日の昼休み〔11:55-12:45〕、３限〔12:55-

14:25〕、４限〔14:40-16:10〕とし、１回あたりの相談時間は 30 分としています（資料 3-①）。 

また、本学では、本事業終了後も第４期中期目標・中期計画にもとづきマイナーの履修者の増

加に向けた取り組みを進めていくことから、マイナー・プログラムメニュー増設に伴うマイナー

履修相談者の増加に対応するため、通常の AA２名体制による学修相談に加えて、令和５年度より

「NICE プログラム履修ガイダンス」や「マイナー履修相談会」を全学開催しています（詳細は「１．

事業基盤」参照のこと）。 

 

①AA による学修相談 

学修相談の予約は、Microsoft Forms（資料 3-②）や WEB サイトによる受け付けを中心に、「分
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③ 学修成果の可視化にかかる調査・分析 

マイナー支援科目の「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」履修者、その他比較対象
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ていきます。また、引き続き「分野横断リフレクション」科目におけるパフォーマンス評価によ
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３．学修支援 
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＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 
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評  価 2 

理由） 
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「NICE プログラム履修ガイダンス」や「マイナー履修相談会」を全学開催しています（詳細は「１．

事業基盤」参照のこと）。 
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野横断デザイン」の授業においても受け付けています。現況は予約を優先していますが、飛び込

みの相談も可能な限り対応しています。Forms による予約では、学生に学部・学年等の基本情報

をはじめ、相談希望日時、相談内容、個人情報の扱いに関する同意の可否等を入力してもらって

います。そのねらいは、AA が相談者のニーズをとらえて、事前に準備できる体制を整えることに

あります。 

令和６年度第１学期（４月-７月）の相談件数は、令和５年度同時期の 79 件から 84 件へと増加

しています（資料 3-③）。相談内容は、前年度と同様にマイナー自体の履修やマイナーとして履

修する科目に関するもの（59.5%）と、メジャーとマイナーのかけ合わせに関するもの（33.3%）

が、主な内容となっています。相談者は分野横断デザイン履修者による件数が多いことと関連し

て、１年生が 75.0%を占める結果となっています。 

今年度はタームにおける分野横断リフレクションを開講し、その受講生による相談も想定して

いました。しかし、第１学期を終えた時点で当該学生による相談はありませんでした。その理由

として以下の２点が考えられます。ひとつは、授業定員を 10 名としたことで教員の指導が行き届

き、授業内で学生の課題を解消できたからという点です。もうひとつは、学生が学修創生型マイ

ナーの履修過程で分野横断的な思考や学びを俯瞰する視点、あるいは自ら学びに向かう力を獲得

してきたからという点です。 
 実際の学修相談の場面では、対話とホワイトボードを用いて、学生の考えを言語化・可視化し、

さらに価値づけしていく手法を継続しています（資料 3-④）。AA は学生との対話を通じてかれら

の知識、技能、経験、興味・関心、問題意識、思考、表現、人間関係などを「資源」と捉えて言

語化や可視化を行い、自分自身で障壁を乗り越えていけるための足場かけを提供する支援に取り

組んでいます。 

学修相談終了時には、学生の任意で「学修相談満足度アンケート」（資料 3-⑤）に協力をお願

いしており、令和６年７月末までに 79 件の回答が集まっています。本アンケートでは質問を４項

目（相談時間の適切さ、AA の対応、学修相談に関する自由記述、総合的な満足度）を設定してお

り、学修相談に関する自由記述を除く３項目は５段階評価で回答してもらっています。３項目の

平均評価はいずれも 4.9 を上回っており、回答者における満足度は非常に高いといえます。一方、

課題はすべての相談においてアンケートを回収できていないことです。アンケートを回収できて

いない理由としては、学修相談後に学生予定のため回答時間がない、あるいは単純な入力し忘れ

など様々です。アンケート実施の目的と意義について理解を促し、さらに協力を得られるように

していきます。 

 
２．成果と課題 
①アカデミック・アドバイジングマニュアルの作成と改訂 

 令和６年３月には「新潟大学 アカデミック・アドバイジングマニュアル」を作成しました。（資

料 3-⑥）。このマニュアルは、本事業終了後も拡大を目指すメジャー・マイナー制の展開におい

て、アカデミック・アドバイジングにおける属人性を脱して汎用性をもたせ、質的な保証をして

いく上で鍵になるものといえます。令和６年度は、令和７年度以降のマニュアルの本格的運用に

向けて、相談実践から得られるフィードバックを手がかりに、改訂作業を進めています。これと

⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事 
関連して、学修相談のデータベースの情報の質と利便性の向上を目指し、データの収集方法・保

存方法についても AA で相談しながら改善を図っています。 

 

②AA によるアカデミック・アドバイジングの理論的・実践的な研究 

 令和５年度は７月に「学修デザイン相談」のデータベースを構築し、11 月にはそこに蓄積され

た相談事例 456 件のデータを分析した論考を、日本アカデミック・アドバイジング協会の協会誌

『アカデミック・アドバイジング研究』第２号に投稿しました（資料 3-⑦）。これまでの相談事

例の分析結果から、学生が自ら探究課題を設定し、学びをデザインすることに困難や障壁を感じ

ていることが明らかとなりました。本研究は学修相談の質的データから類型を創出した上で、そ

れらの特徴を考察した実践報告として令和６年３月に掲載されました。こちらはアドバイジング

マニュアル作成に向けた基礎部分を成しています。 
 令和６年１月には、AA の資質向上を目的として、日本アカデミック・アドバイジング協会が主

催する第３回研修会に参加し、アメリカにおけるアカデミック・アドバイジングの実践に関する

知見を深めるとともに、これを実施している他大学の教職員と交流機会をもつことができました。

また、令和６年７月には日本アカデミック・アドバイジング協会が主催のもと、アカデミック・

アドバイジングに新たに携わる教職員を対象とした 2024 年度第１回アカデミック・アドバイジ

ング・サロンに参加し、「ビギナーのためのアカデミック・アドバイジング・サロン」というテー

マでアドバイジングに関する疑問の共有や意見交換を行うことができました。他大学の取り組み

と本学の運用方針を参加者間で比較することで、アドバイジングに関する新たな知見が生まれま

した。 

 令和６年８月に開催される日本アカデミック・アドバイジング協会第４回年次大会では、大会

シンポジウムに AA が登壇し、アカデミックアドバイジングの組織化をテーマに議論する予定で

す。また、同大会の自由研究・実践報告発表では、新任の AA がアカデミック・アドバイジングの

習熟に向けて取り組んできた手段や OJT を用いた手法について発表する予定です。この発表や他

会員との交流を通して、新任の AA から見た視点や更に改善が期待される点をアドバイジングマ

ニュアルに還元していきます。 

 

３．今後の方針 

 本事業終了後もメジャー・マイナー制が拡大していくために、アドバイジングマニュアルの作

成および改訂の知見を蓄積し、アドバイジングを継続的に発展させるためのサイクルを確立して

いくことが重要であると考えています。そのために、以下の４点を目指していくこととしていま

す。 

  
①学修相談データベース運用に関する収集方法・保存方法の改善 
・令和６年度は、学修相談の事例を分類してきた既存の類型を見直します。 
・AA による議論を通じて、相談内容のより適切な記述方法を追究します。 
  
②「学修相談満足度アンケート」データの分析と研究成果の発表 
・これまでのアンケート結果を集計・分析して研究成果にまとめるとともに、そこからアドバイ

ジングの改善に向けたフィードバックを得ます。 
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野横断デザイン」の授業においても受け付けています。現況は予約を優先していますが、飛び込
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あります。 
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してきたからという点です。 
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ジングの改善に向けたフィードバックを得ます。 
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⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事 
・そのためにデータ収集における課題を改善し、適切なデータ収集方法を確立していきます。 
  
③「アカデミック・アドバイジングマニュアル」の改訂・実装 
・上記①・②の作業の他、AA の実践からの気づき、また関係教職員からの意見をふまえてマニュ

アルを改訂し、次年度以降の実装に向けた取り組みを進めていきます。 
 
④学修相談の日時や予約方法の調整・周知 

・AA の授業日等を考慮して、学修相談の日時を各学期で調整します。 

・学修相談の予約方法の周知を図り、予約優先で学生の相談を受け付けることによって、学生が

より安心感をもてるしくみを構築します。 

 
 

４．教育制度（授業内容） 

項 目：学修創生型マイナー支援科目の開設と実施 

担当者：上畠 洋佑、柿原 豪、橋本 紘史 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている。 

 

評  価 2 

理由） 

本事業で掲げる「分野横断デザイン」履修者数の数値目標（表１）について、令和５年度は

目標値を達成するとともに、令和６年度は第１学期時点で達成できました。 

 

表 1 本事業プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標 

（「知識集約型社会を支える人材育成事業」計画調書より一部抜粋） 

項目 目標値 

「分野横断デザイン」履修者数 
令和 5 年度：200 人 

令和 6 年度：240 人 

「分野横断リフレクション」履修者数 
令和 5 年度：設定なし 

令和 6 年度：120 人 

 

令和５年度の「分野横断リフレクション」は、履修申請者 24 名のうち、19 名が単位を取得

しました。また、令和６年度第１学期に 36 名が履修しており、第２学期は開講数８コマ（定員

90 名）であることから、「分野横断リフレクション」履修者数の数値目標達成可能性が見込ま

れます。 

 

 

【取組の現況】 

１．進捗状況 

令和５年度第１学期・第２学期「分野横断デザイン」履修者は 293 名で、その内単位を取得した

者は 266 人でした。また、令和６年度第１学期「分野横断デザイン」履修者は 301 名でした（成績

は令和６年度８月末確定予定）。 

令和３年度第２学期から、「分野横断デザイン」修了生から SA（Student Assistant）を雇用し、

SA による授業中のグループ学習のファシリテーションや修了生ならではのアドバイス等の授業・

学修支援を行っています。令和５、６年度もこの取組を継続し、本事業 NICE プログラムにおいて

運用しています。 

また、令和５年度から６名の SA が中心となって運営しているピア・コミュニティ「NICE プレイ

ス」は、NICE プログラムオフィス等を拠点に現在も活動を続けています。当コミュニティが開催す

る「S—CAFE」には、令和６年度第１学期の「分野横断デザイン」受講生が参加し、本学におけるピ

アサポート・学修コミュニティ文化の醸成に貢献しています（資料 4-①）。 

令和６年度第１学期に雇用していているSAは 13名で、令和６年度第２学期から14名を追加し、

計 27 名となります。また、令和６年度から先進的なピアチューター制度を取り入れている京都産

業大学教育支援研究開発センターＦ工房とネットワークを形成しました。F 工房主催の学生ファシ

リテーター研修（令和６年９、11、12 月）に、本事業関係教員と SA 数名が参加し、研修ノウハウ
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⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事 
・そのためにデータ収集における課題を改善し、適切なデータ収集方法を確立していきます。 
  
③「アカデミック・アドバイジングマニュアル」の改訂・実装 
・上記①・②の作業の他、AA の実践からの気づき、また関係教職員からの意見をふまえてマニュ
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④学修相談の日時や予約方法の調整・周知 

・AA の授業日等を考慮して、学修相談の日時を各学期で調整します。 

・学修相談の予約方法の周知を図り、予約優先で学生の相談を受け付けることによって、学生が

より安心感をもてるしくみを構築します。 

 
 

４．教育制度（授業内容） 

項 目：学修創生型マイナー支援科目の開設と実施 

担当者：上畠 洋佑、柿原 豪、橋本 紘史 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている。 

 

評  価 2 

理由） 

本事業で掲げる「分野横断デザイン」履修者数の数値目標（表１）について、令和５年度は

目標値を達成するとともに、令和６年度は第１学期時点で達成できました。 

 

表 1 本事業プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標 

（「知識集約型社会を支える人材育成事業」計画調書より一部抜粋） 

項目 目標値 

「分野横断デザイン」履修者数 
令和 5 年度：200 人 

令和 6 年度：240 人 

「分野横断リフレクション」履修者数 
令和 5 年度：設定なし 

令和 6 年度：120 人 

 

令和５年度の「分野横断リフレクション」は、履修申請者 24 名のうち、19 名が単位を取得

しました。また、令和６年度第１学期に 36 名が履修しており、第２学期は開講数８コマ（定員

90 名）であることから、「分野横断リフレクション」履修者数の数値目標達成可能性が見込ま

れます。 

 

 

【取組の現況】 

１．進捗状況 

令和５年度第１学期・第２学期「分野横断デザイン」履修者は 293 名で、その内単位を取得した

者は 266 人でした。また、令和６年度第１学期「分野横断デザイン」履修者は 301 名でした（成績

は令和６年度８月末確定予定）。 

令和３年度第２学期から、「分野横断デザイン」修了生から SA（Student Assistant）を雇用し、

SA による授業中のグループ学習のファシリテーションや修了生ならではのアドバイス等の授業・

学修支援を行っています。令和５、６年度もこの取組を継続し、本事業 NICE プログラムにおいて

運用しています。 

また、令和５年度から６名の SA が中心となって運営しているピア・コミュニティ「NICE プレイ

ス」は、NICE プログラムオフィス等を拠点に現在も活動を続けています。当コミュニティが開催す

る「S—CAFE」には、令和６年度第１学期の「分野横断デザイン」受講生が参加し、本学におけるピ

アサポート・学修コミュニティ文化の醸成に貢献しています（資料 4-①）。 

令和６年度第１学期に雇用していているSAは 13名で、令和６年度第２学期から14名を追加し、

計 27 名となります。また、令和６年度から先進的なピアチューター制度を取り入れている京都産

業大学教育支援研究開発センターＦ工房とネットワークを形成しました。F 工房主催の学生ファシ

リテーター研修（令和６年９、11、12 月）に、本事業関係教員と SA 数名が参加し、研修ノウハウ
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を学び、今後の NICE プログラムにおける SA 活動をブラッシュアップしていきます。 

令和６年度事業計画を前倒して令和５年度にNICEプログラム集大成科目「分野横断リフレクショ

ン」（当授業シラバスは資料 4-②）を新設しました。令和５年度は第１学期と第２学期に集中講義

として開講し、履修者24名中19名が単位を取得しました。令和６年度の開講状況は下表の通りで、

令和６年度第１学期の履修者数は 36 名でした（成績は令和６年度８月末確定予定）。 

 

表１ 令和６年度「分野横断リフレクション」開講状況 

 第１学期 第２学期 

第１ターム 第２ターム 第３ターム 第４ターム 

ターム版 

（定員 10 名） 

柿原（水 6 限） 斎藤（月 3 限） 柿原（月 5 限） 柿原（月 5 限） 

樋口（木 5 限） 柿原（水 4 限） 橋本（水 3 限） 橋本（水 4 限） 

― ― 上畠（木 3 限） 橋本（水 5 限） 

― ― 橋本（木 4 限） 上畠（木 2 限） 

集中講義版 

（定員各 10 名） 

上畠 

A 日程：8 月 5 日（月）2～5 限 

B 日程：8 月 6 日（火）2～5 限 

柿原 

A 日程：2 月 12 日（水）2～5 限 

B 日程：2 月 14 日（金）2～5 限 

 

令和５年２月に示された「知識集約型社会を支える人材育成事業委員会」による中間評価結果コ

メントにおいて、「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」で使用するルーブリックの妥当

性についての再検討の必要性が示されました。この結果を踏まえ、「分野横断デザイン」「分野横断

リフレクション」ルーブリック（資料 4-③）の改訂を行い、令和５年度「分野横断デザイン」から

改訂版ルーブリック（資料 4-④）を使用しています。また、令和６年度「分野横断リフレクション」

から改訂版ルーブリック（資料 4-⑤）を使用しています。 

 

２．成果と課題 

令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「４．教育制度（授業

内容）」の成果は３つあります。 

第一に、本事業で掲げる「分野横断デザイン」履修者数の数値目標について、令和５年度、令和

６年度ともに目標値を大幅に超えて達成できた点です。 

第二に、入門科目「分野横断デザイン」の満足度が高かった点です。令和５年度第１学期・第２

学期「分野横断デザイン」の授業評価アンケートの設問「14：あなたはこの授業を履修して総合的

に満足していますか」において、「満足している」と「ある程度満足している」と回答した学生の割

合が 97.4%（156 名中 152 名）であったことから、令和５年度は履修者数約 300 名という規模になっ

ても、「分野横断デザイン」に対する受講生の満足度は非常に高く、その授業内容の充実が継続的に

なされているものと考えます。 

第三に、令和５年２月に示された「知識集約型社会を支える人材育成事業委員会」による中間評

価結果コメントを踏まえ、令和６年５月に「分野横断リフレクション」の改訂版ルーブリックを作

成できた点も達成した成果としてあげられます。 

 令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「４．教育制度（授業

内容）」の課題は１つです。それは、本事業申請時に「本事業プログラムとして設定する検証可能か

つ明確な目標」として掲げた集大成科目「分野横断リフレクション」の履修者数 120 名の達成です。 

 

 ３．今後の方針 

（1）令和６年度第２学期の集大成科目「分野横断リフレクション」履修促進 

 「本事業プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標」における「分野横断リフレクショ

ン」履修者数 120 名を達成するために、令和６年度第２学期の履修登録前・登録期間中に、３年次

以上への「分野横断リフレクション」開講情報の周知と履修促進活動の実施を方針として掲げます。 

 

 

 
 

５．企業・社会との接続 

項 目：大学教育と社会・仕事との接続 

担当者：福島 治、上畠 洋佑、斎藤 有吾、柿原 豪、橋本 紘史 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている。 

 

評  価 2 

理由） 

NICE プログラム事業公開シンポジウムへの NPO 法人、民間企業、自治体勤務者の参加があり

ました。また企業・社会との接続を企図した「マイキャリアスクール」に受講生から高い満足

度が得られています。また、「文部科学教育通信」における連載や愛媛大学のヒアリングが行わ

れ、広範な高等教育関係者に対して NICE プログラムの成果を伝える基盤が構築されています。

一方で、地域社会や企業に対する周知活動の方法については改善の余地があります。 

以上の点を総合し「２．所期の計画と同等の取り組みが行われている」と評価しました。 

 

 

【取組の現況】 

１．進捗状況 

①令和５年度新潟大学 NICE プログラム事業公開シンポジウムによる社会への発信 

 本学卒業生が勤務する約 300 の企業・団体を対象に、本事業 NICE プログラムの成果を発信する

機会を周知するために、令和５年９月開催「新潟大学『全学分野横断創生プログラム（NICE プロ

グラム）』事業シンポジウム・新潟大学全学 FD・SD：分野横断的学習を支援するためのアカデミッ

ク・アドバイジングと教職協働」の広報物を郵送しました。その結果、142 名の申込者の内、NPO

法人、民間企業、自治体で勤務される方から 12 名から申し込みがありました。 

 

②株式会社マイナビとの連携による「マイキャリアスクール」の実施 

令和５年度第２学期第４ターム、令和６年度第１学期第１・２タームの「分野横断デザイン」全

８回授業のうち１回、株式会社マイナビとの連携による「マイキャリアスクール」を受講生向けに

提供しました。この取り組みのねらいは、「分野横断デザイン」の受講生に興味・関心にもとづいた

探究課題の立てかたを学ぶ機会や、「企業からの問い」にもとづいてグループ・ディスカッションす

る機会を提供し、当授業における受講生のグループワークの活性化・充実化をはかるものです。こ

の「マイキャリアスクール」では、就職活動の成功を大学生活のゴールとして前景化するのではな

く、卒業後の職業的キャリアにとどまらない将来をどうデザインするのか，それを踏まえた上で大

学生活やメジャー・マイナーの学びをどうかたちづくるのかに焦点を当てました。 

 令和６年度第１学期第１ターム「分野横断デザイン」において、「マイキャリアスクール」受講生

69 名を対象にアンケートを実施し 67 名が回答をしました。回答者 67 名全員が「とても満足」また

は「どちらかといえば満足」という回答結果でした。また、アンケートでは自由記述による受講者

の感想も聞いており、次のような感想が寄せられました。 

 

・今回のグループワークを通じて、多様な視点からの意見を知り、自分の考えを深める良い機会と

なりました。 

・企業の具体的な取り組みや目標について話し合う中で、自分が普段考えないような視点や価値観

に触れることができました。 
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を学び、今後の NICE プログラムにおける SA 活動をブラッシュアップしていきます。 

令和６年度事業計画を前倒して令和５年度にNICEプログラム集大成科目「分野横断リフレクショ

ン」（当授業シラバスは資料 4-②）を新設しました。令和５年度は第１学期と第２学期に集中講義

として開講し、履修者24名中19名が単位を取得しました。令和６年度の開講状況は下表の通りで、

令和６年度第１学期の履修者数は 36 名でした（成績は令和６年度８月末確定予定）。 

 

表１ 令和６年度「分野横断リフレクション」開講状況 

 第１学期 第２学期 

第１ターム 第２ターム 第３ターム 第４ターム 

ターム版 

（定員 10 名） 

柿原（水 6 限） 斎藤（月 3 限） 柿原（月 5 限） 柿原（月 5 限） 

樋口（木 5 限） 柿原（水 4 限） 橋本（水 3 限） 橋本（水 4 限） 

― ― 上畠（木 3 限） 橋本（水 5 限） 

― ― 橋本（木 4 限） 上畠（木 2 限） 

集中講義版 

（定員各 10 名） 

上畠 

A 日程：8 月 5 日（月）2～5 限 

B 日程：8 月 6 日（火）2～5 限 

柿原 

A 日程：2 月 12 日（水）2～5 限 

B 日程：2 月 14 日（金）2～5 限 

 

令和５年２月に示された「知識集約型社会を支える人材育成事業委員会」による中間評価結果コ

メントにおいて、「分野横断デザイン」「分野横断リフレクション」で使用するルーブリックの妥当

性についての再検討の必要性が示されました。この結果を踏まえ、「分野横断デザイン」「分野横断

リフレクション」ルーブリック（資料 4-③）の改訂を行い、令和５年度「分野横断デザイン」から

改訂版ルーブリック（資料 4-④）を使用しています。また、令和６年度「分野横断リフレクション」

から改訂版ルーブリック（資料 4-⑤）を使用しています。 

 

２．成果と課題 

令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「４．教育制度（授業

内容）」の成果は３つあります。 

第一に、本事業で掲げる「分野横断デザイン」履修者数の数値目標について、令和５年度、令和
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ても、「分野横断デザイン」に対する受講生の満足度は非常に高く、その授業内容の充実が継続的に

なされているものと考えます。 
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 令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「４．教育制度（授業
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つ明確な目標」として掲げた集大成科目「分野横断リフレクション」の履修者数 120 名の達成です。 

 

 ３．今後の方針 

（1）令和６年度第２学期の集大成科目「分野横断リフレクション」履修促進 
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５．企業・社会との接続 

項 目：大学教育と社会・仕事との接続 

担当者：福島 治、上畠 洋佑、斎藤 有吾、柿原 豪、橋本 紘史 

 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 

1 所期の計画以上の取り組みが行われている 

2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 

4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている。 

 

評  価 2 

理由） 

NICE プログラム事業公開シンポジウムへの NPO 法人、民間企業、自治体勤務者の参加があり

ました。また企業・社会との接続を企図した「マイキャリアスクール」に受講生から高い満足

度が得られています。また、「文部科学教育通信」における連載や愛媛大学のヒアリングが行わ
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一方で、地域社会や企業に対する周知活動の方法については改善の余地があります。 
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【取組の現況】 

１．進捗状況 

①令和５年度新潟大学 NICE プログラム事業公開シンポジウムによる社会への発信 
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 令和６年度第１学期第１ターム「分野横断デザイン」において、「マイキャリアスクール」受講生
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・今回のグループワークを通じて、多様な視点からの意見を知り、自分の考えを深める良い機会と

なりました。 

・企業の具体的な取り組みや目標について話し合う中で、自分が普段考えないような視点や価値観

に触れることができました。 
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・異なる学部や経歴を持つメンバーとの意見交換を通じて、問題解決に向けた多角的なアプローチ

方法を学び、視野が広がりました。 

・地元の課題についても考える機会を得られ、自分の地元の魅力を再確認し、将来的に地域の発展

に貢献できる方法を考えるきっかけとなりました。 

・プレゼンテーションや司会進行の役割を通じて、主体的に行動する力や意見をまとめる力も身に

つけることができました。 

・この講義で得た知識や経験を活かし、今後も積極的にグループワークに参加し、様々な考え方を

持つ人たちと関わりたいと考えています。 

 

③ジアース教育新社「文部科学教育通信」による社会への発信 

 ジアース教育新社が発行する「文部科学教育通信（発行部数 2,200 部：媒体社発表)」において、

NICE プログラム事業の成果を計８回の連載「新潟大学における知識集約型社会を支える人材育成

―メジャー・マイナー制の開発と戦略的展開」（No.575：2024 年３月 11 日号～No.582（2024 年６

月 24 日号）で発信しました。（資料 5-①）。「文部科学教育通信」の主な購入者は文部科学省内各部

署、国立大学法人各部署で、それぞれの組織内で回覧閲覧しています。文部科学省本省職員は約

1,700 名、国立大学職員（事務系）は約 30,000 人であることから、多くの高等教育関係者に本事業

成果が読まれているものと考えられます。 

また、本連載をベースに令和６年度中の本事業成果の書籍化をジアース教育新社と進めています。

ジアース教育新社は幅広い販路を持っています。具体的には、大手取次会社（日販、トーハン）等

を通じて全国の主要書店に配本販売されるほか、Amazon 等インターネット書店での販売、「文部科

学教育通信」購読層（全国の大学、短大、高専等、関係省庁、自治体関係部署、企業）への広報に

よる販促等が行われます。このような書籍化の取り組みにより、本事業の成果を幅広く社会に発信

できるものと考えています。 

 

④学生のキャリア支援 

 本自己評価報告書「２．学修成果の評価」で前述しましたが、昨年度に引き続き「分野横断デザ

イン」「分野横断リフレクション」履修者を対象に、汎用的能力に関する標準テスト「GPS-Academic」

の実施・分析を進め、学修成果の可視化に向けて有用な情報を収集しています。当テストは本プロ

グラムにおける学修成果の可視化に活用するだけでなく、当テスト受検者はベネッセ i-キャリア

が提供するダイレクトリクルーティングサービス「doda キャンパス」に任意で登録することがで

き、学生のキャリア支援につながる機会も提供できています（資料 5-②）。 

 

⑤NICE プログラムウェブサイトにおける「マイナーの学修成果」による社会への発信 

 「分野横断リフレクション」では、マイナーの学修成果の一つとして NICE カリキュラムマップ

を作成しています。これを、NICE プログラムウェブサイトの「マイナーの学修成果」で一般公開（掲

載可の許諾をした学生のみ）しています（資料 5-③）。 

 

⑥その他 

 令和６年７月に、愛媛大学（教育担当理事、教育担当学長特別補佐、教育学生支援職員）が本事

業 NICE プログラムのヒアリングに本学を訪れました。なお、愛媛大学は「四国地区大学教職員能

力開発ネットワーク」（SPOD）を事務局として運営しています。SPOD は、四国地区の 35 の国公私立

大学・専門職大学・短期大学（四国地区に一部の学部等を置く大学を含む）及び高等専門学校によっ

て構成されており、毎年８月に開催される SPOD フォーラムには全国の高等教育関係者約 400 名が

参加します。以上のような高等教育に関する全国的な取り組みの責任を担う愛媛大学の理事等に、

本事業 NICE プログラムの成果や価値が認識されたことにより、SPOD 等を通した高等教育関連組織

や社会への今後の発信可能性が期待されます。 

 

２．成果と課題 

令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「５．企業・社会との

 
 

接続」の成果は次の通りです。まず、シンポジウムを通じて本事業 NICE プログラムの成果を NPO 法

人、民間企業、自治体で勤務される方にも関心を持って聞いていただくことができました。また、

株式会社マイナビとの連携で「マイキャリアスクール」を実施し、大学卒業後の将来を踏まえた大

学生活とメジャー・マイナーの学びについてデザインできた受講生から高い満足度を得ることがで

きました。さらには、「文部科学教育通信」での連載と愛媛大学のヒアリングを通して、高等教育関

係者に向けての本事業の成果発信の基盤を構築することができました。 

令和５年度第２学期から令和６年度第１学期にかけての、本事業における「５．企業・社会との

接続」の課題は、地域社会や企業等に対しては、そのニーズを汲み取るとともに、本事業の意義や

目的、学生がどのような学びを行っているのかなど周知の内容や方法をより一層検討していくこと

です。 

 

３．今後の方針 

令和５年度中に予定していた本学から徳武委員への企業・社会との連携について具体的な提案が

できませんでした。本事業の最終年度にあたり、NICE プログラムでマイナーを履修した学生が出て

きています。今後は、マイナーを履修した学生自らの言葉で、企業や社会に向けて社会発信してい

く機会創出等について、徳武委員を含めた外部評価委員の皆様に相談・提案していきます。 

また、「知識集約型社会を支える人材育成事業」が最終年度を迎え、文部科学省からの要望を踏ま

えながら、採択校が連携して社会に向けた成果発信をしっかりと行うこととなりました。ここでは、

学生の学修成果、成長実感を社会に伝えるとともに、企業や地域を巻き込んだ成果発信に努めるこ

ととしています。具体的には、８月 28 日に「未来思考型ワークショップ 2024（アイデアソン）～

「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」が創造する大学教育の未来～」が東京都市大学で開

催されます。このイベントでは、採択校である金沢大学（幹事校）、東京都市大学、新潟大学、信州

大学、大正大学、麻布大学、千葉大学、早稲田大学、名古屋商科大学の各事業に関連した教職員・

学生、企業・自治体等の関係者、学校教育関係者、60 名程度が参加し、DP 事業の最終到達点や事業

終了後の新しい大学教育の未来イメージを描く機会となっています。また、令和６年度第３四半期

に「DP 事業共通テーマ成果発信セミナー（教学マネジメントセミナー2024）」、令和６年度末に「DP

事業最終成果発信シンポジウム」する計画が進められています。 
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できませんでした。本事業の最終年度にあたり、NICE プログラムでマイナーを履修した学生が出て

きています。今後は、マイナーを履修した学生自らの言葉で、企業や社会に向けて社会発信してい

く機会創出等について、徳武委員を含めた外部評価委員の皆様に相談・提案していきます。 

また、「知識集約型社会を支える人材育成事業」が最終年度を迎え、文部科学省からの要望を踏ま

えながら、採択校が連携して社会に向けた成果発信をしっかりと行うこととなりました。ここでは、

学生の学修成果、成長実感を社会に伝えるとともに、企業や地域を巻き込んだ成果発信に努めるこ

ととしています。具体的には、８月 28 日に「未来思考型ワークショップ 2024（アイデアソン）～

「知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）」が創造する大学教育の未来～」が東京都市大学で開

催されます。このイベントでは、採択校である金沢大学（幹事校）、東京都市大学、新潟大学、信州

大学、大正大学、麻布大学、千葉大学、早稲田大学、名古屋商科大学の各事業に関連した教職員・

学生、企業・自治体等の関係者、学校教育関係者、60 名程度が参加し、DP 事業の最終到達点や事業

終了後の新しい大学教育の未来イメージを描く機会となっています。また、令和６年度第３四半期

に「DP 事業共通テーマ成果発信セミナー（教学マネジメントセミナー2024）」、令和６年度末に「DP

事業最終成果発信シンポジウム」する計画が進められています。 
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⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事業」 
６．高大接続 

項 目：高等学校、高校生、保護者等への広報 

担当者：上畠 洋佑、柿原 豪 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 
1 所期の計画以上の取り組みが行われている 
2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 
3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 
4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 

評  価 2 

理由） 
本プログラムの高等学校・高校生に対する周知の手段を多様化しました。高等学校、高校生（保

護者）に対して直接的な接点をもてる機会としてのオープンキャンパスに加え、新大 WeeK への

参加、出前講義、SSH を通して、多角的に高大接続を進めました。 

「大学案内」「六花」のように、大学が発行する媒体におけるプログラム紹介に加え、本プログ

ラムの SA(Student Assistant)による学生目線の広報活動（WEB サイトの記事執筆、オープンキ

ャンパスにおけるポスター発表）やソーシャルメディア（X、Instagram）を通した発信を継続し

ていくことで、高校生に対する本プログラムの認知度向上を目指しています。 

 
【取組の現況】 

１．進捗状況 

 高等学校、高校生、保護者等に NICE プログラム（以下「本プログラム」）の周知を図ることと、

本学メジャー・マイナー制について理解を深めてもらうことを目的として、以下のような活動を展

開しています。 
 

①高等学校に対する本プログラムの周知 

 本学入試課と連携し、「大学案内 2025」に本プログラム紹介を掲載しました（資料 6-①）。「大学

案内 2025」では、学長がメジャー・マイナー制の推進について発信しています。大学案内は、志望

学部にかかわらず、全国の高校生が目を通す可能性があるため、本プログラムの周知に対して大き

な効果が期待されます。 

 令和５年度は教育基盤機構として新潟大学の出前講義を開始し、本プログラムの周知につながる

チャネルを加えました。出前講義は、高等学校の「総合的な探究の時間」「特別活動」における活用

を主に想定して設計されており、令和６年度は新たな出前講義を追加し、選択肢を広げています（資

料 6-②）。 

本プログラム関係教員が千葉県立木更津高等学校の SSH 運営指導協議会委員を令和４年度から

務めています。当該高校は、理数科のみならず、普通科においても SSH の取り組みを広げ、SDGs へ

の科学的な取り組みを探究学習に取り入れています。そこでは文理を横断して特定の探究課題に科

学的にアプローチしており、文理や分野の架橋を目指す本プログラムの方向性と合致するものとい

えます。特定の学部に限定せず、探究したいテーマや課題から文理や分野の横断を意識して接続を

図る新たな高大接続のあり方として、本プログラムの取組の紹介、出前講義の案内を行うなどした

うえで、情報交換及び議論を行っています。 

 

②WEB サイト、ソーシャルメディア、学内広報誌による広報活動 

本プログラム WEB サイト（以下「当 WEB サイト」）では、令和２年度の開設以来、プログラムの

履修方法やマイナー学修パッケージの一覧、分野横断型学修の解説動画を掲載し、令和３年度には

新設ページの追加（「よくある質問（FAQ）」「高校生・受験生のみなさんへ」）や「X（旧 Twitter）」

⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事業」 
アカウント（@Niigata_u_NICE）の開設を進めてきました。 

令和４年度には「Instagram」アカウント（nice_niigata_univ）も開設し、より高校生の利用が

多いメディアでも情報を発信しています。令和５年度以降は、SA をつとめる学生が定期的に広報会

議を開いて学内外に向けた企画を議論し、執筆した記事を当 WEB サイトに掲載し、高校生への認知

度向上につとめています。また、これらの活動とソーシャルメディアを連携させ、高校生の閲覧に

つながるハッシュタグをつけて発信するようにしています。 

令和６年４月には本学広報事務室より取材を受け、本プログラムの特集記事が季刊広報誌「六花」

に掲載されることとなっております。 

 

③オープンキャンパス、新大 WeeK におけるイベント実施 

本プログラムでは、オープンキャンパスを高校生や保護者、あるいは高校教員に「学部＋α の学

び」を一覧的に提示し、その意義を伝える機会として捉えています。前年度から引き続き、令和６

年度は８月８日（木）、９日(金)の２日間、新潟大学を特徴づける３つの教育プログラム（NICE プ

ログラム、ダブルホーム〔新潟県内を中心に地域の人々との交流や課題解決などを目的とした実践

的活動〕、長期学外学修プログラム〔地域、産業、海外など多様な学外フィールドにおける現場実

践〕）と連携し、「学部を越えたみらい教育～地域とつながる、分野をつなげる～」と題したイベン

トを開催しました（資料 6-③）。 

NICE プログラムでは、合同説明会（各日開催、ハイフレックスで実施）、ポスター展示「わたし

の学修デザイン」（終日開催：ポスターセッション、来場者と SA の交流タイム含む）、アカデミッ

ク・アドバイザーとの相談会（1 人 30 分×各日４セッション、計８セッション開設）を実施しまし

た。ポスター展示では、SA４名（学修創生型３名、パッケージ型/オナーズ型１名）がポスターを作

成し、自分のマイナーの学修について発表する他、２日間でのべ 15 名の SA が来場者との交流や、

パンフレット配布等のイベント広報を担当しました（資料 6-④）。今年度は訪問者の動線上に位置

する中央図書館を会場にしたところ、前回以上の集客を得ることができました。来場者に実施した

アンケートでは、回答者全員（52 名）から「興味を持った」（「興味を持った」75％「少し興味を持

った」25％）との回答を得ました（資料 6-⑤）。 

また、令和５年 11 月には本学の広報イベントである「新大 WeeK」に NICE プログラムとして２日

間参加しました（資料 6-⑥）。令和６年度は２日間のうち１日を学園祭（「新大祭」）の日程と合わ

せることにより、昨年度以上に集客が伸びることを見込んでおります。 
 
④学内広報 

令和５年度および令和６年度は今後のマイナー履修者増加に向けて積極的な働きかけを行って

います。令和６年２月と３月には、それぞれ推薦入試と一般入試による入学予定者を対象とした本

プログラムの説明会をオンライン（Zoom）で実施し、約 230 名が参加しました（資料 6-⑦）。 

令和６年度入学式で学長がメジャー・マイナー制をアピールした上で、「NICE プログラム履修ガ

イダンス」を２日間実施し、約 900 名が参加しました（資料 6-⑧）。この他、教育基盤機構の教員

が学部（理学部、工学部）のガイダンスに出向き、本プログラムの履修に向けた告知を行いました。 

 

２．成果と課題 

令和６年度には、オープンキャンパスのアカデミック・アドバイザーとの相談会参加者や、新大

WeeK 参加者が入学し、現在マイナーを履修しています。なかには 10 月から SA として活動する学生

もいるように、イベントにおけるきめ細かな対応が成果につながったと考えています。それゆえ、

今後も高校生向けのイベントにおける動員数増加に向けて周知を広めていくことが課題となって

います。 

 

３．今後の方針 

学部との連携は、ガイダンスへの参加を中心に一部にとどまっていますが、地道な連携を継続し

ながら関係を構築し、本プログラムへの理解を醸成していきます。高校生の情報収集が学部中心で

あることをふまえ、学部の提供する入試情報にメジャー・マイナー制や本プログラムが掲載される

ような連携のあり方についても引き続き探っていきます。 
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⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事業」 
６．高大接続 

項 目：高等学校、高校生、保護者等への広報 

担当者：上畠 洋佑、柿原 豪 

＊評価は、以下の４段階の区分により行う。 

区分 評 価 
1 所期の計画以上の取り組みが行われている 
2 所期の計画と同等の取り組みが行われている 
3 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが行われて

いる 
4 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

 

評  価 2 

理由） 
本プログラムの高等学校・高校生に対する周知の手段を多様化しました。高等学校、高校生（保

護者）に対して直接的な接点をもてる機会としてのオープンキャンパスに加え、新大 WeeK への

参加、出前講義、SSH を通して、多角的に高大接続を進めました。 

「大学案内」「六花」のように、大学が発行する媒体におけるプログラム紹介に加え、本プログ

ラムの SA(Student Assistant)による学生目線の広報活動（WEB サイトの記事執筆、オープンキ

ャンパスにおけるポスター発表）やソーシャルメディア（X、Instagram）を通した発信を継続し

ていくことで、高校生に対する本プログラムの認知度向上を目指しています。 

 
【取組の現況】 

１．進捗状況 

 高等学校、高校生、保護者等に NICE プログラム（以下「本プログラム」）の周知を図ることと、

本学メジャー・マイナー制について理解を深めてもらうことを目的として、以下のような活動を展

開しています。 
 

①高等学校に対する本プログラムの周知 

 本学入試課と連携し、「大学案内 2025」に本プログラム紹介を掲載しました（資料 6-①）。「大学

案内 2025」では、学長がメジャー・マイナー制の推進について発信しています。大学案内は、志望

学部にかかわらず、全国の高校生が目を通す可能性があるため、本プログラムの周知に対して大き

な効果が期待されます。 

 令和５年度は教育基盤機構として新潟大学の出前講義を開始し、本プログラムの周知につながる

チャネルを加えました。出前講義は、高等学校の「総合的な探究の時間」「特別活動」における活用

を主に想定して設計されており、令和６年度は新たな出前講義を追加し、選択肢を広げています（資

料 6-②）。 

本プログラム関係教員が千葉県立木更津高等学校の SSH 運営指導協議会委員を令和４年度から

務めています。当該高校は、理数科のみならず、普通科においても SSH の取り組みを広げ、SDGs へ

の科学的な取り組みを探究学習に取り入れています。そこでは文理を横断して特定の探究課題に科

学的にアプローチしており、文理や分野の架橋を目指す本プログラムの方向性と合致するものとい

えます。特定の学部に限定せず、探究したいテーマや課題から文理や分野の横断を意識して接続を

図る新たな高大接続のあり方として、本プログラムの取組の紹介、出前講義の案内を行うなどした

うえで、情報交換及び議論を行っています。 

 

②WEB サイト、ソーシャルメディア、学内広報誌による広報活動 

本プログラム WEB サイト（以下「当 WEB サイト」）では、令和２年度の開設以来、プログラムの

履修方法やマイナー学修パッケージの一覧、分野横断型学修の解説動画を掲載し、令和３年度には

新設ページの追加（「よくある質問（FAQ）」「高校生・受験生のみなさんへ」）や「X（旧 Twitter）」

⽂部科学省「知識集約型社会を⽀える⼈材育成事業」 
アカウント（@Niigata_u_NICE）の開設を進めてきました。 

令和４年度には「Instagram」アカウント（nice_niigata_univ）も開設し、より高校生の利用が

多いメディアでも情報を発信しています。令和５年度以降は、SA をつとめる学生が定期的に広報会

議を開いて学内外に向けた企画を議論し、執筆した記事を当 WEB サイトに掲載し、高校生への認知

度向上につとめています。また、これらの活動とソーシャルメディアを連携させ、高校生の閲覧に

つながるハッシュタグをつけて発信するようにしています。 

令和６年４月には本学広報事務室より取材を受け、本プログラムの特集記事が季刊広報誌「六花」

に掲載されることとなっております。 

 

③オープンキャンパス、新大 WeeK におけるイベント実施 

本プログラムでは、オープンキャンパスを高校生や保護者、あるいは高校教員に「学部＋α の学

び」を一覧的に提示し、その意義を伝える機会として捉えています。前年度から引き続き、令和６

年度は８月８日（木）、９日(金)の２日間、新潟大学を特徴づける３つの教育プログラム（NICE プ

ログラム、ダブルホーム〔新潟県内を中心に地域の人々との交流や課題解決などを目的とした実践

的活動〕、長期学外学修プログラム〔地域、産業、海外など多様な学外フィールドにおける現場実

践〕）と連携し、「学部を越えたみらい教育～地域とつながる、分野をつなげる～」と題したイベン

トを開催しました（資料 6-③）。 

NICE プログラムでは、合同説明会（各日開催、ハイフレックスで実施）、ポスター展示「わたし

の学修デザイン」（終日開催：ポスターセッション、来場者と SA の交流タイム含む）、アカデミッ

ク・アドバイザーとの相談会（1 人 30 分×各日４セッション、計８セッション開設）を実施しまし

た。ポスター展示では、SA４名（学修創生型３名、パッケージ型/オナーズ型１名）がポスターを作

成し、自分のマイナーの学修について発表する他、２日間でのべ 15 名の SA が来場者との交流や、

パンフレット配布等のイベント広報を担当しました（資料 6-④）。今年度は訪問者の動線上に位置

する中央図書館を会場にしたところ、前回以上の集客を得ることができました。来場者に実施した

アンケートでは、回答者全員（52 名）から「興味を持った」（「興味を持った」75％「少し興味を持

った」25％）との回答を得ました（資料 6-⑤）。 

また、令和５年 11 月には本学の広報イベントである「新大 WeeK」に NICE プログラムとして２日

間参加しました（資料 6-⑥）。令和６年度は２日間のうち１日を学園祭（「新大祭」）の日程と合わ

せることにより、昨年度以上に集客が伸びることを見込んでおります。 
 
④学内広報 

令和５年度および令和６年度は今後のマイナー履修者増加に向けて積極的な働きかけを行って

います。令和６年２月と３月には、それぞれ推薦入試と一般入試による入学予定者を対象とした本

プログラムの説明会をオンライン（Zoom）で実施し、約 230 名が参加しました（資料 6-⑦）。 

令和６年度入学式で学長がメジャー・マイナー制をアピールした上で、「NICE プログラム履修ガ

イダンス」を２日間実施し、約 900 名が参加しました（資料 6-⑧）。この他、教育基盤機構の教員

が学部（理学部、工学部）のガイダンスに出向き、本プログラムの履修に向けた告知を行いました。 

 

２．成果と課題 

令和６年度には、オープンキャンパスのアカデミック・アドバイザーとの相談会参加者や、新大

WeeK 参加者が入学し、現在マイナーを履修しています。なかには 10 月から SA として活動する学生

もいるように、イベントにおけるきめ細かな対応が成果につながったと考えています。それゆえ、

今後も高校生向けのイベントにおける動員数増加に向けて周知を広めていくことが課題となって

います。 

 

３．今後の方針 

学部との連携は、ガイダンスへの参加を中心に一部にとどまっていますが、地道な連携を継続し

ながら関係を構築し、本プログラムへの理解を醸成していきます。高校生の情報収集が学部中心で

あることをふまえ、学部の提供する入試情報にメジャー・マイナー制や本プログラムが掲載される

ような連携のあり方についても引き続き探っていきます。 
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①

メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
重
複
可
否
一
覧
表

学
部
名

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

学 修 創 生

心 理 ・ 人 間 学

社 会 文 化 学

言 語 文 化 学

法 学
政 治 学

経 済 学

ビ ジ ネ ス ・ ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ

ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 〈 発 展 〉

英 語
フ ラ ン ス 語

フ ラ ン ス 語 〈 発 展 〉

コ リ ア

ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 〈 発 展 〉

中 国 語

中 国 語 〈 発 展 〉

数 学
物 理 学

化 学
生 物 学

自 然 環 境 科 学

機 械 シ ス テ ム 工 学

社 会 基 盤 工 学

電 子 情 報 通 信

知 能 情 報 シ ス テ ム

化 学 シ ス テ ム 工 学

材 料 科 学

建 築 学

生 物 資 源 科 学 ・ 流 域 環 境 学

応 用 生 命 科 学 ・ 食 品 科 学

ヘ ル ス ・ マ ネ ジ メ ン ト

ア グ ロ ・ フ ー ド ア ソ シ エ ー ツ

こ と つ く り ・ マ ネ ジ メ ン ト

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト

デ ー タ サ イ エ ン ス リ テ ラ シ ー

ジ オ パ ー ク

地 域 災 害 環 境 シ ス テ ム

ふ る さ と 共 創 学

Ｍ Ｏ Ｔ 基 礎

農 学 か ら 始 め る Ｄ Ｘ と Ｇ Ｘ

Ｇ Ｉ Ｓ （ 地 理 情 報 シ ス テ ム ）

医 学 物 理 学 基 礎

医 学 物 理 学 基 礎 〈 発 展 〉

核 エ ネ ル ギ ー ・ 災 害 科 学

人
文
学
部

心
理
・
人
間
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

人
文
学
部

社
会
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

人
文
学
部

言
語
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
×
◯
◯
◯
◯

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

教
育
学
部

学
校
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

法
学
部

法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
×

◯
◯
◯
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

法
学
部

法
曹
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
×

◯
◯
◯
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
経
済
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
経
営
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
学
際
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

物
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

地
質
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

自
然
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

放
射
線
技
術
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

検
査
技
術
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

歯
学
部

歯
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

歯
学
部

口
腔
保
健
福
祉
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

社
会
基
盤
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

電
子
情
報
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

材
料
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

建
築
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

人
間
支
援
感
性
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

協
創
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

応
用
生
命
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

食
品
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

生
物
資
源
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

流
域
環
境
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯

農
学
部

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

創
生
学
部

創
生
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
C
C
C
C
C
C
C
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

Ａ
：
 学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー
履
修
者
は
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
自
ら
の
学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー
を
作
り
上
げ
る
。

経
済
科
学
部
の
学
際
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
攻
す
る
学
生
は
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
の
上
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
を
行
う
。

Ｂ
：
 修
了
申
請
の
際
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
言
語
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
、
お
よ
び
創
生
学
部
に
お
い
て
領
域
学
修
科
目
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
言
語
文
化
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
択
し
て
い
る
学
生
は
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
教
員
に
了
承
を
得
る
。

Ｃ
：
 創
生
学
部
生
は
選
択
し
た
領
域
学
修
科
目
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
分
野
が
重
複
す
る
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
修
了
認
定
申
請
が
で
き
な
い
た
め
、
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
の
上
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
を
行
う
。

25
24

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー

重 複 可 否 一 覧 表
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①
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
重
複
可
否
一
覧
表

学
部
名

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

学 修 創 生

心 理 ・ 人 間 学

社 会 文 化 学

言 語 文 化 学

法 学
政 治 学

経 済 学

ビ ジ ネ ス ・ ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ

ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 〈 発 展 〉

英 語
フ ラ ン ス 語

フ ラ ン ス 語 〈 発 展 〉

コ リ ア

ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 〈 発 展 〉

中 国 語

中 国 語 〈 発 展 〉

数 学
物 理 学

化 学
生 物 学

自 然 環 境 科 学

機 械 シ ス テ ム 工 学

社 会 基 盤 工 学

電 子 情 報 通 信

知 能 情 報 シ ス テ ム

化 学 シ ス テ ム 工 学

材 料 科 学

建 築 学

生 物 資 源 科 学 ・ 流 域 環 境 学

応 用 生 命 科 学 ・ 食 品 科 学

ヘ ル ス ・ マ ネ ジ メ ン ト

ア グ ロ ・ フ ー ド ア ソ シ エ ー ツ

こ と つ く り ・ マ ネ ジ メ ン ト

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト

デ ー タ サ イ エ ン ス リ テ ラ シ ー

ジ オ パ ー ク

地 域 災 害 環 境 シ ス テ ム

ふ る さ と 共 創 学

Ｍ Ｏ Ｔ 基 礎

農 学 か ら 始 め る Ｄ Ｘ と Ｇ Ｘ

Ｇ Ｉ Ｓ （ 地 理 情 報 シ ス テ ム ）

医 学 物 理 学 基 礎

医 学 物 理 学 基 礎 〈 発 展 〉

核 エ ネ ル ギ ー ・ 災 害 科 学

人
文
学
部

心
理
・
人
間
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

人
文
学
部

社
会
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

人
文
学
部

言
語
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
×
◯
◯
◯
◯

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

教
育
学
部

学
校
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

法
学
部

法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
×

◯
◯
◯
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

法
学
部

法
曹
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×
×

◯
◯
◯
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
経
済
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
経
営
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
×

◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
学
際
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

経
済
科
学
部
地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

物
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

地
質
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

自
然
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

理
学
部

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

放
射
線
技
術
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

医
学
部

検
査
技
術
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

歯
学
部

歯
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

歯
学
部

口
腔
保
健
福
祉
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

社
会
基
盤
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

電
子
情
報
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

材
料
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

建
築
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

人
間
支
援
感
性
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

工
学
部

協
創
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

応
用
生
命
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

食
品
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

生
物
資
源
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

農
学
部

流
域
環
境
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
◯
◯
◯
◯

農
学
部

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

創
生
学
部

創
生
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

A
C
C
C
C
C
C
C
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

Ａ
：
 学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー
履
修
者
は
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
し
な
が
ら
、
自
ら
の
学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー
を
作
り
上
げ
る
。

経
済
科
学
部
の
学
際
日
本
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
攻
す
る
学
生
は
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
の
上
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
を
行
う
。

Ｂ
：
 修
了
申
請
の
際
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
言
語
文
化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
、
お
よ
び
創
生
学
部
に
お
い
て
領
域
学
修
科
目
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
言
語
文
化
学
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
択
し
て
い
る
学
生
は
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
表
教
員
に
了
承
を
得
る
。

Ｃ
：
 創
生
学
部
生
は
選
択
し
た
領
域
学
修
科
目
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
分
野
が
重
複
す
る
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
修
了
認
定
申
請
が
で
き
な
い
た
め
、
教
育
基
盤
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
相
談
の
上
、
マ
イ
ナ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
を
行
う
。
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＊
学
修
相
談
の
案
内

・・
学学
修修
相相
談談
（（
アア
カカ
デデ
ミミ
ッッ
クク
・・
アア
ドド
ババ
イイ
ジジ
ンン
ググ
））

マ
イ
ナ
ー
の
学
修
を
継
続
的
に
支
援
す
る
し
く
み
→
授
業
終
了
後
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

授
業
と
は
別
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
マ
イ
ナ
ー
の
学
修
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

学
修
相
談
は
1回
あ
た
り
30
分
（
何
回
で
も
利
用
可
能
）

＊
本
授
業
の
履
修
者
は
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
！

・・
曜曜
日日
・・
担担
当当
者者

火
曜
日
：
橋
本

木
曜
日
：
柿
原

金
曜
日
：
橋
本
（
第
１
・
第
３
）

柿
原
（
第
２
・
第
４
）

・・
予予
約約
方方
法法

①
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら

②
N
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ー
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か
ら
：
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//
w
w
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iig
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u.
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/n
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/a
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対対
応応
時時
間間
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曜曜
日日
共共
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））

昼
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11（（
DD
2200
55））
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⑤

こ の 図 は 各 学 部 の 要 件 を 具 体 的 に 反 映 し て い

る も の で は な い 。 専 門 と 教 養 の ほ か に 、 自 由

選 択 の 部 分 で 「 マ イ ナ ー 」 と し て 体 系 化 さ れ

た 学 び を し ま し ょ う 、 そ こ で 独 自 の マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム も デ ザ イ ン で き ま す 、 と い う 説 明

を す る 際 に 用 い て い る も の で あ る 。

卒 業 要 件 単 位 内 に 収 め た も う 一 つ の 理 由

は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 修 了 者 を 増 や す

こ と に あ る 。 平 成 十 七 年 度 か ら 副 専 攻 制 度 と

し て マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 開 設 し て い た が 、

や や ハ ー ド ル が 高 か っ た 。 プ ロ グ ラ ム 修 了 ま

で に 二 四 単 位 以 上 が 必 要 で あ り 、 う ち 一 二 単

位 は 卒 業 要 件 と は 別 に 履 修 す る し く み で あ っ

た 。 入 学 時 に 副 専 攻 に 興 味 を も っ て 入 門 科 目

を 履 修 す る 学 生 は 毎 年 六 〇 〇 名 前 後 い た の だ

が 、 最 後 ま で 完 遂 す る 者 は 少 な く 卒 業 時 に は

六 〇 名 前 後 に な っ た 。 最 初 の 興 味 を 維 持 し 、

修 了 者 を 増 や す こ と が 、 教 育 戦 略 上 の 課 題 と

な っ て い た の で あ る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 運 用 を

支 え る 学 内 状 況 と 組 織

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に よ る 履 修 者 の 拡 大

は 、 新 潟 大 学 の 中 期 計 画 の 一 つ に あ げ ら れ て

い る 。 入 学 者 の 三 分 の 一 が 履 修 す る こ と を 目

指 し て お り 、 こ れ が 旗 印 に も な っ て い る 。 し

か し 、 な か な か に 高 い 数 値 で あ り 、 大

上 段 に 構 え て も い ら れ な い 。 制 度 的 な

部 分 の 整 備 を 行 っ て き た 者 の 一 人 と し

て 、 こ れ ま で 本 学 が 運 用 し て き た 副 専

攻 制 度 と ど の よ う に 違 う の か 、 説 明 や

意 見 交 換 の た め に 学 部 長 や 幹 部 教 員 と

の 懇 談 の 場 を 設 け 、 感 触 を さ ぐ り つ つ 、

学 生 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 履 修 を

促 し て も ら え る よ う お 願 い を し て 回 っ

た 。 ま た 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修

者 の 動 向 に つ い て 、 全 学 教 育 組 織 で あ

る 教 育 基 盤 機 構 と 学 部 と の 間 で 情 報 共

有 を は か る た め 、 学 部 別 の 履 修 者 数 な

ど の 情 報 を 含 む ニ ュ ー ス レ タ ー の 発 行

も 行 っ て き た 。 学 内 理 解 を 得 ず し て 目

標 達 成 は 困 難 で あ る た め 、 情 報 共 有 に

は 特 に 留 意 し て い る 。

組 織 に つ い て も 触 れ て お こ う 。 関 連

組 織 は 図 ２ の 通 り で あ る 。 メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 を 成 功 に 導 く こ と が 本 学 の

教 育 の 新 た な ス タ ン ダ ー ド を 構 築 す る

こ と に な る 。 将 来 を 見 通 し た 制 度 や プ ロ グ ラ

ム の 設 計 に は 、 不 断 の 情 報 収 集 と ア イ デ ア 創

出 が 不 可 欠 で あ る 。 教 育 基 盤 機 構 の 「 未 来 教

育 開 発 部 門 」 が そ の 任 に あ た っ て お り 、 教 育

改 革 担 当 副 学 長 が 統 括 し て い る 。

こ の 部 門 は 、 科 目 開 設 や 履 修 情 報 管 理 等 を

担 う 「 教 学 マ ネ ジ メ ン ト 部 門 」 と 緊 密 に つ な

が っ て お り 、 各 々 の 専 任 教 員 や 事 務 職 員 の

面 々 と 定 期 的 な 会 議 は も と よ り 随 時 連 絡 を と

り あ っ て 業 務 を 推 進 し て い る 。 進 捗 状 況 は 定

期 的 な 教 育 担 当 理 事 と の ミ ー テ ィ ン グ で 報 告

し 、 そ こ で の 指 示 は 直 ち に 業 務 に 反 映 さ れ て

い く 。 そ も そ も 学 長 も 理 事 も Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ

ラ ム の 事 業 申 請 書 に 直 接 手 を 入 れ 、 申 請 の 段

階 か ら 学 び や す い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 構

築 と 普 及 を 願 っ て お ら れ た 。

学 部 代 表 の 集 ま る 教 務 専 門 委 員 会 等 で は 、

こ う し た 執 行 部 の 姿 勢 や 雰 囲 気 が 伝 わ る よ う

に 努 め 、 全 学 的 に 取 り 組 む こ と の 本 気 度 を

知 っ て も ら う こ と に も 配 慮 し た 。

教 育 改 革 担 当 副 学 長 の 尽 力 に よ り 、 副 専 攻

部 会 も 刷 新 さ れ た 。 事 業 開 始 当 初 は と に か く

最 小 限 の プ ロ グ ラ ム 概 要 や 科 目 リ ス ト を 整 え

て 開 設 し た マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム も あ っ た 。

質 を さ ら に 高 め る に は 、 プ ロ グ ラ ム の 科 目 担

当 者 に コ ミ ッ ト し て も ら う こ と が 肝 要 で あ

り 、 そ の た め の 組 織 体 と そ こ で の 情 報 共 有 が

必 須 で あ る 。

次 回 以 降 は 、 高 等 教 育 政 策 に お け る メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 立 ち 位 置 に つ い て 専 門

的 な 視 点 か ら 言 及 し 、 そ の 後 は ア ド バ イ ジ ン

グ や 学 修 成 果 の 可 視 化 、 質 保 証 に つ い て 実 務

担 当 者 が 述 べ た 後 、 今 後 を 展 望 す る 。 最 後 ま

で お 目 通 し い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。

高 等 教 育 関 係 者 の 多 く が 愛 読 者 と な っ て い

る 誌 上 に て 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム に つ い て 紹 介 す る 機 会 を 得 た こ と は 幸

い で あ る 。 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と い う 愛 称 で

親 し ま れ て い る こ の プ ロ グ ラ ム は 、 学 生 自 身

が 主 体 的 に 学 び を デ ザ イ ン す る と こ ろ に 特 徴

が あ る 。 そ の 狙 い は 、 混 迷 す る 社 会 の 課 題 解

決 に 貢 献 で き る エ ー ジ ェ ン テ ィ ッ ク な 人 材 の

育 成 で あ る 。 「 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材

育 成 事 業 」 （ 令 和 二 年 度 採 択 ） と し て こ れ を

実 施 し て お り 、 関 係 各 位 の 尽 力 に よ り 中 間 評

価 で Ｓ 評 価 を い た だ い た 。 光 栄 で あ る 。 八 回

に わ た る 連 載 に よ り 、 そ の 実 情 を 余 す と こ ろ

な く お 伝 え し た い 。

第 一 回 は 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 学 内 教 育 課 程

に お け る 位 置 づ け と 、 そ の 運 用 を 支 え る 学 内

状 況 と 組 織 に つ い て で あ る 。

学 内 教 育 課 程 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 位 置 づ け

本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 基 本 構 造 は

図 １ の 通 り で あ る 。 本 学 の マ イ ナ ー に は 二 つ

の タ イ プ が あ り 、 パ ッ ケ ー ジ 型 は 特 定 の 専 門

分 野 や テ ー マ に 即 し て 科 目 リ ス ト が 作 成 さ れ

て お り 、 学 生 は そ れ に 基 づ い て 学 修 し て い く 。

一 方 学 修 創 生 型 は 、 学 生 が 自 身 の 問 題 意 識 や

興 味 ・ 関 心 に 基 づ い て 学 修 計 画 （ 履 修 す る 科

目 、 到 達 目 標 等 ） を 作 成 し 、 学 修 し て い く も

の で あ る 。

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム は 一 二 単 位 以 上 で 修

了 で き る こ と を 基 本 に し て い る 。 卒 業 要 件 単

位 数 （ 一 二 四 単 位 以 上 ） の 中 に 含 め て 履 修 可

能 だ 。 そ う し た 理 由 は 二 つ あ る 。 一 つ は 、 卒

業 要 件 の 中 に 含 ま れ る 自 由 選 択 科 目 に 体 系 性

を 持 た せ る た め で あ る 。 例 と し て 本 学 人 文 学

部 の 卒 業 要 件 単 位 を 図 中 に 示 し た 。 専 門 教 育

が 六 〇 単 位 で 、 こ れ が メ ジ ャ ー と な る 。 教 養

教 育 に 関 す る 科 目 は 四 一 単 位 で あ り 、 英 語 や

初 修 外 国 語 、 デ ー タ サ イ エ ン ス や 大 学 学 習 法

な ど 科 目 区 分 指 定 の あ る 二 九 単 位 と 自 由 選 択

の 一 二 単 位 が あ る 。 ほ か に 科 目 区 分 に 関 わ ら

な い 自 由 選 択 も 二 三 単 位 あ る 。 し た が っ て 、

計 三 五 単 位 分 の 科 目 は 学 生 自 身 が 完 全 に 自 由

に 選 べ る 。 こ れ ま で 学 生 は 、 そ の 時 々 の 興 味

や 時 間 割 の 都 合 等 で 自 由 選 択 科 目 を 履 修 し て

き た 。 し か し 、 そ の 科 目 選 択 に マ イ ナ ー ・ プ

ロ グ ラ ム と し て の 体 系 性 を 持 た せ る こ と に よ

り 、 学 修 効 果 が 高 ま る と 考 え た 。

図 １ は 概 念 的 な も の で あ る 点 に も 注 意 し て

ほ し い 。 図 中 の 「 メ ジ ャ ー 」 と は 、 各 学 位 プ

ロ グ ラ ム で 開 設 さ れ て い る 専 門 科 目 群 の こ と

だ が 、 学 部 や 学 位 プ ロ グ ラ ム に よ っ て そ の 範

疇 は 異 な る 。 「 教 養 教 育 に 関 す る 科 目 」 も 然

り だ 。 専 門 と

教 養 で 構 成 さ

れ る 各 学 部 の

カ リ キ ュ ラ ム

は 、 そ れ ぞ れ

独 自 に 練 り 上

げ ら れ て き た

も の で あ り 、

メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 に よ

る 履 修 を 前 提

と し て 作 ら れ

て い る わ け で

は な い 。 学 生

は あ く ま で 所

属 学 部 の 履 修

要 件 に 従 っ て

科 目 履 修 を す

る 。 つ ま り 、
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こ の 図 は 各 学 部 の 要 件 を 具 体 的 に 反 映 し て い

る も の で は な い 。 専 門 と 教 養 の ほ か に 、 自 由

選 択 の 部 分 で 「 マ イ ナ ー 」 と し て 体 系 化 さ れ

た 学 び を し ま し ょ う 、 そ こ で 独 自 の マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム も デ ザ イ ン で き ま す 、 と い う 説 明

を す る 際 に 用 い て い る も の で あ る 。

卒 業 要 件 単 位 内 に 収 め た も う 一 つ の 理 由

は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 修 了 者 を 増 や す

こ と に あ る 。 平 成 十 七 年 度 か ら 副 専 攻 制 度 と

し て マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 開 設 し て い た が 、

や や ハ ー ド ル が 高 か っ た 。 プ ロ グ ラ ム 修 了 ま

で に 二 四 単 位 以 上 が 必 要 で あ り 、 う ち 一 二 単

位 は 卒 業 要 件 と は 別 に 履 修 す る し く み で あ っ

た 。 入 学 時 に 副 専 攻 に 興 味 を も っ て 入 門 科 目

を 履 修 す る 学 生 は 毎 年 六 〇 〇 名 前 後 い た の だ

が 、 最 後 ま で 完 遂 す る 者 は 少 な く 卒 業 時 に は

六 〇 名 前 後 に な っ た 。 最 初 の 興 味 を 維 持 し 、

修 了 者 を 増 や す こ と が 、 教 育 戦 略 上 の 課 題 と

な っ て い た の で あ る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 運 用 を

支 え る 学 内 状 況 と 組 織

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に よ る 履 修 者 の 拡 大

は 、 新 潟 大 学 の 中 期 計 画 の 一 つ に あ げ ら れ て

い る 。 入 学 者 の 三 分 の 一 が 履 修 す る こ と を 目

指 し て お り 、 こ れ が 旗 印 に も な っ て い る 。 し

か し 、 な か な か に 高 い 数 値 で あ り 、 大

上 段 に 構 え て も い ら れ な い 。 制 度 的 な

部 分 の 整 備 を 行 っ て き た 者 の 一 人 と し

て 、 こ れ ま で 本 学 が 運 用 し て き た 副 専

攻 制 度 と ど の よ う に 違 う の か 、 説 明 や

意 見 交 換 の た め に 学 部 長 や 幹 部 教 員 と

の 懇 談 の 場 を 設 け 、 感 触 を さ ぐ り つ つ 、

学 生 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 履 修 を

促 し て も ら え る よ う お 願 い を し て 回 っ

た 。 ま た 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修

者 の 動 向 に つ い て 、 全 学 教 育 組 織 で あ

る 教 育 基 盤 機 構 と 学 部 と の 間 で 情 報 共

有 を は か る た め 、 学 部 別 の 履 修 者 数 な

ど の 情 報 を 含 む ニ ュ ー ス レ タ ー の 発 行

も 行 っ て き た 。 学 内 理 解 を 得 ず し て 目

標 達 成 は 困 難 で あ る た め 、 情 報 共 有 に

は 特 に 留 意 し て い る 。

組 織 に つ い て も 触 れ て お こ う 。 関 連

組 織 は 図 ２ の 通 り で あ る 。 メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 を 成 功 に 導 く こ と が 本 学 の

教 育 の 新 た な ス タ ン ダ ー ド を 構 築 す る

こ と に な る 。 将 来 を 見 通 し た 制 度 や プ ロ グ ラ

ム の 設 計 に は 、 不 断 の 情 報 収 集 と ア イ デ ア 創

出 が 不 可 欠 で あ る 。 教 育 基 盤 機 構 の 「 未 来 教

育 開 発 部 門 」 が そ の 任 に あ た っ て お り 、 教 育

改 革 担 当 副 学 長 が 統 括 し て い る 。

こ の 部 門 は 、 科 目 開 設 や 履 修 情 報 管 理 等 を

担 う 「 教 学 マ ネ ジ メ ン ト 部 門 」 と 緊 密 に つ な

が っ て お り 、 各 々 の 専 任 教 員 や 事 務 職 員 の

面 々 と 定 期 的 な 会 議 は も と よ り 随 時 連 絡 を と

り あ っ て 業 務 を 推 進 し て い る 。 進 捗 状 況 は 定

期 的 な 教 育 担 当 理 事 と の ミ ー テ ィ ン グ で 報 告

し 、 そ こ で の 指 示 は 直 ち に 業 務 に 反 映 さ れ て

い く 。 そ も そ も 学 長 も 理 事 も Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ

ラ ム の 事 業 申 請 書 に 直 接 手 を 入 れ 、 申 請 の 段

階 か ら 学 び や す い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 構

築 と 普 及 を 願 っ て お ら れ た 。

学 部 代 表 の 集 ま る 教 務 専 門 委 員 会 等 で は 、

こ う し た 執 行 部 の 姿 勢 や 雰 囲 気 が 伝 わ る よ う

に 努 め 、 全 学 的 に 取 り 組 む こ と の 本 気 度 を

知 っ て も ら う こ と に も 配 慮 し た 。

教 育 改 革 担 当 副 学 長 の 尽 力 に よ り 、 副 専 攻

部 会 も 刷 新 さ れ た 。 事 業 開 始 当 初 は と に か く

最 小 限 の プ ロ グ ラ ム 概 要 や 科 目 リ ス ト を 整 え

て 開 設 し た マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム も あ っ た 。

質 を さ ら に 高 め る に は 、 プ ロ グ ラ ム の 科 目 担

当 者 に コ ミ ッ ト し て も ら う こ と が 肝 要 で あ

り 、 そ の た め の 組 織 体 と そ こ で の 情 報 共 有 が

必 須 で あ る 。

次 回 以 降 は 、 高 等 教 育 政 策 に お け る メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 立 ち 位 置 に つ い て 専 門

的 な 視 点 か ら 言 及 し 、 そ の 後 は ア ド バ イ ジ ン

グ や 学 修 成 果 の 可 視 化 、 質 保 証 に つ い て 実 務

担 当 者 が 述 べ た 後 、 今 後 を 展 望 す る 。 最 後 ま

で お 目 通 し い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。

高 等 教 育 関 係 者 の 多 く が 愛 読 者 と な っ て い

る 誌 上 に て 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム に つ い て 紹 介 す る 機 会 を 得 た こ と は 幸

い で あ る 。 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と い う 愛 称 で

親 し ま れ て い る こ の プ ロ グ ラ ム は 、 学 生 自 身

が 主 体 的 に 学 び を デ ザ イ ン す る と こ ろ に 特 徴

が あ る 。 そ の 狙 い は 、 混 迷 す る 社 会 の 課 題 解

決 に 貢 献 で き る エ ー ジ ェ ン テ ィ ッ ク な 人 材 の

育 成 で あ る 。 「 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材

育 成 事 業 」 （ 令 和 二 年 度 採 択 ） と し て こ れ を

実 施 し て お り 、 関 係 各 位 の 尽 力 に よ り 中 間 評

価 で Ｓ 評 価 を い た だ い た 。 光 栄 で あ る 。 八 回

に わ た る 連 載 に よ り 、 そ の 実 情 を 余 す と こ ろ

な く お 伝 え し た い 。

第 一 回 は 、 こ の プ ロ グ ラ ム の 学 内 教 育 課 程

に お け る 位 置 づ け と 、 そ の 運 用 を 支 え る 学 内

状 況 と 組 織 に つ い て で あ る 。

学 内 教 育 課 程 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 位 置 づ け

本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 基 本 構 造 は

図 １ の 通 り で あ る 。 本 学 の マ イ ナ ー に は 二 つ

の タ イ プ が あ り 、 パ ッ ケ ー ジ 型 は 特 定 の 専 門

分 野 や テ ー マ に 即 し て 科 目 リ ス ト が 作 成 さ れ

て お り 、 学 生 は そ れ に 基 づ い て 学 修 し て い く 。

一 方 学 修 創 生 型 は 、 学 生 が 自 身 の 問 題 意 識 や

興 味 ・ 関 心 に 基 づ い て 学 修 計 画 （ 履 修 す る 科

目 、 到 達 目 標 等 ） を 作 成 し 、 学 修 し て い く も

の で あ る 。

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム は 一 二 単 位 以 上 で 修

了 で き る こ と を 基 本 に し て い る 。 卒 業 要 件 単

位 数 （ 一 二 四 単 位 以 上 ） の 中 に 含 め て 履 修 可

能 だ 。 そ う し た 理 由 は 二 つ あ る 。 一 つ は 、 卒

業 要 件 の 中 に 含 ま れ る 自 由 選 択 科 目 に 体 系 性

を 持 た せ る た め で あ る 。 例 と し て 本 学 人 文 学

部 の 卒 業 要 件 単 位 を 図 中 に 示 し た 。 専 門 教 育

が 六 〇 単 位 で 、 こ れ が メ ジ ャ ー と な る 。 教 養

教 育 に 関 す る 科 目 は 四 一 単 位 で あ り 、 英 語 や

初 修 外 国 語 、 デ ー タ サ イ エ ン ス や 大 学 学 習 法

な ど 科 目 区 分 指 定 の あ る 二 九 単 位 と 自 由 選 択

の 一 二 単 位 が あ る 。 ほ か に 科 目 区 分 に 関 わ ら

な い 自 由 選 択 も 二 三 単 位 あ る 。 し た が っ て 、

計 三 五 単 位 分 の 科 目 は 学 生 自 身 が 完 全 に 自 由

に 選 べ る 。 こ れ ま で 学 生 は 、 そ の 時 々 の 興 味

や 時 間 割 の 都 合 等 で 自 由 選 択 科 目 を 履 修 し て

き た 。 し か し 、 そ の 科 目 選 択 に マ イ ナ ー ・ プ

ロ グ ラ ム と し て の 体 系 性 を 持 た せ る こ と に よ

り 、 学 修 効 果 が 高 ま る と 考 え た 。

図 １ は 概 念 的 な も の で あ る 点 に も 注 意 し て

ほ し い 。 図 中 の 「 メ ジ ャ ー 」 と は 、 各 学 位 プ

ロ グ ラ ム で 開 設 さ れ て い る 専 門 科 目 群 の こ と

だ が 、 学 部 や 学 位 プ ロ グ ラ ム に よ っ て そ の 範

疇 は 異 な る 。 「 教 養 教 育 に 関 す る 科 目 」 も 然

り だ 。 専 門 と

教 養 で 構 成 さ

れ る 各 学 部 の

カ リ キ ュ ラ ム

は 、 そ れ ぞ れ

独 自 に 練 り 上

げ ら れ て き た

も の で あ り 、

メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 に よ

る 履 修 を 前 提

と し て 作 ら れ

て い る わ け で

は な い 。 学 生

は あ く ま で 所

属 学 部 の 履 修

要 件 に 従 っ て

科 目 履 修 を す

る 。 つ ま り 、
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プ ロ グ ラ ム で あ る こ と を 示 す た め に マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と 呼 称 し て い る 。 ま た そ の

履 修 は 選 択 で あ り 、 修 了 認 定 の た め の 必 要 単

位 数 は 一 二 以 上 で 、 そ の 単 位 は 卒 業 要 件 に 含

め る こ と が で き る 。 さ ら に 修 了 が 認 定 さ れ れ

ば 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 修 了 証 が 授 与 さ れ

る 。
本 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム （ 二 〇 二 四 年

度 ） に は 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

の 二 つ の タ イ プ が あ る （ 表 １ ） 。

ま ず 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 は 、 分 野 や テ ー マ ご

と に パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た 科 目 リ ス ト の 中 か

ら 、 自 分 で 科 目 を 選 択 し 、 計 画 的 に 履 修 を 行

う も の で あ る 。 修 了 認 定 の た め の 必 要 単 位 数

は 一 二 以 上 を 基 本 と し て い る 。 導 入 大 学 に お

け る マ イ ナ ー の 一 般 的 な か た ち は こ の タ イ プ

で あ る 。 国 立 大 学 で メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を

導 入 し て い る 広 島 大 学 や 金 沢 大 学 で も 同 様 の

か た ち を と っ て お り 、 特 定 の 学 部 や 学 問 分 野

に 紐 づ く パ ッ ケ ー ジ 型 の マ イ ナ ー を 展 開 し て

い る 。 こ の よ う な タ イ プ の マ イ ナ ー の 多 く は 、

メ ジ ャ ー の 内 容 の 一 部 を 学 修 で き る よ う に 編

成 さ れ て い る 、 い わ ば ミ ニ ・ メ ジ ャ ー で あ る 。

新 潟 大 学 で も そ れ に 該 当 す る マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム が 複 数 存 在 す る 。 た だ し 他 に も 、 語 学 、

デ ー タ サ イ エ ン ス 、 地 域 創 生 等 、 分 野 横 断 的

な 、 あ る い は 学 際 的 な マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム

が パ ッ ケ ー ジ と し て 複 数 開 設 さ れ て い る こ と

が 本 学 の 特 徴 の 一 つ で あ る 。

次 に 「 学 修 創 生 型 」 は 、 本 学 で 開 講 さ れ て

い る 科 目 の 中 か ら 適 し た 科 目 を 選 択 し て 学 生

自 身 が リ ス ト を 作 成 し 、 オ リ ジ ナ ル な マ イ

ナ ー を デ ザ イ ン す る と い う も の で あ

る 。 修 了 認 定 の た め の 必 要 単 位 数 は 一

四 以 上 で あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の

詳 細 は 次 回 以 降 に 譲 る が 、 本 稿 で は 履

修 の 流 れ を 簡 単 に ま と め て お こ う 。

ま ず は 必 修 科 目 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

（ 一 、 二 年 次 生 対 象 ） の 受 講 を 通 し て 、

自 分 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を 起 点 に

探 究 課 題 を 見 つ け 、 マ イ ナ ー と し て 履

修 す る 科 目 を 選 択 し 、 履 修 計 画 を 立 て

る 。 そ れ を 起 点 に 学 生 は マ イ ナ ー の 履

修 を 進 め て い く 。 さ ら に マ イ ナ ー の 履

修 終 盤 〜 終 了 後 に 、 必 修 科 目 「 分 野 横

断 リ フ レ ク シ ョ ン 」（ 三 、 四 年 次 生 対 象 ）

で 、 自 身 の マ イ ナ ー の 学 修 全 体 を メ

ジ ャ ー と か け あ わ せ た か た ち で 振 り 返

り 、 学 修 成 果 を 可 視 化 す る 。 こ れ ら 二

つ の 必 修 科 目 で 作 成 す る マ イ ナ ー の 学

修 内 容 、 履 修 計 画 、 到 達 目 標 等 は 担 当 教 員 の

確 認 ・ 承 認 が 必 要 で あ る 。 ま た メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 の 学 修 を 継 続 的 に 支 援 す る 専 任 教 員

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー と の 有 機 的 な 連

携 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 学 生 の 個 別 の

興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を 尊 重 し つ つ 、 マ イ ナ ー

の 条 件 で あ る 「 体 系 的 に 履 修 す る 」 こ と と そ

の 質 を 担 保 し て い る 。 こ の タ イ プ の マ イ ナ ー

も 含 め て メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 導 入 し て い

る こ と が 本 学 の 最 大 の 特 徴 で あ る 。

「 学 修 創 生 型 」 の よ う な マ イ ナ ー を 成 立 さ

せ る た め に は 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 学 修

を 継 続 的 に 支 援 す る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ

ジ ン グ や 、 そ れ を 支 援 す る た め の 科 目 の 存 在

が 不 可 欠 で あ る 。

次 回 は 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム に お け る ア カ

デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ の 体 制 や そ の 役 割

に つ い て 述 べ て い こ う 。
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ou01-000025134_3.pdf 、 二 〇 二 四 年 二 月 二 十 日

確 認

関 西 学 院 大 学 （ 二 〇 〇 六 ） 「 先 導 的 大 学 改 革 推 進

委 託 最 終 報 告 書 ： 平 成 十 七 〜 十 八 年 度 文 部 科

学 省 」

文 部 科 学 省 （ 二 〇 二 一 ） 「 令 和 元 年 度 の 大 学 に お

け る 教 育 内 容 等 の 改 革 状 況 に つ い て 」https://
www.mext.go.jp/content/20211104-mxt_daiga
kuc03-000018152_1.pdf 、 二 〇 二 四 年 二 月 二 十

日 確 認

本 連 載 で は 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム （Niigata University Interdisciplinary
Creative Education Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ

プ ロ グ ラ ム ） に つ い て 紹 介 し て い く 。 本 学 で

は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー （ 主 専 攻 ・ 副 専 攻 ） 制

を 導 入 し て お り 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と は 、

学 生 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る 学 修 を

支 援 す る 取 り 組 み 全 体 を 指 す 。

第 二 回 は 、 近 年 の 高 等 教 育 政 策 に お け る メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 位 置 づ け を 整 理 す る と

と も に 、 本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 特 徴

に つ い て 解 説 し て い き た い 。

近 年 の 高 等 教 育 政 策 に お け る

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

我 が 国 の 高 等 教 育 が こ れ か ら ど う 変 化 し て

い く の か を 明 ら か に す る こ と を 主 目 的 と し た

答 申 「 二 〇 四 〇 年 に 向 け た 高 等 教 育 の グ ラ ン

ド デ ザ イ ン 」 （ 中 央 教 育 審 議 会 、 二 〇 一 八 ａ ）

に お い て 、 文 理 横 断 教 育 、 あ る い は 学 修 の 幅

を 広 げ る 教 育 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 現

代 の 学 術 研 究 と 産 業 社 会 で は 、 異 な る 専 門 分

野 の 知 識 を 組 み 合 わ せ る こ と が 求 め ら れ て い

る こ と が そ の 背 景 で あ る 。 こ れ に 対 応 す る た

め 、 一 般 教 育 ・ 共 通 教 育 に お い て は 従 来 の 学

部 や 研 究 科 の 枠 を 超 え た 文 理 横 断 的 な カ リ

キ ュ ラ ム が 必 要 と さ れ 、 専 門 教 育 で も 従 来 の

専 攻 を 超 え た 広 範 囲 か つ 深 い レ ベ ル の 教 育 が

重 視 さ れ て い る 。

簡 単 に 言 え ば 、 広 さ （Breadth ） と 深 さ

（Depth ） の 両 立 で あ る 。 そ の 教 育 の 方 法 論 の

一 つ と し て 挙 げ ら れ て い る の が メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 で あ る 。 二 〇 二 二 年 六 月 に 中 央 教 育

審 議 会 大 学 分 科 会 の 中 に 新 た に 設 置 さ れ た 大

学 振 興 部 会 に お い て も 「 文 理 横 断 ・ 文 理 融 合

教 育 」 の 推 進 が 議 論 さ れ て お り 、 や は り メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 は そ の 方 法 論 の 一 つ と し

て 位 置 づ け ら れ て い る （ 中 央 教 育 審 議 会 大 学

分 科 会 大 学 振 興 部 会 、 二 〇 二 二 ） 。 こ の よ う

な 動 向 か ら 、 今 後 の 高 等 教 育 改 革 に お い て メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 が ま す ま す 注 目 を 集 め て

い く こ と が 予 想 さ れ る 。

グ ラ ン ド デ ザ イ ン 答 申 の 用 語 解 説 に よ る

と 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 と は 「 主 専 攻 分 野

以 外 の 分 野 の 授 業 科 目 を 体 系 的 に 履 修 さ せ る

取 組 で あ っ て 、 学 内 で 規 定 が 整 備 さ れ て い る

等 、 組 織 的 に 行 わ れ て い る も の 」 （ 中 央 教 育

審 議 会 、 二 〇 一 八 ｂ 傍 線 は 筆 者 ） を い う 。

こ の 定 義 に 拠 れ ば 、 組 織 的 な 枠 組 み や 規 定 が

整 っ て お ら ず 、 ま た 学 生 が 無 作 為 に 選 ん だ 授

業 科 目 の 履 修 を 集 積 し て も 、 そ れ は マ イ ナ ー

に 該 当 し な い と い う こ と に な る 。 日 本 に お け

る 学 部 段 階 の 導 入 率 は 、 文 部 科 学 省 （ 二 〇 二

一 ） の 調 査 に よ る と 二 〇 一 九 年 度 時 点 で 約 三

七 ％ （ 調 査 に 回 答 し た 七 六 三 大 学 中 二 八 一 大

学 ） で あ る 。 二 〇 一 二 年 時 点 は 約 二 九 ％ で あ

り 、 そ こ か ら 徐 々 に 増 加 し て き て い る （ 図 １ ） 。

こ の よ う に 三 分 の 一 を 超 え る 大 学 が 導 入 し

て い る が 、 制 度 の 内 容 や 導 入 の 範 囲 等 が す べ

て の 大 学 で 同 じ と い う わ け で は な い 。 た と え

ば 全 学 規 模 で 導 入 し て い る か 学 部 内 の 学 科 間

や 特 定 の 学 部 間 で 導 入 し て い る か 、 マ イ ナ ー

の 履 修 が 必 修 か 選 択 か 、 マ イ ナ ー の 呼 称 、 マ

イ ナ ー 修 了 認 定 の 必 要 単 位 数 、 マ イ ナ ー 修 得

単 位 の 卒 業 要 件 へ の 読 替 の 有 無 、 修 了 認 定 を

証 明 す る も の を 授 与 し て い る か ど う か な ど の

点 で 差 異 が あ る （ 関 西 学 院 大 学 、 二 〇 〇 六 ） 。

新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 特 徴

新 潟 大 学 は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 全 学 規

模 で 導 入 し て お り 、 マ イ ナ ー が 体 系 的 な 教 育
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①

別 支 援 ） を 行 う ほ か 、 マ イ ナ ー 支 援 科 目 を 担

当 し て 集 団 支 援 に も 携 わ る 。 本 稿 で は 「 学 修

デ ザ イ ン 相 談 」 に 焦 点 を 当 て 、 マ イ ナ ー 支 援

科 目 の 詳 細 に つ い て は 次 回 に 詳 説 し た い 。

⑴ 学 生 の ニ ー ズ

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 に 対 す る 学 生 の ニ ー

ズ は 、 大 き く 二 つ に 分 け ら れ る 。 一 つ は 、 メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 や 特 定 の プ ロ グ ラ ム の 履

修 資 格 ・ 修 了 要 件 と い っ た 、 制 度 に 関 す る 疑

問 の 即 時 的 な 解 決 で あ る 。

も う 一 方 は 、 自 ら の 学 修 構 想 や 計 画 に 対 す

る 疑 問 や 悩 み を 解 消 し 、 次 の ス テ ッ プ を 見 出

す た め の ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ で あ

る 。 こ う し た 幅 広 い ニ ー ズ に 応 え る た め 、 開

設 時 間 や 場 所 の 利 便 性 を 念 頭 に 相 談 環 境 を 整

え て い る 。

⑵ 相 談 体 制

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 は 、 学 期 中 の 毎 週 火 、

木 、 金 曜 日 の 昼 休 み 、 お よ び 三 、 四 限 に 開 設

さ れ て い る 。 一 回 の 相 談 時 間 は 三 〇 分 で 、 Ａ

Ａ が 対 面 で 実 施 し て い る 。 相 談 は メ ー ル や

ウ ェ ブ フ ォ ー ム を 通 じ て 予 約 を 受 け 付 け る ほ

か 、 予 約 の な い 場 合 で も Ａ Ａ が 対 応 可 能 な 場

合 に 即 時 受 け 付 け て い る 。

相 談 場 所 は 、 学 生 が 気 兼 ね な く 立 ち 寄 れ る

開 放 感 を 維 持 し つ つ 、 人 目 が 気 に な ら な い 落

ち 着 い た 空 間 で ア ド バ イ ジ ン グ を 受 け ら れ る

よ う 、 半 オ ー プ ン ス ペ ー ス と 専 用 個 室 の 二 種

類 を 使 い 分 け て い る 。 な お 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム 履 修 に 関 す る 不 安 や つ ま ず き に つ い て

対 話 す る 中 で 、 学 生 が 自 身 の 「 困 り 感 」 に つ

い て Ａ Ａ に 相 談 す る こ と も あ る 。 相 談 内 容 が

Ａ Ａ の 対 応 範 囲 を 超 え る 場 合 、 Ａ Ａ は 学 生 に

「 学 生 な ん で も 相 談 窓 口 」 や 保 健 管 理 セ ン タ ー

な ど の 学 内 関 連 部 署 を 案 内 し 、 専 門 的 な 支 援

に つ な げ て い る （ リ フ ァ ー ） 。

⑶ ア ド バ イ ジ ン グ の 前 提

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 で ア カ デ ミ ッ ク ・ ア

ド バ イ ジ ン グ を 希 望 す る 学 生 は 、 マ イ ナ ー 支

援 科 目 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で 探 究 課 題 の 設

定 や 分 野 横 断 的 な 探 究 の あ り 方 を 考 え る こ と

に 困 難 を 覚 え て い る 場 合 が 多 い 。 授 業 と い う

集 団 支 援 か ら 個 別 支 援 へ の 移 行 に 伴 っ て Ａ Ａ

に 求 め ら れ て い る の は 、 個 別 最 適 な ア ド バ イ

ジ ン グ で あ る と い え よ う 。

そ こ で 、 学 生 自 身 が も つ 「 資 源 」 に 着 目 す

る こ と を ア ド バ イ ジ ン グ の 前 提 と し て 掲 げ て

い る 。 「 資 源 」 と は 、 本 人 の 興 味 ・ 関 心 や 問

題 意 識 （ 社 会 の 現 状 に 対 す る 違 和 感 ） の ほ か 、

こ れ ま で に 正 課 内 外 で 得 た 経 験 、 人 間 関 係 、

資 格 等 を 指 し て い る 。 学 生 が 自 分 の も つ 資 源

の 価 値 に 気 づ け て い な い こ と が 、 分 野 横 断 的

学 修 を 形 づ く る 上 で の 障 壁 と な る 。 Ａ Ａ は 、

対 話 に よ っ て 思 考 の 言 語 化 を 促 す と と も に 、

そ の 内 容 を 可 視 化 、 整 理 す る こ と で 、 学 生 が

障 壁 を 乗 り 越 え る こ と を 目 指 す 。

⑷ ア ド バ イ ジ ン グ の 実 践 例

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 は 、 通 常 の 面 談 と 同

じ く 、 ① 面 談 の 開 始 、 ② 課 題 の 特 定 、 ③ 課 題

解 決 方 法 の 明 確 化 、 ④ 行 動 計 画 の 策 定 、 ⑤ 面

談 の 振 り 返 り 、 と い う 五 つ の 過 程 （ 清 水 ・ 中

井 、 二 〇 二 二 ） に 沿 っ て 行 わ れ て い る 。 こ こ

で は ② と ③ の 過 程 に 焦 点 を 当 て 、 ア ド バ イ ジ

ン グ の 実 践 例 と し て 紹 介 し た い 。

ま ず 、 Ａ Ａ は 学 生 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識

に 関 し て ５ Ｗ １ Ｈ の 問 い か け に も と づ い た 対

話 を 開 始 す る 。 並 行 し て 、 学 生 自 身 の 言 葉 や

表 現 を 尊 重 し な が ら 、 対 話 の 内 容 を ホ ワ イ ト

ボ ー ド に 書 き 出 し て い く 。 こ う し た 可 視 化 に

よ り 思 考 が 整 理 さ れ る と 、 学 生 の 興 味 ・ 関 心

の 中 心 、 つ ま り 探 究 し た い 課 題 が 立 体 的 に 見

え て く る よ う に な る （ ② ） 。 な お 、 学 生 が 「 取

る に 足 り な い こ と 」 と み な し て い た 事 柄 が 、

こ の プ ロ セ ス で 「 資 源 」 と し て 価 値 づ け さ れ

る こ と は 、 学 生 自 身 が 学 び の 主 体 と し て の 意

識 を 高 め る 契 機 と も な る 。

探 究 課 題 が 明 確 化 し た 後 に 、 分 野 横 断 の 可

能 性 を 考 え る 段 階 に 移 る （ ③ ） 。 分 野 横 断 の

イ メ ー ジ を 持 ち や す い よ う 、 関 連 す る 科 目 の

シ ラ バ ス を 参 考 に す る こ と も あ る 。 Ａ Ａ は 、

科 目 情 報 に 加 え て 学 内 教 育 資 源 （ 留 学 、 イ ン

タ ー ン シ ッ プ 等 ） に つ い て 広 く 情 報 提 供 を 行

う こ と で 、 学 生 が 多 様 な 機 会 を 利 用 し て 自 ら

の 学 び を 具 体 的 に 考 え る こ と が で き る よ う 支

援 す る 。 ア ド バ イ ジ ン グ の 終 了 時 に は 、 学 生

が 自 主 的 に 学 修 計 画 の 作 成 に 取 り 組 む た め の

材 料 と し て 、 ホ ワ イ ト ボ ー ド の 撮 影 を 促 す 。

Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム の ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド

バ イ ジ ン グ の 特 徴 は 、 マ イ ナ ー 支 援 科 目 と 結

び つ く こ と で 学 修 支 援 を 重 層 的 に 機 能 さ せ る

点 に あ る 。 今 回 は 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 の み

の 言 及 と な っ た が 、 次 回 は マ イ ナ ー 支 援 科 目

と 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に つ い て よ り 詳 し く 述

べ て い き た い 。
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の 目 的 は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 す る

学 生 へ の 伴 走 的 学 修 支 援 で あ る 。

近 年 、 高 等 教 育 に お い て ア カ デ ミ ッ ク ・ ア

ド バ イ ジ ン グ の 導 入 が 進 ん で い る が 、 そ の 背

景 は 各 教 育 現 場 に よ っ て 異 な る 。 第 三 回 で は 、

本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る ア カ デ

ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ の 位 置 づ け や 体 制 に

つ い て 解 説 す る こ と に 加 え 、 ア カ デ ミ ッ ク ・

ア ド バ イ ジ ン グ の 実 践 事 例 と し て 「 学 修 デ ザ

イ ン 相 談 」 を 紹 介 し た い 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 と

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ

本 学 で 展 開 さ れ て い る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ

ム に は 、 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

の 二 つ の タ イ プ が あ る 。

パ ッ ケ ー ジ 型 で は 、 「 法 学 」 、 「 生 物 学 」 の

よ う に 特 定 の 学 問 分 野 に 焦 点 を 当 て た プ ロ グ

ラ ム の ほ か 、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト 」

や 「 核 エ ネ ル ギ ー ・ 災 害 科 学 」 の よ う に 、 現

代 の 社 会 課 題 を 学 際 的 に ま な ざ し 、 分 野 横 断

的 に 科 目 を パ ッ ケ ー ジ 化 し た プ ロ グ ラ ム が 展

開 さ れ て い る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 を 選 択 し た 学 生

は 、 各 プ ロ グ ラ ム の 科 目 リ ス ト に も と づ い て

履 修 科 目 を 選 択 し 、 学 修 を 進 め て い く 。

一 方 、 学 修 創 生 型 に 科 目 リ ス ト は 用 意 さ れ

て い な い 。 学 生 は ま ず マ イ ナ ー 支 援 科 目 「 分

野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 必 修 科 目 と し て 受 講 す る 。

こ の 科 目 を 通 し て 、 自 身 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題

意 識 に も と づ い て 探 究 課 題 を 設 定 し た 上 で 、

開 講 科 目 の 中 か ら 自 身 の 学 修 に 適 し た 科 目 を

選 択 し 、 体 系 的 か つ 分 野 横 断 的 な 学 修 計 画 を

デ ザ イ ン す る 。 そ の 後 、 学 修 計 画 に 沿 っ た 科

目 履 修 を 行 い 、「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」（ 必

修 ） の 受 講 を 経 て マ イ ナ ー 修 了 に 至 る 。

本 学 入 学 前 か ら マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に 興

味 を 持 っ て い る 学 生 は 少 な く な い 。 し か し 、

多 く の 学 生 は 、 各 学 部 で 開 催 さ れ る 新 入 生 対

象 の 履 修 ガ イ ダ ン ス で 、 卒 業 要 件 単 位 数 や 単

位 構 造 の 説 明 と と も に メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

や マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に つ い て 知 る 。 履 修

ガ イ ダ ン ス を 通 し て 学 生 が 得 る の は 、 大 学 で

は こ れ ま で の 学 校 生 活 の よ う に 時 間 割 が 定 め

ら れ て い る わ け で は な く 、 自 ら 受 講 す る 科 目

を 決 定 し 、 卒 業 ま で の 学 び を 管 理 し な け れ ば

な ら な い と い う 学 び の 主 体 と し て の 意 識 で あ

る 。 し た が っ て 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 履

修 に つ い て 考 え る こ と は 、 学 生 が 「 大 学 で ど

う 学 ぶ か 」 を 自 問 す る 最 初 の 機 会 と い っ て よ

い 。 本 学 に お け る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ

ン グ は 、 こ う し た 学 生 の 問 い に 対 し て 必 要 な

情 報 提 供 を 行 う だ け で な く 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム の 履 修 を 中 心 に 、 学 生 自 身 の 学 修 目 的

や 将 来 の 目 標 決 定 ・ 達 成 を 継 続 的 に 支 援 す る

た め に 行 わ れ て い る 。

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ

体 制 と 「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」

Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 、 二 名 の 専 任 教 員

が ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー （ 以 下 、 Ａ Ａ ）

を 務 め て い る 。 Ａ Ａ は 「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」

と い う 個 別 相 談 で マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修

に 関 す る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ （ 個

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑶

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ

新 潟 大 学 教 育 基 盤 機 構 特 任 准 教 授

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー 神 田 麻 衣 子
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プ ロ グ ラ ム で あ る こ と を 示 す た め に マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と 呼 称 し て い る 。 ま た そ の

履 修 は 選 択 で あ り 、 修 了 認 定 の た め の 必 要 単

位 数 は 一 二 以 上 で 、 そ の 単 位 は 卒 業 要 件 に 含

め る こ と が で き る 。 さ ら に 修 了 が 認 定 さ れ れ

ば 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 修 了 証 が 授 与 さ れ

る 。
本 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム （ 二 〇 二 四 年

度 ） に は 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

の 二 つ の タ イ プ が あ る （ 表 １ ） 。

ま ず 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 は 、 分 野 や テ ー マ ご

と に パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た 科 目 リ ス ト の 中 か

ら 、 自 分 で 科 目 を 選 択 し 、 計 画 的 に 履 修 を 行

う も の で あ る 。 修 了 認 定 の た め の 必 要 単 位 数

は 一 二 以 上 を 基 本 と し て い る 。 導 入 大 学 に お

け る マ イ ナ ー の 一 般 的 な か た ち は こ の タ イ プ

で あ る 。 国 立 大 学 で メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を

導 入 し て い る 広 島 大 学 や 金 沢 大 学 で も 同 様 の

か た ち を と っ て お り 、 特 定 の 学 部 や 学 問 分 野

に 紐 づ く パ ッ ケ ー ジ 型 の マ イ ナ ー を 展 開 し て

い る 。 こ の よ う な タ イ プ の マ イ ナ ー の 多 く は 、

メ ジ ャ ー の 内 容 の 一 部 を 学 修 で き る よ う に 編

成 さ れ て い る 、 い わ ば ミ ニ ・ メ ジ ャ ー で あ る 。

新 潟 大 学 で も そ れ に 該 当 す る マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム が 複 数 存 在 す る 。 た だ し 他 に も 、 語 学 、

デ ー タ サ イ エ ン ス 、 地 域 創 生 等 、 分 野 横 断 的

な 、 あ る い は 学 際 的 な マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム

が パ ッ ケ ー ジ と し て 複 数 開 設 さ れ て い る こ と

が 本 学 の 特 徴 の 一 つ で あ る 。

次 に 「 学 修 創 生 型 」 は 、 本 学 で 開 講 さ れ て

い る 科 目 の 中 か ら 適 し た 科 目 を 選 択 し て 学 生

自 身 が リ ス ト を 作 成 し 、 オ リ ジ ナ ル な マ イ

ナ ー を デ ザ イ ン す る と い う も の で あ

る 。 修 了 認 定 の た め の 必 要 単 位 数 は 一

四 以 上 で あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の

詳 細 は 次 回 以 降 に 譲 る が 、 本 稿 で は 履

修 の 流 れ を 簡 単 に ま と め て お こ う 。

ま ず は 必 修 科 目 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

（ 一 、 二 年 次 生 対 象 ） の 受 講 を 通 し て 、

自 分 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を 起 点 に

探 究 課 題 を 見 つ け 、 マ イ ナ ー と し て 履

修 す る 科 目 を 選 択 し 、 履 修 計 画 を 立 て

る 。 そ れ を 起 点 に 学 生 は マ イ ナ ー の 履

修 を 進 め て い く 。 さ ら に マ イ ナ ー の 履

修 終 盤 〜 終 了 後 に 、 必 修 科 目 「 分 野 横

断 リ フ レ ク シ ョ ン 」（ 三 、 四 年 次 生 対 象 ）

で 、 自 身 の マ イ ナ ー の 学 修 全 体 を メ

ジ ャ ー と か け あ わ せ た か た ち で 振 り 返

り 、 学 修 成 果 を 可 視 化 す る 。 こ れ ら 二

つ の 必 修 科 目 で 作 成 す る マ イ ナ ー の 学

修 内 容 、 履 修 計 画 、 到 達 目 標 等 は 担 当 教 員 の

確 認 ・ 承 認 が 必 要 で あ る 。 ま た メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 の 学 修 を 継 続 的 に 支 援 す る 専 任 教 員

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー と の 有 機 的 な 連

携 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 学 生 の 個 別 の

興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を 尊 重 し つ つ 、 マ イ ナ ー

の 条 件 で あ る 「 体 系 的 に 履 修 す る 」 こ と と そ

の 質 を 担 保 し て い る 。 こ の タ イ プ の マ イ ナ ー

も 含 め て メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 導 入 し て い

る こ と が 本 学 の 最 大 の 特 徴 で あ る 。

「 学 修 創 生 型 」 の よ う な マ イ ナ ー を 成 立 さ

せ る た め に は 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 学 修

を 継 続 的 に 支 援 す る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ

ジ ン グ や 、 そ れ を 支 援 す る た め の 科 目 の 存 在

が 不 可 欠 で あ る 。

次 回 は 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム に お け る ア カ

デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ の 体 制 や そ の 役 割

に つ い て 述 べ て い こ う 。

∧ 参 考 文 献 ∨

中 央 教 育 審 議 会 （ 二 〇 一 八 ａ ） 「 二 〇 四 〇 年 に 向

け た 高 等 教 育 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン （ 答 申 ） 」

中 央 教 育 審 議 会 （ 二 〇 一 八 ｂ ） 「 二 〇 四 〇 年 に 向

け た 高 等 教 育 の グ ラ ン ド デ ザ イ ン （ 答 申 ） 用

語 解 説 」

中 央 教 育 審 議 会 大 学 分 科 会 大 学 振 興 部 会 （ 二 〇

二 二 ） 「 文 理 横 断 ・ 文 理 融 合 教 育 の 推 進 に つ い

て （ 審 議 経 過 メ モ ） 」https://www.mext.go.
j p / c o n t e n t / 2 0 2 2 0 9 2 1 - m x t _ k o u t
ou01-000025134_3.pdf 、 二 〇 二 四 年 二 月 二 十 日

確 認

関 西 学 院 大 学 （ 二 〇 〇 六 ） 「 先 導 的 大 学 改 革 推 進

委 託 最 終 報 告 書 ： 平 成 十 七 〜 十 八 年 度 文 部 科

学 省 」

文 部 科 学 省 （ 二 〇 二 一 ） 「 令 和 元 年 度 の 大 学 に お

け る 教 育 内 容 等 の 改 革 状 況 に つ い て 」https://
www.mext.go.jp/content/20211104-mxt_daiga
kuc03-000018152_1.pdf 、 二 〇 二 四 年 二 月 二 十

日 確 認

本 連 載 で は 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム （Niigata University Interdisciplinary
Creative Education Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ

プ ロ グ ラ ム ） に つ い て 紹 介 し て い く 。 本 学 で

は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー （ 主 専 攻 ・ 副 専 攻 ） 制

を 導 入 し て お り 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と は 、

学 生 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る 学 修 を

支 援 す る 取 り 組 み 全 体 を 指 す 。

第 二 回 は 、 近 年 の 高 等 教 育 政 策 に お け る メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 位 置 づ け を 整 理 す る と

と も に 、 本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 特 徴

に つ い て 解 説 し て い き た い 。

近 年 の 高 等 教 育 政 策 に お け る

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

我 が 国 の 高 等 教 育 が こ れ か ら ど う 変 化 し て

い く の か を 明 ら か に す る こ と を 主 目 的 と し た

答 申 「 二 〇 四 〇 年 に 向 け た 高 等 教 育 の グ ラ ン

ド デ ザ イ ン 」 （ 中 央 教 育 審 議 会 、 二 〇 一 八 ａ ）

に お い て 、 文 理 横 断 教 育 、 あ る い は 学 修 の 幅

を 広 げ る 教 育 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。 現

代 の 学 術 研 究 と 産 業 社 会 で は 、 異 な る 専 門 分

野 の 知 識 を 組 み 合 わ せ る こ と が 求 め ら れ て い

る こ と が そ の 背 景 で あ る 。 こ れ に 対 応 す る た

め 、 一 般 教 育 ・ 共 通 教 育 に お い て は 従 来 の 学

部 や 研 究 科 の 枠 を 超 え た 文 理 横 断 的 な カ リ

キ ュ ラ ム が 必 要 と さ れ 、 専 門 教 育 で も 従 来 の

専 攻 を 超 え た 広 範 囲 か つ 深 い レ ベ ル の 教 育 が

重 視 さ れ て い る 。

簡 単 に 言 え ば 、 広 さ （Breadth ） と 深 さ

（Depth ） の 両 立 で あ る 。 そ の 教 育 の 方 法 論 の

一 つ と し て 挙 げ ら れ て い る の が メ ジ ャ ー ・ マ

イ ナ ー 制 で あ る 。 二 〇 二 二 年 六 月 に 中 央 教 育

審 議 会 大 学 分 科 会 の 中 に 新 た に 設 置 さ れ た 大

学 振 興 部 会 に お い て も 「 文 理 横 断 ・ 文 理 融 合

教 育 」 の 推 進 が 議 論 さ れ て お り 、 や は り メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 は そ の 方 法 論 の 一 つ と し

て 位 置 づ け ら れ て い る （ 中 央 教 育 審 議 会 大 学

分 科 会 大 学 振 興 部 会 、 二 〇 二 二 ） 。 こ の よ う

な 動 向 か ら 、 今 後 の 高 等 教 育 改 革 に お い て メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 が ま す ま す 注 目 を 集 め て

い く こ と が 予 想 さ れ る 。

グ ラ ン ド デ ザ イ ン 答 申 の 用 語 解 説 に よ る

と 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 と は 「 主 専 攻 分 野

以 外 の 分 野 の 授 業 科 目 を 体 系 的 に 履 修 さ せ る

取 組 で あ っ て 、 学 内 で 規 定 が 整 備 さ れ て い る

等 、 組 織 的 に 行 わ れ て い る も の 」 （ 中 央 教 育

審 議 会 、 二 〇 一 八 ｂ 傍 線 は 筆 者 ） を い う 。

こ の 定 義 に 拠 れ ば 、 組 織 的 な 枠 組 み や 規 定 が

整 っ て お ら ず 、 ま た 学 生 が 無 作 為 に 選 ん だ 授

業 科 目 の 履 修 を 集 積 し て も 、 そ れ は マ イ ナ ー

に 該 当 し な い と い う こ と に な る 。 日 本 に お け

る 学 部 段 階 の 導 入 率 は 、 文 部 科 学 省 （ 二 〇 二

一 ） の 調 査 に よ る と 二 〇 一 九 年 度 時 点 で 約 三

七 ％ （ 調 査 に 回 答 し た 七 六 三 大 学 中 二 八 一 大

学 ） で あ る 。 二 〇 一 二 年 時 点 は 約 二 九 ％ で あ

り 、 そ こ か ら 徐 々 に 増 加 し て き て い る （ 図 １ ） 。

こ の よ う に 三 分 の 一 を 超 え る 大 学 が 導 入 し

て い る が 、 制 度 の 内 容 や 導 入 の 範 囲 等 が す べ

て の 大 学 で 同 じ と い う わ け で は な い 。 た と え

ば 全 学 規 模 で 導 入 し て い る か 学 部 内 の 学 科 間

や 特 定 の 学 部 間 で 導 入 し て い る か 、 マ イ ナ ー

の 履 修 が 必 修 か 選 択 か 、 マ イ ナ ー の 呼 称 、 マ

イ ナ ー 修 了 認 定 の 必 要 単 位 数 、 マ イ ナ ー 修 得

単 位 の 卒 業 要 件 へ の 読 替 の 有 無 、 修 了 認 定 を

証 明 す る も の を 授 与 し て い る か ど う か な ど の

点 で 差 異 が あ る （ 関 西 学 院 大 学 、 二 〇 〇 六 ） 。

新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 特 徴

新 潟 大 学 は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 全 学 規

模 で 導 入 し て お り 、 マ イ ナ ー が 体 系 的 な 教 育
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①

別 支 援 ） を 行 う ほ か 、 マ イ ナ ー 支 援 科 目 を 担

当 し て 集 団 支 援 に も 携 わ る 。 本 稿 で は 「 学 修

デ ザ イ ン 相 談 」 に 焦 点 を 当 て 、 マ イ ナ ー 支 援

科 目 の 詳 細 に つ い て は 次 回 に 詳 説 し た い 。

⑴ 学 生 の ニ ー ズ

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 に 対 す る 学 生 の ニ ー

ズ は 、 大 き く 二 つ に 分 け ら れ る 。 一 つ は 、 メ

ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 や 特 定 の プ ロ グ ラ ム の 履

修 資 格 ・ 修 了 要 件 と い っ た 、 制 度 に 関 す る 疑

問 の 即 時 的 な 解 決 で あ る 。

も う 一 方 は 、 自 ら の 学 修 構 想 や 計 画 に 対 す

る 疑 問 や 悩 み を 解 消 し 、 次 の ス テ ッ プ を 見 出

す た め の ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ で あ

る 。 こ う し た 幅 広 い ニ ー ズ に 応 え る た め 、 開

設 時 間 や 場 所 の 利 便 性 を 念 頭 に 相 談 環 境 を 整

え て い る 。

⑵ 相 談 体 制

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 は 、 学 期 中 の 毎 週 火 、

木 、 金 曜 日 の 昼 休 み 、 お よ び 三 、 四 限 に 開 設

さ れ て い る 。 一 回 の 相 談 時 間 は 三 〇 分 で 、 Ａ

Ａ が 対 面 で 実 施 し て い る 。 相 談 は メ ー ル や

ウ ェ ブ フ ォ ー ム を 通 じ て 予 約 を 受 け 付 け る ほ

か 、 予 約 の な い 場 合 で も Ａ Ａ が 対 応 可 能 な 場

合 に 即 時 受 け 付 け て い る 。

相 談 場 所 は 、 学 生 が 気 兼 ね な く 立 ち 寄 れ る

開 放 感 を 維 持 し つ つ 、 人 目 が 気 に な ら な い 落

ち 着 い た 空 間 で ア ド バ イ ジ ン グ を 受 け ら れ る

よ う 、 半 オ ー プ ン ス ペ ー ス と 専 用 個 室 の 二 種

類 を 使 い 分 け て い る 。 な お 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム 履 修 に 関 す る 不 安 や つ ま ず き に つ い て

対 話 す る 中 で 、 学 生 が 自 身 の 「 困 り 感 」 に つ

い て Ａ Ａ に 相 談 す る こ と も あ る 。 相 談 内 容 が

Ａ Ａ の 対 応 範 囲 を 超 え る 場 合 、 Ａ Ａ は 学 生 に

「 学 生 な ん で も 相 談 窓 口 」 や 保 健 管 理 セ ン タ ー

な ど の 学 内 関 連 部 署 を 案 内 し 、 専 門 的 な 支 援

に つ な げ て い る （ リ フ ァ ー ） 。

⑶ ア ド バ イ ジ ン グ の 前 提

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 で ア カ デ ミ ッ ク ・ ア

ド バ イ ジ ン グ を 希 望 す る 学 生 は 、 マ イ ナ ー 支

援 科 目 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で 探 究 課 題 の 設

定 や 分 野 横 断 的 な 探 究 の あ り 方 を 考 え る こ と

に 困 難 を 覚 え て い る 場 合 が 多 い 。 授 業 と い う

集 団 支 援 か ら 個 別 支 援 へ の 移 行 に 伴 っ て Ａ Ａ

に 求 め ら れ て い る の は 、 個 別 最 適 な ア ド バ イ

ジ ン グ で あ る と い え よ う 。

そ こ で 、 学 生 自 身 が も つ 「 資 源 」 に 着 目 す

る こ と を ア ド バ イ ジ ン グ の 前 提 と し て 掲 げ て

い る 。 「 資 源 」 と は 、 本 人 の 興 味 ・ 関 心 や 問

題 意 識 （ 社 会 の 現 状 に 対 す る 違 和 感 ） の ほ か 、

こ れ ま で に 正 課 内 外 で 得 た 経 験 、 人 間 関 係 、

資 格 等 を 指 し て い る 。 学 生 が 自 分 の も つ 資 源

の 価 値 に 気 づ け て い な い こ と が 、 分 野 横 断 的

学 修 を 形 づ く る 上 で の 障 壁 と な る 。 Ａ Ａ は 、

対 話 に よ っ て 思 考 の 言 語 化 を 促 す と と も に 、

そ の 内 容 を 可 視 化 、 整 理 す る こ と で 、 学 生 が

障 壁 を 乗 り 越 え る こ と を 目 指 す 。

⑷ ア ド バ イ ジ ン グ の 実 践 例

「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」 は 、 通 常 の 面 談 と 同

じ く 、 ① 面 談 の 開 始 、 ② 課 題 の 特 定 、 ③ 課 題

解 決 方 法 の 明 確 化 、 ④ 行 動 計 画 の 策 定 、 ⑤ 面

談 の 振 り 返 り 、 と い う 五 つ の 過 程 （ 清 水 ・ 中

井 、 二 〇 二 二 ） に 沿 っ て 行 わ れ て い る 。 こ こ

で は ② と ③ の 過 程 に 焦 点 を 当 て 、 ア ド バ イ ジ

ン グ の 実 践 例 と し て 紹 介 し た い 。

ま ず 、 Ａ Ａ は 学 生 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識

に 関 し て ５ Ｗ １ Ｈ の 問 い か け に も と づ い た 対

話 を 開 始 す る 。 並 行 し て 、 学 生 自 身 の 言 葉 や

表 現 を 尊 重 し な が ら 、 対 話 の 内 容 を ホ ワ イ ト

ボ ー ド に 書 き 出 し て い く 。 こ う し た 可 視 化 に

よ り 思 考 が 整 理 さ れ る と 、 学 生 の 興 味 ・ 関 心

の 中 心 、 つ ま り 探 究 し た い 課 題 が 立 体 的 に 見

え て く る よ う に な る （ ② ） 。 な お 、 学 生 が 「 取

る に 足 り な い こ と 」 と み な し て い た 事 柄 が 、

こ の プ ロ セ ス で 「 資 源 」 と し て 価 値 づ け さ れ

る こ と は 、 学 生 自 身 が 学 び の 主 体 と し て の 意

識 を 高 め る 契 機 と も な る 。

探 究 課 題 が 明 確 化 し た 後 に 、 分 野 横 断 の 可

能 性 を 考 え る 段 階 に 移 る （ ③ ） 。 分 野 横 断 の

イ メ ー ジ を 持 ち や す い よ う 、 関 連 す る 科 目 の

シ ラ バ ス を 参 考 に す る こ と も あ る 。 Ａ Ａ は 、

科 目 情 報 に 加 え て 学 内 教 育 資 源 （ 留 学 、 イ ン

タ ー ン シ ッ プ 等 ） に つ い て 広 く 情 報 提 供 を 行

う こ と で 、 学 生 が 多 様 な 機 会 を 利 用 し て 自 ら

の 学 び を 具 体 的 に 考 え る こ と が で き る よ う 支

援 す る 。 ア ド バ イ ジ ン グ の 終 了 時 に は 、 学 生

が 自 主 的 に 学 修 計 画 の 作 成 に 取 り 組 む た め の

材 料 と し て 、 ホ ワ イ ト ボ ー ド の 撮 影 を 促 す 。

Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム の ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド

バ イ ジ ン グ の 特 徴 は 、 マ イ ナ ー 支 援 科 目 と 結

び つ く こ と で 学 修 支 援 を 重 層 的 に 機 能 さ せ る

点 に あ る 。 今 回 は 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 の み

の 言 及 と な っ た が 、 次 回 は マ イ ナ ー 支 援 科 目

と 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に つ い て よ り 詳 し く 述

べ て い き た い 。

∧ 参 考 文 献 ∨

清 水 栄 子 ・ 中 井 俊 樹 編 （ 二 〇 二 二 ） 『 大 学 の 学 習

支 援 Ｑ ＆ Ａ 』 玉 川 大 学 出 版 部 、 二 〇 ― 二 三 ．

新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ グ ラ ム

（Niigata University Interdiscipl inary
Creative Education Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ

プ ロ グ ラ ム ） で は 、 二 〇 二 一 年 度 に マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム の 開 設 と あ わ せ て ア カ デ ミ ッ ク ・

ア ド バ イ ジ ン グ を 開 始 し た 。 ア ド バ イ ジ ン グ

の 目 的 は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 す る

学 生 へ の 伴 走 的 学 修 支 援 で あ る 。

近 年 、 高 等 教 育 に お い て ア カ デ ミ ッ ク ・ ア

ド バ イ ジ ン グ の 導 入 が 進 ん で い る が 、 そ の 背

景 は 各 教 育 現 場 に よ っ て 異 な る 。 第 三 回 で は 、

本 学 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る ア カ デ

ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ の 位 置 づ け や 体 制 に

つ い て 解 説 す る こ と に 加 え 、 ア カ デ ミ ッ ク ・

ア ド バ イ ジ ン グ の 実 践 事 例 と し て 「 学 修 デ ザ

イ ン 相 談 」 を 紹 介 し た い 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 と

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ

本 学 で 展 開 さ れ て い る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ

ム に は 、 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

の 二 つ の タ イ プ が あ る 。

パ ッ ケ ー ジ 型 で は 、 「 法 学 」 、 「 生 物 学 」 の

よ う に 特 定 の 学 問 分 野 に 焦 点 を 当 て た プ ロ グ

ラ ム の ほ か 、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト 」

や 「 核 エ ネ ル ギ ー ・ 災 害 科 学 」 の よ う に 、 現

代 の 社 会 課 題 を 学 際 的 に ま な ざ し 、 分 野 横 断

的 に 科 目 を パ ッ ケ ー ジ 化 し た プ ロ グ ラ ム が 展

開 さ れ て い る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 を 選 択 し た 学 生

は 、 各 プ ロ グ ラ ム の 科 目 リ ス ト に も と づ い て

履 修 科 目 を 選 択 し 、 学 修 を 進 め て い く 。

一 方 、 学 修 創 生 型 に 科 目 リ ス ト は 用 意 さ れ

て い な い 。 学 生 は ま ず マ イ ナ ー 支 援 科 目 「 分

野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 必 修 科 目 と し て 受 講 す る 。

こ の 科 目 を 通 し て 、 自 身 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題

意 識 に も と づ い て 探 究 課 題 を 設 定 し た 上 で 、

開 講 科 目 の 中 か ら 自 身 の 学 修 に 適 し た 科 目 を

選 択 し 、 体 系 的 か つ 分 野 横 断 的 な 学 修 計 画 を

デ ザ イ ン す る 。 そ の 後 、 学 修 計 画 に 沿 っ た 科

目 履 修 を 行 い 、「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」（ 必

修 ） の 受 講 を 経 て マ イ ナ ー 修 了 に 至 る 。

本 学 入 学 前 か ら マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に 興

味 を 持 っ て い る 学 生 は 少 な く な い 。 し か し 、

多 く の 学 生 は 、 各 学 部 で 開 催 さ れ る 新 入 生 対

象 の 履 修 ガ イ ダ ン ス で 、 卒 業 要 件 単 位 数 や 単

位 構 造 の 説 明 と と も に メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

や マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に つ い て 知 る 。 履 修

ガ イ ダ ン ス を 通 し て 学 生 が 得 る の は 、 大 学 で

は こ れ ま で の 学 校 生 活 の よ う に 時 間 割 が 定 め

ら れ て い る わ け で は な く 、 自 ら 受 講 す る 科 目

を 決 定 し 、 卒 業 ま で の 学 び を 管 理 し な け れ ば

な ら な い と い う 学 び の 主 体 と し て の 意 識 で あ

る 。 し た が っ て 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 履

修 に つ い て 考 え る こ と は 、 学 生 が 「 大 学 で ど

う 学 ぶ か 」 を 自 問 す る 最 初 の 機 会 と い っ て よ

い 。 本 学 に お け る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ

ン グ は 、 こ う し た 学 生 の 問 い に 対 し て 必 要 な

情 報 提 供 を 行 う だ け で な く 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム の 履 修 を 中 心 に 、 学 生 自 身 の 学 修 目 的

や 将 来 の 目 標 決 定 ・ 達 成 を 継 続 的 に 支 援 す る

た め に 行 わ れ て い る 。

ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ

体 制 と 「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」

Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 、 二 名 の 専 任 教 員

が ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー （ 以 下 、 Ａ Ａ ）

を 務 め て い る 。 Ａ Ａ は 「 学 修 デ ザ イ ン 相 談 」

と い う 個 別 相 談 で マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修

に 関 す る ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ジ ン グ （ 個

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑶
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い 。 ま た 、 設 定 し た マ イ ナ ー の 探 究 課 題 に 対

し 、 メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー で そ れ ぞ れ い か な る

ア プ ロ ー チ が 可 能 か つ い か な る 到 達 目 標 を 設

定 す る か は 、 学 び を 体 系 化 す る 上 で 重 要 で あ

る も の の 、 や は り そ れ は 受 講 生 に と っ て 難 し

い 作 業 と な っ て い る 。

ま た 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 二 〇 二 一 年

度 よ り ス チ ュ ー デ ン ト ・ ア シ ス タ ン ト （ 以 下 、

Ｓ Ａ ） を 雇 用 し 、 授 業 担 当 教 員 と 連 携 し て マ

イ ナ ー の 学 修 支 援 に あ た っ て い る 。 Ｓ Ａ に よ

る 支 援 で 受 講 生 が 困 難 を 解 消 で き な い 場 合 、

授 業 担 当 教 員 や Ｓ Ａ は 、 ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド

バ イ ザ ー （ 以 下 、 Ａ Ａ ） に よ る 学 修 支 援 に 導

く こ と と し て い る 。 こ の よ う に 、 教 員 と Ｓ Ａ

に よ る 受 講 生 の 把 握 と 授 業 後 の 情 報 共 有 が 重

要 な 意 味 を も っ て い る 。

学 生 は 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 通 じ て 、 マ

イ ナ ー の 学 修 計 画 「 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」

（ 図 ２ ） と し て 完 成 さ せ 、 さ ら に 探 究 課 題 と

そ れ を 設 定 し た 背 景 、 探 究 課 題 に 対 す る メ

ジ ャ ー と マ イ ナ ー そ れ ぞ れ の ア プ ロ ー チ 、 自

律 的 な 学 修 を 進 め る た め の 具 体 的 方 策 を レ

ポ ー ト に ま と め て 提 出 し 、 そ こ か ら マ イ ナ ー

の 学 修 を 本 格 化 さ せ る 。

「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 ：

マ イ ナ ー の 学 修 成 果 を 振 り 返 り

な が ら 可 視 化 す る

マ イ ナ ー の 学 修 を 集 大 成 す る 「 分 野 横 断 リ

フ レ ク シ ョ ン 」 は 、 三 ・ 四 年 次 生 が こ れ ま で

の マ イ ナ ー の 学 修 成 果 を 振 り 返 り な が ら 可 視

化 を 図 り 、 こ れ に つ い て 他 の 受 講 生 と 協 働 し

な が ら 、 自 ら の 学 修 を 意 味 づ け て い る 。 そ の

ね ら い は 、 授 業 を 通 じ て 学 生 が 課 題 解 決 に 必

要 な 知 識 ・ 技 能 を 主 体 的 に 学 修 す る 能 力 と し

て の エ ー ジ ェ ン シ ー に つ い て 省 察 す る と 同 時

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の 必 修 科 目

本 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム （ 以 下 、 マ イ

ナ ー ） に は 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

が あ る 。

パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー で は 、 学 生 が 各 プ ロ

グ ラ ム の 科 目 リ ス ト か ら 履 修 科 目 を 選 択 し 、

一 二 単 位 以 上 を 取 得 し た 上 で マ イ ナ ー 修 了 認

定 の 申 請 を 行 う 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー で は 、 「 分 野 横 断 デ ザ

イ ン 」 （ 一 単 位 ） と 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」

（ 一 単 位 ） が 必 修 科 目 で 、 残 り の 十 二 単 位 以

上 の 科 目 リ ス ト は 、 学 生 が 自 ら 編 成 す る 新 潟

大 学 独 自 の マ イ ナ ー で あ る 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の 修 了 認 定 を 希 望 す る

学 生 は 、 図 １ の 通 り 一 ・ 二 年 次 に 「 分 野 横 断

デ ザ イ ン 」 、 三 ・ 四 年 次 に 「 分 野 横 断 リ フ レ

ク シ ョ ン 」 を 履 修 す る 。 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

で は 、 学 生 は 自 身 の 興 味 ・ 関 心 、 問 題 意 識 に

も と づ い て 、 マ イ ナ ー の 探 究 課 題 お よ び 到 達

目 標 を 設 定 し た 上 で 、 そ れ に 対 応 し た 科 目 を

一 二 単 位 以 上 選 び 、 体 系 的 か つ 独 創 的 な 学 修

計 画 を 作 成 す る 。 自 ら が 設 計 し た 学 修 計 画 を

も と に 三 ・ 四 年 次 ま で 履 修 を 進 め 、 学 修 創 生

型 マ イ ナ ー の 集 大 成 科 目 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 で マ イ ナ ー の 学 び を 振 り 返 り 、 そ の

成 果 を 可 視 化 し て い く 。

「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 ：

マ イ ナ ー の 学 修 計 画 を 立 て る

「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で は 、 受 講 生 が 自 ら

の マ イ ナ ー を 編 成 し て い く た め に 必 要 な 、 学

び の 興 味 ・ 関 心 を ゾ ウ リ ム シ 図 （ ウ ェ ビ ン グ

マ ッ プ ） に 表 し 、 こ れ を 教 室 全 体 で 共 有 し な

が ら 進 め て い く こ と を 重 視 し て い る 。

そ の ね ら い は 二 つ あ る 。 第 一 に 、 可 視 化 し

た 学 び の 興 味 ・ 関 心 を 他 者 と 共 有 す る こ と で 、

学 び の 協 働 性 を 高 め る 点 で あ る 。 第 二 に 、 授

業 中 の グ ル ー プ ワ ー ク で 得 た 他 者 か ら の

フ ィ ー ド バ ッ ク を も と に 、 受 講 生 が 自 分 の 力

で 学 修 計 画 を 作 り 上 げ て い く こ と が で き る 自

律 性 を 養 う 点 で あ る 。

本 授 業 で 山 場 と な る の は 、 マ イ ナ ー に お け

る 探 究 課 題 お よ び メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の か け

あ わ せ に よ る 到 達 目 標 の 設 定 で あ る 。 授 業 で

は 、 受 講 生 が 自 身 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を

も と に 探 究 課 題 を 設 定 す る よ う に 指 示 し て い

る が 、 学 生 に と っ て そ れ は 容 易 な こ と で は な
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に 、 自 身 が 学 修 あ る い は キ ャ リ ア の 主 体 で あ

る 、 と い う 意 識 を も つ こ と に あ る 。

本 授 業 で は 、 は じ め に 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 ワ ー ク シ ー ト の 作 成 に 取 り 組 む 。 そ

れ は 、 受 講 生 が （ 正 課 外 活 動 を 含 む ） 大 学 生

活 全 体 の 学 び を 通 し て 何 を 獲 得 し あ る い は 達

成 し た か 、 ま た そ の 過 程 に お け る 意 識 の 変 容

を 記 述 す る こ と で 、 そ の 後 に 作 成 す る 「 確 定

版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ

ラ ム マ ッ プ 」 （ 図 ３ ）１ へ の 準 備 作 業 と な っ て

い る 。
次 に 取 り 組 む 「 確 定 版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ

ン 」 は 、 一 ・ 二 年 次 に 作 成 し た 「 マ イ ナ ー 学

修 デ ザ イ ン 」 （ 図 ２ ） を 参 照 し な が ら 、 受 講

生 の 現 時 点 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 学

び を ま と め る も の で あ り 、 そ れ は 自 身 の 成 長

や 意 識 の 変 容 を 実 感 す る 機 会 と も な る 。 そ し

て 、 「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」 を 作 成

す る こ と で 学 修 成 果 を 図 と し て 可 視 化 し て い

く 。 受 講 生 が こ れ ら の 作 業 に お い て 行 き 詰 ま

る こ と も あ る た め 、 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 の

と き と 同 様 に 、 都 度 Ａ Ａ か ら 学 び の 支 援 を 受

け ら れ る よ う に し て い る 。

こ の よ う に 、 新 潟 大 学 で は 学 生 自 ら 編 成 す

る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と そ れ を 支 援 す る 科

目 を 展 開 し て い る 。 今 回 は 紙 幅 の 関 係 で ふ れ

て い な い が 、 ル ー ブ リ ッ ク の 改 訂 や 教 材 の 工

夫 な ど の 課 題 は 多 く 、 次 年 度 に 向 け て こ れ ら

の 改 善 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。

∧ 注 ∨

１ 図 ３ 以 外 の 「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」

に つ い て は 次 の Ｕ Ｒ Ｌ か ら 参 照 の こ と 。htt
ps://www.iess.niigata-u.ac.jp/niceprogram/ac
hievement.html
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い 。 ま た 、 設 定 し た マ イ ナ ー の 探 究 課 題 に 対

し 、 メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー で そ れ ぞ れ い か な る

ア プ ロ ー チ が 可 能 か つ い か な る 到 達 目 標 を 設

定 す る か は 、 学 び を 体 系 化 す る 上 で 重 要 で あ

る も の の 、 や は り そ れ は 受 講 生 に と っ て 難 し

い 作 業 と な っ て い る 。

ま た 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 二 〇 二 一 年

度 よ り ス チ ュ ー デ ン ト ・ ア シ ス タ ン ト （ 以 下 、

Ｓ Ａ ） を 雇 用 し 、 授 業 担 当 教 員 と 連 携 し て マ

イ ナ ー の 学 修 支 援 に あ た っ て い る 。 Ｓ Ａ に よ

る 支 援 で 受 講 生 が 困 難 を 解 消 で き な い 場 合 、

授 業 担 当 教 員 や Ｓ Ａ は 、 ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド

バ イ ザ ー （ 以 下 、 Ａ Ａ ） に よ る 学 修 支 援 に 導

く こ と と し て い る 。 こ の よ う に 、 教 員 と Ｓ Ａ

に よ る 受 講 生 の 把 握 と 授 業 後 の 情 報 共 有 が 重

要 な 意 味 を も っ て い る 。

学 生 は 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 通 じ て 、 マ

イ ナ ー の 学 修 計 画 「 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」

（ 図 ２ ） と し て 完 成 さ せ 、 さ ら に 探 究 課 題 と

そ れ を 設 定 し た 背 景 、 探 究 課 題 に 対 す る メ

ジ ャ ー と マ イ ナ ー そ れ ぞ れ の ア プ ロ ー チ 、 自

律 的 な 学 修 を 進 め る た め の 具 体 的 方 策 を レ

ポ ー ト に ま と め て 提 出 し 、 そ こ か ら マ イ ナ ー

の 学 修 を 本 格 化 さ せ る 。

「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 ：

マ イ ナ ー の 学 修 成 果 を 振 り 返 り

な が ら 可 視 化 す る

マ イ ナ ー の 学 修 を 集 大 成 す る 「 分 野 横 断 リ

フ レ ク シ ョ ン 」 は 、 三 ・ 四 年 次 生 が こ れ ま で

の マ イ ナ ー の 学 修 成 果 を 振 り 返 り な が ら 可 視

化 を 図 り 、 こ れ に つ い て 他 の 受 講 生 と 協 働 し

な が ら 、 自 ら の 学 修 を 意 味 づ け て い る 。 そ の

ね ら い は 、 授 業 を 通 じ て 学 生 が 課 題 解 決 に 必

要 な 知 識 ・ 技 能 を 主 体 的 に 学 修 す る 能 力 と し

て の エ ー ジ ェ ン シ ー に つ い て 省 察 す る と 同 時

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の 必 修 科 目

本 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム （ 以 下 、 マ イ

ナ ー ） に は 「 パ ッ ケ ー ジ 型 」 と 「 学 修 創 生 型 」

が あ る 。

パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー で は 、 学 生 が 各 プ ロ

グ ラ ム の 科 目 リ ス ト か ら 履 修 科 目 を 選 択 し 、

一 二 単 位 以 上 を 取 得 し た 上 で マ イ ナ ー 修 了 認

定 の 申 請 を 行 う 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー で は 、 「 分 野 横 断 デ ザ

イ ン 」 （ 一 単 位 ） と 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」

（ 一 単 位 ） が 必 修 科 目 で 、 残 り の 十 二 単 位 以

上 の 科 目 リ ス ト は 、 学 生 が 自 ら 編 成 す る 新 潟

大 学 独 自 の マ イ ナ ー で あ る 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー の 修 了 認 定 を 希 望 す る

学 生 は 、 図 １ の 通 り 一 ・ 二 年 次 に 「 分 野 横 断

デ ザ イ ン 」 、 三 ・ 四 年 次 に 「 分 野 横 断 リ フ レ

ク シ ョ ン 」 を 履 修 す る 。 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

で は 、 学 生 は 自 身 の 興 味 ・ 関 心 、 問 題 意 識 に

も と づ い て 、 マ イ ナ ー の 探 究 課 題 お よ び 到 達

目 標 を 設 定 し た 上 で 、 そ れ に 対 応 し た 科 目 を

一 二 単 位 以 上 選 び 、 体 系 的 か つ 独 創 的 な 学 修

計 画 を 作 成 す る 。 自 ら が 設 計 し た 学 修 計 画 を

も と に 三 ・ 四 年 次 ま で 履 修 を 進 め 、 学 修 創 生

型 マ イ ナ ー の 集 大 成 科 目 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 で マ イ ナ ー の 学 び を 振 り 返 り 、 そ の

成 果 を 可 視 化 し て い く 。

「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 ：

マ イ ナ ー の 学 修 計 画 を 立 て る

「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で は 、 受 講 生 が 自 ら

の マ イ ナ ー を 編 成 し て い く た め に 必 要 な 、 学

び の 興 味 ・ 関 心 を ゾ ウ リ ム シ 図 （ ウ ェ ビ ン グ

マ ッ プ ） に 表 し 、 こ れ を 教 室 全 体 で 共 有 し な

が ら 進 め て い く こ と を 重 視 し て い る 。

そ の ね ら い は 二 つ あ る 。 第 一 に 、 可 視 化 し

た 学 び の 興 味 ・ 関 心 を 他 者 と 共 有 す る こ と で 、

学 び の 協 働 性 を 高 め る 点 で あ る 。 第 二 に 、 授

業 中 の グ ル ー プ ワ ー ク で 得 た 他 者 か ら の

フ ィ ー ド バ ッ ク を も と に 、 受 講 生 が 自 分 の 力

で 学 修 計 画 を 作 り 上 げ て い く こ と が で き る 自

律 性 を 養 う 点 で あ る 。

本 授 業 で 山 場 と な る の は 、 マ イ ナ ー に お け

る 探 究 課 題 お よ び メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の か け

あ わ せ に よ る 到 達 目 標 の 設 定 で あ る 。 授 業 で

は 、 受 講 生 が 自 身 の 興 味 ・ 関 心 や 問 題 意 識 を

も と に 探 究 課 題 を 設 定 す る よ う に 指 示 し て い

る が 、 学 生 に と っ て そ れ は 容 易 な こ と で は な
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に 、 自 身 が 学 修 あ る い は キ ャ リ ア の 主 体 で あ

る 、 と い う 意 識 を も つ こ と に あ る 。

本 授 業 で は 、 は じ め に 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 ワ ー ク シ ー ト の 作 成 に 取 り 組 む 。 そ

れ は 、 受 講 生 が （ 正 課 外 活 動 を 含 む ） 大 学 生

活 全 体 の 学 び を 通 し て 何 を 獲 得 し あ る い は 達

成 し た か 、 ま た そ の 過 程 に お け る 意 識 の 変 容

を 記 述 す る こ と で 、 そ の 後 に 作 成 す る 「 確 定

版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ

ラ ム マ ッ プ 」 （ 図 ３ ）１ へ の 準 備 作 業 と な っ て

い る 。
次 に 取 り 組 む 「 確 定 版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ

ン 」 は 、 一 ・ 二 年 次 に 作 成 し た 「 マ イ ナ ー 学

修 デ ザ イ ン 」 （ 図 ２ ） を 参 照 し な が ら 、 受 講

生 の 現 時 点 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 学

び を ま と め る も の で あ り 、 そ れ は 自 身 の 成 長

や 意 識 の 変 容 を 実 感 す る 機 会 と も な る 。 そ し

て 、 「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」 を 作 成

す る こ と で 学 修 成 果 を 図 と し て 可 視 化 し て い

く 。 受 講 生 が こ れ ら の 作 業 に お い て 行 き 詰 ま

る こ と も あ る た め 、 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 の

と き と 同 様 に 、 都 度 Ａ Ａ か ら 学 び の 支 援 を 受

け ら れ る よ う に し て い る 。

こ の よ う に 、 新 潟 大 学 で は 学 生 自 ら 編 成 す

る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と そ れ を 支 援 す る 科

目 を 展 開 し て い る 。 今 回 は 紙 幅 の 関 係 で ふ れ

て い な い が 、 ル ー ブ リ ッ ク の 改 訂 や 教 材 の 工

夫 な ど の 課 題 は 多 く 、 次 年 度 に 向 け て こ れ ら

の 改 善 を 図 っ て い る と こ ろ で あ る 。

∧ 注 ∨

１ 図 ３ 以 外 の 「 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」

に つ い て は 次 の Ｕ Ｒ Ｌ か ら 参 照 の こ と 。htt
ps://www.iess.niigata-u.ac.jp/niceprogram/ac
hievement.html
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本 学 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー と

「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 概 要

本 学 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー は 令 和 六 年 度

四 月 時 点 で 四 六 プ ロ グ ラ ム が 開 設 さ れ て い る 。

そ れ ら は 大 き く 人 文 ・ 社 会 科 学 分 野 、 自 然 科

学 分 野 、 保 健 学 分 野 、 学 際 分 野 に 分 類 さ れ て

い る 。 学 際 分 野 の 一 つ で あ る 「 ふ る さ と 共 創 学 」

は 、 後 述 す る 「 ダ ブ ル ホ ー ム 」 に お け る 地 域

活 動 を と お し て 地 域 づ く り に 関 心 を 持 ち 、 地

域 の 思 い に 寄 り 添 い な が ら 地 域 や 社 会 に お け

る 課 題 を 探 究 し 、 解 決 に 向 け て 積 極 的 に 取 り

組 む 人 材 を 育 成 し て い く こ と を 目 指 し て 令 和

四 年 度 に 開 設 さ れ た 。 令 和 六 年 三 月 末 時 点 で

五 四 人 が 登 録 し て お り 、 六 人 が 修 了 認 定 を 得

た 。 卒 業 し た 三 名 は 、 二 名 が 地 域 に か か わ る

仕 事 に 就 き 、 一 名 が 大 学 院 に 進 学 し た 。

あ ら か じ め 作 成 さ れ て い る 科 目 リ ス ト か ら

一 二 単 位 以 上 を 修 得 し て マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ

ム 修 了 と な る の は 他 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー

と 同 じ で あ る が 、 「 ふ る さ と 共 創 学 」 に は 独

自 の 特 徴 が 二 つ あ る 。 一 つ は 、 準 正 課 （ 卒 業

要 件 に は 含 ま れ な い が 、 新 潟 大 学 の 教 育 戦 略

と 教 育 的 意 図 に 基 づ い て 教 職 員 が 関 与 ・ 支 援

す る 教 育 活 動 や 学 生 支 援 活 動 ） の 地 域 共 創 プ

ロ グ ラ ム で あ る ダ ブ ル ホ ー ム を い か し て 、 正

課 に つ な げ る よ う に デ ザ イ ン さ れ た も の で あ

る と い う こ と 。 も う 一 つ は 、 学 修 創 生 型 マ イ

ナ ー （ 本 連 載 第 三 、 四 回 参 照 ） の 必 修 科 目 で

あ る 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 と 「 分 野 横 断 リ フ

レ ク シ ョ ン 」 を 、 こ ち ら で も 必 修 と し て い る

こ と で あ る （ 図 １ ） 。

連 載 五 回 目 と な る 今 回 は 、 本 学 の パ ッ ケ ー

ジ 型 マ イ ナ ー の 一 つ で あ る 「 ふ る さ と 共 創 学 」

に 焦 点 を 当 て 、 そ の 開 設 以 前 か ら 取 り 組 ん で

き た ダ ブ ル ホ ー ム と い う 準 正 課 教 育 と 、 そ れ

を マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と し て 発 展 さ せ て き

た 経 緯 を 解 説 す る 。 そ れ に よ り 、 メ ジ ャ ー を

ベ ー ス に し た マ イ ナ ー （ い わ ば ミ ニ ・ メ

ジ ャ ー ） で は な い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 編

成 す る 方 向 性 の 一 つ を 提 示 し た い 。

地 域 共 創 プ ロ グ ラ ム 「 ダ ブ ル ホ ー ム 」

ダ ブ ル ホ ー ム は 、 平 成 十 九 年 度 の 文 部 科 学

省 学 生 支 援 Ｇ Ｐ と し て 「 ダ ブ ル ホ ー ム 制 に よ

る い き い き 学 生 支 援 」 事 業 と い う 名 称 で 開 始

さ れ た 。 学 生 が 専 門 の 学 問 を 学 ぶ 学 部 ・ 学 科

と い う 第 一 の ホ ー ム の 他 に 居 場 所 と な る 第 二

の ホ ー ム で 「 生 活 者 の 視 点 に 立 つ 地 域 連 携

テ ー マ 」 に 取 り 組 む こ と で 、 将 来 直 面 す る 困

難 な 課 題 に 対 峙 で き る 力 を 獲 得 す る こ と を 目

的 と し た 。 Ｇ Ｐ 終 了 後 の 平 成 二 十 三 年 度 か ら

は 、 「 地 域 の 教 育 力 」 を 活 用 し て 教 職 協 働 で

学 生 の 汎 用 的 能 力 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と

し た 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム と し て 、 令 和 二 年 度

か ら は 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 継 続 し て い る

（ 図 ２ ） 。 我 が 国 に お け る サ ー ビ ス ・ ラ ー ニ ン

グ 等 の 地 域 を 基 盤 と し た 学 習 （ コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ベ ー ス ト ・ ラ ー ニ ン グ ） の 拡 が り と と も に チ ー

ム ワ ー ク 力 や シ チ ズ ン シ ッ プ の 獲 得 が 求 め ら

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑸
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れ る 中 、 現 在 は 以 下 の よ う に 説 明 し て

い る 。
ダ ブ ル ホ ー ム は 、 地 域 や 仲 間 の 思

い を 大 切 に し な が ら 、 正 解 の な い

地 域 課 題 に 学 生 ・ 教 員 ・ 職 員 に よ

る チ ー ム で 取 り 組 む プ ロ グ ラ ム で

す 。 地 域 の 思 い と 向 き 合 う 中 で 「 自

分 た ち に 何 が で き る か 」 を チ ー ム

で 考 え 、 活 動 を 計 画 ・ 実 践 ・ 省 察

す る こ と で 、 こ れ か ら の 社 会 生 活

に 必 要 な シ チ ズ ン シ ッ プ （ 社 会 に

対 す る 責 任 感 ） や チ ー ム ワ ー ク 力

を 育 み ま す １ 。

令 和 五 年 度 は 、 学 生 三 六 七 人 、 教 職

員 六 六 人 が 一 八 ホ ー ム で 新 潟 県 ・ 山 形

県 で 環 境 保 全 や 行 事 の 維 持 活 動 な ど の

地 域 活 動 に 取 り 組 ん だ （ 図 ３ ） 。 ダ ブ

ル ホ ー ム は 学 生 に と っ て 学 部 を 越 え た

新 し い 仲 間 と の 交 流 を 深 め る 場 と な る

だ け で は な く 、 多 様 な 価 値 観 の 人 々 と

の ふ れ 合 い か ら 生 ま れ る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 の 向 上 、 生 活 者 の 立 場 で 社

会 課 題 を み つ め る こ と で 実 感 す る 自 分

の 専 門 分 野 や 新 た な 知 識 の 必 要 性 と 重

要 性 の 認 識 と い っ た 様 々 な 効 果 が 認 め

ら れ て い る 。 受 入 れ 地 域 か ら は 、 自 分

た ち の 地 域 を 大 切 に 思 い 、 共 に 活 動 す

る 学 生 た ち の 存 在 は 貴 重 で あ る と い う

声 を い た だ い て い る 。 ダ ブ ル ホ ー ム 活

動 が 地 元 の 魅 力 や 課 題 の 再 認 識 、 地 域 の 子 ど

も た ち に と っ て 学 生 の ロ ー ル モ デ ル 効 果 、 地

域 の 外 部 と か か わ る 力 の 獲 得 や 向 上 に つ な

が っ て い る 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 開 設 へ

ダ ブ ル ホ ー ム の 準 正 課 な ら で は の 悩 み の 一

つ と し て 参 加 者 の 活 動 意 欲 の 温 度 差 が 挙 げ ら

れ る 。 熱 心 に 活 動 に 取 り 組 む 学 生 ほ ど 学 習 成

果 意 識 が 高 い こ と か ら 、 よ り 多 く の 学 生 の 取

り 組 み 意 欲 を 高 め る こ と が 継 続 的 な 課 題 で

あ っ た 。 第 三 期 中 期 計 画 で も 「 学 生 の 学 修 に

対 す る 主 体 性 と 動 機 づ け を 高 め る た め に 初 年

次 を 中 心 と し た 長 期 学 外 学 修 と 連 動 し た 活

動 」 と し て 位 置 付 け ら れ 、 教 育 プ ロ グ ラ ム と

し て の あ り 方 の 明 示 が 求 め ら れ た 。 松 下 は 、

学 生 の 学 び と 成 長 に 大 き な イ ン パ ク ト を も た

ら す 活 動 と し て 「 協 働 で 取 り 組 む 課 題 や プ ロ

ジ ェ ク ト 」 「 コ ミ ュ ニ テ ィ に 足 場 を お い た 学

習 」 等 が あ り 、 汎 用 的 能 力 教 育 の 先 端 モ デ ル

と し て 知 ら れ る ミ ネ ル ヴ ァ 大 学 で は こ れ ら の

ハ イ イ ン パ ク ト 実 践 と 正 課 科 目 の 往 還 が 重 視

さ れ て い る こ と を 報 告 し て い る ２ 。 こ の よ う

な 流 れ の 中 で 、 マ イ ナ ー の 構 築 を 通 し て 本 プ

ロ グ ラ ム を 実 践 活 動 と 正 課 科 目 の 往 還 に よ る

教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 発 展 さ せ る こ と を

目 指 す こ と と な っ た 。 マ イ ナ ー パ ッ ケ ー ジ 「 ふ

る さ と 共 創 学 」 の 誕 生 で あ る 。 そ の 可 能 性 が

認 め ら れ 、 令 和 三 年 度 に 三 菱 み ら い 育 成 財 団

の 「 二 十 一 世 紀 型 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 と し

て 採 択 さ れ 、 翌 年 に は そ の 成 果 が 評 価 さ れ て

準 グ ラ ン プ リ を 受 賞 し た 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 修 了 要 件 は 、

ダ ブ ル ホ ー ム 科 目 を 四 単 位 以 上 、 地 域 づ く り

と 自 分 づ く り 科 目 を 四 単 位 以 上 、 分 野 横 断 デ

ザ イ ン 一 単 位 （ 必 修 ） 、 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ

ン 一 単 位 （ 必 修 ） 、 合 計 一 二 単 位 以 上 と し て

い る 。 ダ ブ ル ホ ー ム 科 目 は 、 マ イ ナ ― 開 設 前

か ら 開 講 し て い る 初 年 次 学 生 が 地 域 活 動 の 心

構 え を 学 ぶ ダ ブ ル ホ ー ム 活 動 入 門 Ⅰ ・ Ⅱ （ 各

一 単 位 、 Ⅱ は 令 和 六 年 度 か ら 必 修 ） 、 イ ベ ン

ト の 企 画 ・ 運 営 を 通 し て リ ー ダ ー シ ッ プ を 身

に つ け る リ ー ダ ー シ ッ プ 演 習 Ⅰ 〜 Ⅲ （ 計 七 科

目 、 各 一 単 位 ） が あ る 。 こ れ ら に 加 え て 令 和

四 年 度 の マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 開 始

と と も に 「 地 域 共 創 演 習 Ⅰ 〜 Ⅲ 」 を 開 設 し た

（ 計 六 科 目 、 各 一 単 位 ） 。 「 地 域 共 創 演 習 」 の

Ｉ で は チ ー ム で プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る た め

の 汎 用 的 ス キ ル を 、 Ⅱ で は 地 域 に 入 り 課 題 を

明 確 に す る 調 査 力 を 、 Ⅲ で は 地 域 を 深 く 理 解

す る 調 査 力 と 社 会 実 装 力 を 受 講 生 が 身 に つ け

る こ と を 目 的 と し て い る 。 令 和 六 年 度 に は 地

域 共 創 ア ク タ ー と 協 働 す る Ｐ Ｂ Ｌ 科 目 「 地 域

共 創 特 別 演 習 」 （ 計 三 科 目 、 各 二 単 位 ） も 開

講 予 定 で あ る 。

地 域 づ く り と 自 分 づ く り 科 目 は 、 Ｇ コ ー ド

科 目 （ 学 務 部 教 務 課 が 所 管 す る 教 養 科 目 ） や

各 学 部 が 提 供 す る 全 学 生 対 象 の 専 門 科 目 の 中

か ら 一 一 四 科 目 を 選 択 し て い る 。 こ れ ら の 科

目 か ら 自 ら の 将 来 像 を み つ め て 自 分 ら し い

ラ ー ニ ン グ ・ デ ザ イ ン を 他 者 と 共 に 考 え る た

め に 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 、 こ れ ま で の 大

学 生 活 に お け る 取 組 や 学 び を 振 り 返 り 将 来 に

つ な げ る 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 を 必 修

と し て い る 。 こ れ に よ っ て 学 生 た ち の 準 正 課

と 正 課 に お け る 学 び の 往 還 を 担 保 し て い る 。

今 後 に 向 け て

ダ ブ ル ホ ー ム で は 、 学 生 や 地 域 社 会 の ニ ー

ズ に 柔 軟 に 対 応 し な が ら プ ロ グ ラ ム を 改 善 し

て き た 。 参 加 者 の 取 組 へ の 動 機 づ け や 意 欲 に

は 多 様 性 が あ る こ と は 上 述 し た 通 り で あ る 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 は 、 課 題 解 決 へ

の 意 欲 が 高 い 学 生 の 受 け 皿 と し て 機 能 し て い

る 。 正 課 で の 学 び を い か し て 準 正 課 の 活 動 で

リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て い る 学 生 も 多 い

が 、 よ り 自 分 ら し い 活 動 を 求 め て 巣 立 っ て い

く 学 生 も 少 な く な い 。 ど ち ら も 成 長 の か た ち

で あ る と 捉 え 、 そ の プ ロ セ ス を 応 援 し て い き

た い 。 今 後 は 、 段 階 的 に 学 生 た ち の 地 域 創 生

人 材 と し て の 力 を 育 成 す る た め に 守 ・ 破 ・ 離

の ス テ ッ プ を マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の

正 課 科 目 と 準 正 課 プ ロ グ ラ ム を 往 還 さ せ な が

ら 進 め て い く 。

∧ 引 用 文 献 ∨

１ https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

２ 松 下 佳 代 「 汎 用 的 能 力 を 再 考 す る ： 汎 用 性

の 四 つ の タ イ プ と ミ ネ ル ヴ ァ ・ モ デ ル 」 『 京 都

大 学 高 等 教 育 研 究 』 二 五 巻 、 二 〇 一 九 年 、 pp
．

六 七 ― 九 〇 ．

※ 二 〇 一 七 年 度 ま で の 取 り 組 み に つ い て は 、 本

誌 「 新 潟 大 学 に お け る 特 色 あ る 取 り 組 み ③ 」

二 〇 一 七 年 十 一 月 二 十 七 日 号 、 ｐ 二 二 ― 二 四

も ご 参 照 い た だ き た い 。
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本 学 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー と

「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 概 要

本 学 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー は 令 和 六 年 度

四 月 時 点 で 四 六 プ ロ グ ラ ム が 開 設 さ れ て い る 。

そ れ ら は 大 き く 人 文 ・ 社 会 科 学 分 野 、 自 然 科

学 分 野 、 保 健 学 分 野 、 学 際 分 野 に 分 類 さ れ て

い る 。 学 際 分 野 の 一 つ で あ る 「 ふ る さ と 共 創 学 」

は 、 後 述 す る 「 ダ ブ ル ホ ー ム 」 に お け る 地 域

活 動 を と お し て 地 域 づ く り に 関 心 を 持 ち 、 地

域 の 思 い に 寄 り 添 い な が ら 地 域 や 社 会 に お け

る 課 題 を 探 究 し 、 解 決 に 向 け て 積 極 的 に 取 り

組 む 人 材 を 育 成 し て い く こ と を 目 指 し て 令 和

四 年 度 に 開 設 さ れ た 。 令 和 六 年 三 月 末 時 点 で

五 四 人 が 登 録 し て お り 、 六 人 が 修 了 認 定 を 得

た 。 卒 業 し た 三 名 は 、 二 名 が 地 域 に か か わ る

仕 事 に 就 き 、 一 名 が 大 学 院 に 進 学 し た 。

あ ら か じ め 作 成 さ れ て い る 科 目 リ ス ト か ら

一 二 単 位 以 上 を 修 得 し て マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ

ム 修 了 と な る の は 他 の パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー

と 同 じ で あ る が 、 「 ふ る さ と 共 創 学 」 に は 独

自 の 特 徴 が 二 つ あ る 。 一 つ は 、 準 正 課 （ 卒 業

要 件 に は 含 ま れ な い が 、 新 潟 大 学 の 教 育 戦 略

と 教 育 的 意 図 に 基 づ い て 教 職 員 が 関 与 ・ 支 援

す る 教 育 活 動 や 学 生 支 援 活 動 ） の 地 域 共 創 プ

ロ グ ラ ム で あ る ダ ブ ル ホ ー ム を い か し て 、 正

課 に つ な げ る よ う に デ ザ イ ン さ れ た も の で あ

る と い う こ と 。 も う 一 つ は 、 学 修 創 生 型 マ イ

ナ ー （ 本 連 載 第 三 、 四 回 参 照 ） の 必 修 科 目 で

あ る 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 と 「 分 野 横 断 リ フ

レ ク シ ョ ン 」 を 、 こ ち ら で も 必 修 と し て い る

こ と で あ る （ 図 １ ） 。

連 載 五 回 目 と な る 今 回 は 、 本 学 の パ ッ ケ ー

ジ 型 マ イ ナ ー の 一 つ で あ る 「 ふ る さ と 共 創 学 」

に 焦 点 を 当 て 、 そ の 開 設 以 前 か ら 取 り 組 ん で

き た ダ ブ ル ホ ー ム と い う 準 正 課 教 育 と 、 そ れ

を マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム と し て 発 展 さ せ て き

た 経 緯 を 解 説 す る 。 そ れ に よ り 、 メ ジ ャ ー を

ベ ー ス に し た マ イ ナ ー （ い わ ば ミ ニ ・ メ

ジ ャ ー ） で は な い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 編

成 す る 方 向 性 の 一 つ を 提 示 し た い 。

地 域 共 創 プ ロ グ ラ ム 「 ダ ブ ル ホ ー ム 」

ダ ブ ル ホ ー ム は 、 平 成 十 九 年 度 の 文 部 科 学

省 学 生 支 援 Ｇ Ｐ と し て 「 ダ ブ ル ホ ー ム 制 に よ

る い き い き 学 生 支 援 」 事 業 と い う 名 称 で 開 始

さ れ た 。 学 生 が 専 門 の 学 問 を 学 ぶ 学 部 ・ 学 科

と い う 第 一 の ホ ー ム の 他 に 居 場 所 と な る 第 二

の ホ ー ム で 「 生 活 者 の 視 点 に 立 つ 地 域 連 携

テ ー マ 」 に 取 り 組 む こ と で 、 将 来 直 面 す る 困

難 な 課 題 に 対 峙 で き る 力 を 獲 得 す る こ と を 目

的 と し た 。 Ｇ Ｐ 終 了 後 の 平 成 二 十 三 年 度 か ら

は 、 「 地 域 の 教 育 力 」 を 活 用 し て 教 職 協 働 で

学 生 の 汎 用 的 能 力 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と

し た 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム と し て 、 令 和 二 年 度

か ら は 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 継 続 し て い る

（ 図 ２ ） 。 我 が 国 に お け る サ ー ビ ス ・ ラ ー ニ ン

グ 等 の 地 域 を 基 盤 と し た 学 習 （ コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ベ ー ス ト ・ ラ ー ニ ン グ ） の 拡 が り と と も に チ ー

ム ワ ー ク 力 や シ チ ズ ン シ ッ プ の 獲 得 が 求 め ら

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑸

文 部 科 学 省 学 生 支 援 Ｇ Ｐ 「 ダ ブ ル ホ ー ム 」

か ら マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 へ の 発 展

新 潟 大 学 教 育 基 盤 機 構 准 教 授 櫻 井 典 子

文
部
科
学
教
育
通
信
 N
o.
57
9　
20
24
･5
･1
3

31

①

れ る 中 、 現 在 は 以 下 の よ う に 説 明 し て

い る 。
ダ ブ ル ホ ー ム は 、 地 域 や 仲 間 の 思

い を 大 切 に し な が ら 、 正 解 の な い

地 域 課 題 に 学 生 ・ 教 員 ・ 職 員 に よ

る チ ー ム で 取 り 組 む プ ロ グ ラ ム で

す 。 地 域 の 思 い と 向 き 合 う 中 で 「 自

分 た ち に 何 が で き る か 」 を チ ー ム

で 考 え 、 活 動 を 計 画 ・ 実 践 ・ 省 察

す る こ と で 、 こ れ か ら の 社 会 生 活

に 必 要 な シ チ ズ ン シ ッ プ （ 社 会 に

対 す る 責 任 感 ） や チ ー ム ワ ー ク 力

を 育 み ま す １ 。

令 和 五 年 度 は 、 学 生 三 六 七 人 、 教 職

員 六 六 人 が 一 八 ホ ー ム で 新 潟 県 ・ 山 形

県 で 環 境 保 全 や 行 事 の 維 持 活 動 な ど の

地 域 活 動 に 取 り 組 ん だ （ 図 ３ ） 。 ダ ブ

ル ホ ー ム は 学 生 に と っ て 学 部 を 越 え た

新 し い 仲 間 と の 交 流 を 深 め る 場 と な る

だ け で は な く 、 多 様 な 価 値 観 の 人 々 と

の ふ れ 合 い か ら 生 ま れ る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 の 向 上 、 生 活 者 の 立 場 で 社

会 課 題 を み つ め る こ と で 実 感 す る 自 分

の 専 門 分 野 や 新 た な 知 識 の 必 要 性 と 重

要 性 の 認 識 と い っ た 様 々 な 効 果 が 認 め

ら れ て い る 。 受 入 れ 地 域 か ら は 、 自 分

た ち の 地 域 を 大 切 に 思 い 、 共 に 活 動 す

る 学 生 た ち の 存 在 は 貴 重 で あ る と い う

声 を い た だ い て い る 。 ダ ブ ル ホ ー ム 活

動 が 地 元 の 魅 力 や 課 題 の 再 認 識 、 地 域 の 子 ど

も た ち に と っ て 学 生 の ロ ー ル モ デ ル 効 果 、 地

域 の 外 部 と か か わ る 力 の 獲 得 や 向 上 に つ な

が っ て い る 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 開 設 へ

ダ ブ ル ホ ー ム の 準 正 課 な ら で は の 悩 み の 一

つ と し て 参 加 者 の 活 動 意 欲 の 温 度 差 が 挙 げ ら

れ る 。 熱 心 に 活 動 に 取 り 組 む 学 生 ほ ど 学 習 成

果 意 識 が 高 い こ と か ら 、 よ り 多 く の 学 生 の 取

り 組 み 意 欲 を 高 め る こ と が 継 続 的 な 課 題 で

あ っ た 。 第 三 期 中 期 計 画 で も 「 学 生 の 学 修 に

対 す る 主 体 性 と 動 機 づ け を 高 め る た め に 初 年

次 を 中 心 と し た 長 期 学 外 学 修 と 連 動 し た 活

動 」 と し て 位 置 付 け ら れ 、 教 育 プ ロ グ ラ ム と

し て の あ り 方 の 明 示 が 求 め ら れ た 。 松 下 は 、

学 生 の 学 び と 成 長 に 大 き な イ ン パ ク ト を も た

ら す 活 動 と し て 「 協 働 で 取 り 組 む 課 題 や プ ロ

ジ ェ ク ト 」 「 コ ミ ュ ニ テ ィ に 足 場 を お い た 学

習 」 等 が あ り 、 汎 用 的 能 力 教 育 の 先 端 モ デ ル

と し て 知 ら れ る ミ ネ ル ヴ ァ 大 学 で は こ れ ら の

ハ イ イ ン パ ク ト 実 践 と 正 課 科 目 の 往 還 が 重 視

さ れ て い る こ と を 報 告 し て い る ２ 。 こ の よ う

な 流 れ の 中 で 、 マ イ ナ ー の 構 築 を 通 し て 本 プ

ロ グ ラ ム を 実 践 活 動 と 正 課 科 目 の 往 還 に よ る

教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 発 展 さ せ る こ と を

目 指 す こ と と な っ た 。 マ イ ナ ー パ ッ ケ ー ジ 「 ふ

る さ と 共 創 学 」 の 誕 生 で あ る 。 そ の 可 能 性 が

認 め ら れ 、 令 和 三 年 度 に 三 菱 み ら い 育 成 財 団

の 「 二 十 一 世 紀 型 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 と し

て 採 択 さ れ 、 翌 年 に は そ の 成 果 が 評 価 さ れ て

準 グ ラ ン プ リ を 受 賞 し た 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 修 了 要 件 は 、

ダ ブ ル ホ ー ム 科 目 を 四 単 位 以 上 、 地 域 づ く り

と 自 分 づ く り 科 目 を 四 単 位 以 上 、 分 野 横 断 デ

ザ イ ン 一 単 位 （ 必 修 ） 、 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ

ン 一 単 位 （ 必 修 ） 、 合 計 一 二 単 位 以 上 と し て

い る 。 ダ ブ ル ホ ー ム 科 目 は 、 マ イ ナ ― 開 設 前

か ら 開 講 し て い る 初 年 次 学 生 が 地 域 活 動 の 心

構 え を 学 ぶ ダ ブ ル ホ ー ム 活 動 入 門 Ⅰ ・ Ⅱ （ 各

一 単 位 、 Ⅱ は 令 和 六 年 度 か ら 必 修 ） 、 イ ベ ン

ト の 企 画 ・ 運 営 を 通 し て リ ー ダ ー シ ッ プ を 身

に つ け る リ ー ダ ー シ ッ プ 演 習 Ⅰ 〜 Ⅲ （ 計 七 科

目 、 各 一 単 位 ） が あ る 。 こ れ ら に 加 え て 令 和

四 年 度 の マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の 開 始

と と も に 「 地 域 共 創 演 習 Ⅰ 〜 Ⅲ 」 を 開 設 し た

（ 計 六 科 目 、 各 一 単 位 ） 。 「 地 域 共 創 演 習 」 の

Ｉ で は チ ー ム で プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る た め

の 汎 用 的 ス キ ル を 、 Ⅱ で は 地 域 に 入 り 課 題 を

明 確 に す る 調 査 力 を 、 Ⅲ で は 地 域 を 深 く 理 解

す る 調 査 力 と 社 会 実 装 力 を 受 講 生 が 身 に つ け

る こ と を 目 的 と し て い る 。 令 和 六 年 度 に は 地

域 共 創 ア ク タ ー と 協 働 す る Ｐ Ｂ Ｌ 科 目 「 地 域

共 創 特 別 演 習 」 （ 計 三 科 目 、 各 二 単 位 ） も 開

講 予 定 で あ る 。

地 域 づ く り と 自 分 づ く り 科 目 は 、 Ｇ コ ー ド

科 目 （ 学 務 部 教 務 課 が 所 管 す る 教 養 科 目 ） や

各 学 部 が 提 供 す る 全 学 生 対 象 の 専 門 科 目 の 中

か ら 一 一 四 科 目 を 選 択 し て い る 。 こ れ ら の 科

目 か ら 自 ら の 将 来 像 を み つ め て 自 分 ら し い

ラ ー ニ ン グ ・ デ ザ イ ン を 他 者 と 共 に 考 え る た

め に 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 を 、 こ れ ま で の 大

学 生 活 に お け る 取 組 や 学 び を 振 り 返 り 将 来 に

つ な げ る 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 を 必 修

と し て い る 。 こ れ に よ っ て 学 生 た ち の 準 正 課

と 正 課 に お け る 学 び の 往 還 を 担 保 し て い る 。

今 後 に 向 け て

ダ ブ ル ホ ー ム で は 、 学 生 や 地 域 社 会 の ニ ー

ズ に 柔 軟 に 対 応 し な が ら プ ロ グ ラ ム を 改 善 し

て き た 。 参 加 者 の 取 組 へ の 動 機 づ け や 意 欲 に

は 多 様 性 が あ る こ と は 上 述 し た 通 り で あ る 。

マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 は 、 課 題 解 決 へ

の 意 欲 が 高 い 学 生 の 受 け 皿 と し て 機 能 し て い

る 。 正 課 で の 学 び を い か し て 準 正 課 の 活 動 で

リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て い る 学 生 も 多 い

が 、 よ り 自 分 ら し い 活 動 を 求 め て 巣 立 っ て い

く 学 生 も 少 な く な い 。 ど ち ら も 成 長 の か た ち

で あ る と 捉 え 、 そ の プ ロ セ ス を 応 援 し て い き

た い 。 今 後 は 、 段 階 的 に 学 生 た ち の 地 域 創 生

人 材 と し て の 力 を 育 成 す る た め に 守 ・ 破 ・ 離

の ス テ ッ プ を マ イ ナ ー 「 ふ る さ と 共 創 学 」 の

正 課 科 目 と 準 正 課 プ ロ グ ラ ム を 往 還 さ せ な が

ら 進 め て い く 。

∧ 引 用 文 献 ∨

１ https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

２ 松 下 佳 代 「 汎 用 的 能 力 を 再 考 す る ： 汎 用 性

の 四 つ の タ イ プ と ミ ネ ル ヴ ァ ・ モ デ ル 」 『 京 都

大 学 高 等 教 育 研 究 』 二 五 巻 、 二 〇 一 九 年 、 pp
．

六 七 ― 九 〇 ．

※ 二 〇 一 七 年 度 ま で の 取 り 組 み に つ い て は 、 本

誌 「 新 潟 大 学 に お け る 特 色 あ る 取 り 組 み ③ 」

二 〇 一 七 年 十 一 月 二 十 七 日 号 、 ｐ 二 二 ― 二 四

も ご 参 照 い た だ き た い 。
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本 連 載 で は こ れ ま で 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横

断 創 生 プ ロ グ ラ ム （Niigata University
Interdiscipl inary Creative Education
Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム ） に つ い

て 紹 介 し て き た 。 第 六 回 以 降 は 、 紹 介 し て き

た 取 り 組 み を 別 の 視 点 か ら 捉 え 、 今 後 の 展 望

を 行 っ て い く 。

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の

学 修 成 果 の 評 価

近 年 推 し 進 め ら れ て い る 高 等 教 育 改 革 に お

い て 、 「 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 可 視

化 」 は 重 要 な キ ー ワ ー ド で あ る 。 こ こ で い う

学 修 成 果 と は 、 大 学 に お け る 特 定 の 教 育 プ ロ

グ ラ ム を 通 じ た 学 修 に よ っ て 得 た 知 識 ・ 理 解 、

ス キ ル 、 態 度 な ど の 成 果 を 指 す 。 質 保 証 や 教

育 改 善 を 進 め て い く た め に 、 学 生 が 当 該 教 育

プ ロ グ ラ ム を 通 し て 何 が で き る よ う に な っ た

の か を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 を デ ィ プ ロ マ ・

ポ リ シ ー （ 以 下 、 Ｄ Ｐ ） に 紐 づ け て 評 価 し て

可 視 化 す る 取 り 組 み が 、 我 が 国 の 多 く の 高 等

教 育 機 関 に お い て 精 力 的 に 進 め ら れ て い る 。

具 体 的 な 評 価 手 法 と し て 、 「 ア セ ス メ ン ト

テ ス ト 」 や 「 （ ル ー ブ リ ッ ク を 用 い た ） 重 要

科 目 や 卒 業 研 究 の 評 価 」 な ど が 実 施 さ れ て い

る 。 一 般 に 「 ア セ ス メ ン ト テ ス ト 」 は 授 業 科

目 の 評 価 と は 別 に 実 施 さ れ る 追 加 型 の 評 価 で

あ り 、 ペ ー パ ー テ ス ト 等 に よ り 学 生 の 資 質 ・

能 力 を 測 定 す る 方 法 の 総 称 で 、 外 部 団 体 ・ 企

業 等 が 開 発 し た も の が 多 用 さ れ て い る 。 大 学

教 育 に お け る 代 表 的 な も の と し て Ｐ Ｒ Ｏ Ｇ

（ 河 合 塾 ・ リ ア セ ッ ク ） や GPS-Academic （ ベ

ネ ッ セ ｉ ― キ ャ リ ア ） が あ る 。 た だ し 、 こ れ

ら は 汎 用 的 ス キ ル を 評 価 す る た め の も の で あ

り 、 分 野 固 有 の 専 門 的 な 知 識 ・ 理 解 や ス キ ル

は 射 程 に 入 っ て い な い 。 ま た 、 各 大 学 や 学 位

プ ロ グ ラ ム に お い て Ｄ Ｐ と し て 掲 げ ら れ て い

る 汎 用 的 ス キ ル と 、 こ れ ら の 標 準 テ ス ト で 評

価 で き る も の と の 間 に は 、 齟 齬 や 乖 離 が 生 じ

る 場 合 が あ る （ 平 山 他 、 二 〇 二 〇 ） 。

「 重 要 科 目 や 卒 業 研 究 の 評 価 」 は 科 目 の 中

で 実 施 さ れ る 埋 め 込 み 型 の 評 価 で あ り 、 科 目

の 評 価 で あ り な が ら 科 目 で 学 ん だ こ と だ け で

な く 、 プ ロ グ ラ ム ・ 機 関 レ ベ ル に お け る 教 育

目 標 の 達 成 度 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と い う

二 重 の 機 能 を も つ も の で あ る 。 卒 業 研 究 や 卒

業 プ ロ ジ ェ ク ト は ま さ に プ ロ グ ラ ム の 集 大 成

で あ る た め 、 Ｄ Ｐ と 齟 齬 や 乖 離 な く 紐 づ け て

評 価 し や す い 。 た だ し 卒 業 時 点 の 達 成 度 で あ

る た め 、 経 年 的 な 成 長 を み る こ と は で き な い 。

そ こ で カ リ キ ュ ラ ム を 分 節 化 し 、 各 期 の 「 重

要 科 目 」 を 選 ん で 、 知 識 ・ ス キ ル ・ 態 度 を 統

合 的 に 評 価 す る パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 を 在 学 時

に 複 数 回 実 施 し て い る 例 も あ る （ 松 下 他 、 二

〇 二 〇 ） 。

他 に も 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ を 活 用 す る 手

法 や 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ に よ っ て あ ら か じ

め 定 め ら れ た 各 Ｄ Ｐ と 各 科 目 の 対 応 関 係 を も

と に 、 各 科 目 の 成 績 を 重 み づ け て 集 約 し て 各

Ｄ Ｐ を 定 量 的 に 指 標 化 す る な ど の 手 法 が あ

る 。 い ず れ の 手 法 に も 利 点 と 限 界 が あ り 、 こ

れ ら を 組 み 合 わ せ て 相 互 補 完 的 に 用 い る こ と

が 推 奨 さ れ る 。

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の

学 修 成 果 の 評 価

で は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 学 修 成 果 は

ど の よ う に 評 価 で き る の か 。 基 本 的 に は 前 述

の よ う な 評 価 手 法 が 考 え ら れ る が 、 学 位 プ ロ

グ ラ ム と 同 様 の 課 題 が つ き ま と う 。 例 え ば 外

部 団 体 ・ 企 業 等 が 開 発 し た 「 ア セ ス メ ン ト テ

ス ト 」 は 、 四 〇 以 上 も あ る 本 学 の 多 様 な マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 教 育 目 標 を 網 羅 で き る も

の で は な い 。 ま た そ の よ う な テ ス ト を 、 マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 し て い る 学 生 に 実 施

し 、 特 定 の 汎 用 的 ス キ ル （ 例 え ば 批 判 的 思 考 ）

の 到 達 度 を 評 価 し た と し て 、 そ れ が メ ジ ャ ー

の 学 修 に よ っ て 到 達 し た の か 、 マ イ ナ ー の 学

修 に よ っ て 到 達 し た の か を 判 断 す る こ と は 難

し い 。 な ぜ な ら ば メ ジ ャ ー の 学 修 と マ イ ナ ー

の 学 修 は 同 時 並 行 で 進 ん で い る か ら で あ る 。

で は マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 集 大 成 と な る

よ う な 重 要 科 目 を 設 定 し 、 そ の 評 価 を 利 用 す

る 「 重 要 科 目 の 評 価 」 は ど う か 。 も し 全 て の

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に お い て 、 そ の よ う な

必 修 科 目 を 設 定 し 、 か つ 当 該 プ ロ グ ラ ム を 修

了 し た い 学 生 が 全 員 履 修 で き る の で あ れ ば 、

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 評 価 が 現 実 的

な も の と な る 。 た だ し そ の よ う な 形 を と る の

で あ れ ば 、 学 生 が ど の よ う な 学 部 あ る い は 学

位 プ ロ グ ラ ム に 所 属 し て い た と し て も 確 実 に

履 修 で き る よ う に 、 い く つ か の 曜 日 ・ 時 限 で

複 数 開 講 す る 必 要 が あ る 。 し か し 本 学 の マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム で そ の よ う な 科 目 を 設 定 し

て い る の は 一 部 の プ ロ グ ラ ム に と ど ま っ て お

り 、 科 目 の 開 講 や 評 価 に か か わ る 教 員 の 負 担

を 考 え れ ば 、 す べ て の プ ロ グ ラ ム で そ れ を 実

施 す る の は 現 実 的 で は な い 。

こ の よ う な 課 題 を 認 識 し つ つ 本 学 の Ｎ Ｉ Ｃ

Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 、 ま だ 検 討 は 途 上 に あ る が 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に お け る 学 修 成 果 の 評

価 に 取 り 組 ん で き た 。 以 下 で は そ の 事 例 を 紹

介 し よ う 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に

お け る 学 修 成 果 の 評 価

新 潟 大 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 最 大 の

特 徴 で あ る 「 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー 」 は 、 学 生

自 身 が 学 修 内 容 や 到 達 目 標 を 設 定 し て 科 目 の

構 成 を デ ザ イ ン し て い く 自 己 創 生 型 の マ イ

ナ ー で あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー で は 「 分 野

横 断 デ ザ イ ン 」 （ 一 単 位 、 一 ・ 二 年 次 対 象 ）

と い う 、 マ イ ナ ー の 学 修 に つ い て の デ ザ イ ン

を 支 援 す る 入 門 科 目 と 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 （ 一 単 位 、 三 ・ 四 年 次 対 象 ） と い う 、

取 り 組 ん で き た マ イ ナ ー の 学 修 の み な ら ず メ

ジ ャ ー の 学 修 、 準 正 課 ・ 正 課 外 の 学 修 を 含 め

て 振 り 返 り 、 分 野 横 断 的 学 修 の 成 果 を 可 視 化

す る 集 大 成 科 目 が 必 修 と な っ て い る 。 両 科 目

を 含 め て 、 修 了 認 定 に 必 要 な 単 位 数 は 一 四 単

位 で あ る 。 マ イ ナ ー の 学 修 の 最 初 と 最 後 に 両

科 目 を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 柔 軟 な 学 修 と

質 の 担 保 が 両 立 さ れ る 設 計 と な っ て い る 。「 学

修 創 生 型 マ イ ナ ー 」 の 学 修 成 果 を 評 価 す る た

め に 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 （ 二 〇 二 三

年 八 〜 九 月 ） の 受 講 者 学 生 の う ち 一 〇 名 に 対

し て 学 修 成 果 を 評 価 す る た め の パ フ ォ ー マ ン

ス 評 価 、 ま た 外 的 な 参 考 基 準 と し て GPS-
Academic を 実 施 し た 。 こ れ は 先 述 し た プ ロ

グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 評 価 方 法 で あ る

「 重 要 科 目 の 評 価 」 と 「 ア セ ス メ ン ト テ ス ト 」

に 対 応 す る も の で あ る 。

「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 に お い て 学 生

に 作 成 を 求 め た 成 果 物 は 、 ① 「 マ イ ナ ー 学 修

デ ザ イ ン 」 （ 自 身 の マ イ ナ ー の 学 修 の 名 称 、

概 要 、 到 達 目 標 、 科 目 リ ス ト 等 ） 、 ② 「 セ ル

フ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」 （ メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー

に お け る 科 目 や 準 正 課 ・ 正 課 外 に お け る 学 修

と 到 達 目 標 を 結 び つ け る 図 や 説 明 で あ り 、 現

在 は Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ と 呼 称 ） 、

③ 「 リ フ レ ク シ ョ ン ・ レ ポ ー ト 」 （ セ ル フ カ

リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 参 考 資 料 と し て 、 分 野 横

断 的 な 視 点 の 獲 得 や 、 キ ャ リ ア を 見 据 え つ つ

今 後 に 向 け た 課 題 解 決 の 展 望 に 関 す る 記 述 ）

で あ る 。 そ し て ① に 関 し て 二 観 点 （ マ イ ナ ー

に 与 え る 名 称 、 マ イ ナ ー 科 目 群 の 位 置 づ け ） 、

③ に 関 し て 五 観 点 （ メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 学

修 を 通 じ た 課 題 定 義 ・ 課 題 解 決 、 学 修 成 果 の

把 握 、 学 修 過 程 、 将 来 と 現 時 点 の ギ ャ ッ プ 分

析 、 段 階 的 な キ ャ リ ア プ ラ ン ） の 計 七 観 点 、

レ ベ ル ３ 〜 レ ベ ル １ の ル ー ブ リ ッ ク を 作 成 し

て （ 表 １ ） 、 担 当 教 員 四 名 で 評 価 し た 。 レ ベ

ル ２ が 合 格 水 準 で あ る 。 教 員 は 互 い に 相 談 す

る こ と な く 単 独 で ル ー ブ リ ッ ク に 従 っ て 評 価

し た 。 な お 、 得 ら れ た 評 価 デ ー タ の 信 頼 性 係
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数 （ 評 価 が 一 貫 し て い る か 、 安 定 し て い る か

の 指 標 。 一 ・ 〇 に 近 い ほ ど 信 頼 性 が 高 い こ と

を 示 す ） は 〇 ・ 七 を 超 え て お り 、 一 定 の 信 頼

性 を 有 し て い る と い え る も の で あ っ た 。 ま た 、

全 て の 観 点 に 関 し て 平 均 的 に レ ベ ル ２ を 超 え

て お り 、 学 生 は 合 格 水 準 に 達 し て い る と 判 断

さ れ た 。

一 方 、GPS-Academic は 大 学 生 の 汎 用 的 な

課 題 解 決 力 や 大 学 教 育 へ の 考 え を 測 定 す る た

め の 標 準 テ ス ト で あ り 、 独 自 の 構 成 概 念 の 定

義 と 枠 組 み に 基 づ い て 複 数 の 問 題

や 項 目 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

構 成 概 念 の 大 枠 と 形 式 は 「 思 考 力 」

（ 多 肢 選 択 式 問 題 、 記 述 式 問 題 ） 、

「 姿 勢 ・ 態 度 」 （ ア ン ケ ー ト 形 式 ） 、

「 経 験 」 （ ア ン ケ ー ト 形 式 ） で あ る 。

こ れ ら は さ ら に 細 か い 下 位 の カ テ

ゴ リ に 分 け ら れ る 。 例 え ば 「 思 考

力 」 は 「 批 判 的 思 考 力 」 「 協 働 的

思 考 力 」 「 創 造 的 思 考 力 」 で 構 成

さ れ て い る （ ベ ネ ッ セ ｉ ― キ ャ リ

ア 、 ｎ ． ｄ ． ） 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー

の 学 修 成 果 と し て 注 目 す る の は

「 創 造 的 思 考 力 」 で あ り 、 メ ジ ャ ー

以 外 の 学 問 分 野 あ る い は テ ー マ を

体 系 的 に 学 ぶ こ と に よ っ て こ れ ら

が 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ た 。 そ

の 結 果 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ

ン 」 受 講 者 （ 三 、 四 年 生 ） の ポ イ

ン ト の 平 均 値 は 五 七 ・ 八 で あ っ た 。

学 修 創 生 型 の 学 修 を 始 め る タ イ ミ

ン グ に あ た る 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

の 受 講 者 （ 多 く が 一 年 生 ） の ポ イ

ン ト の 平 均 値 は 四 九 ・ 三 で あ り 、

「 創 造 的 思 考 力 」 は か な り の 高 水

準 で あ っ た と い え る だ ろ う 。 さ ら

に 、 デ ー タ を 示 す こ と は で き な い が 、 新 潟 大

学 と 同 レ ベ ル あ る い は そ れ 以 上 の 偏 差 値 の 三

年 生 全 受 験 者 の 平 均 値 と 比 較 す る と 、 「 分 野

横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 受 講 者 の 「 創 造 的 思 考

力 」 は や は り 高 水 準 で あ る と 判 断 さ れ た 。 な

お 、 パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 の 結 果 と 「 創 造 的 思

考 力 」 の 相 関 係 数 は 〇 ・ 三 六 で あ り 、 弱 い 正

の 相 関 を 示 し た 。

こ れ ら の こ と か ら 、 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に

お け る 学 修 成 果 は パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 に よ っ

て 信 頼 性 ・ 妥 当 性 が 担 保 さ れ た 形 で 評 価 さ れ

て い る と 判 断 で き る 。 ま た 、 目 標 と す る レ ベ

ル を 達 成 し て い る 。 さ ら に 外 的 な 基 準 を 参 考

に す る と 、 当 該 マ イ ナ ー を 履 修 す る こ と で 、

特 定 の 資 質 ・ 能 力 が 涵 養 さ れ て い る と 判 断 で

き る も の で あ っ た 。 た だ し 、 こ れ は 学 修 創 生

型 マ イ ナ ー に お け る 検 討 で あ り 、 他 の パ ッ

ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー に お け る 学 修 成 果 の 検 討 は

今 後 の 課 題 で あ る 。
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本 連 載 で は こ れ ま で 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横

断 創 生 プ ロ グ ラ ム （Niigata University
Interdiscipl inary Creative Education
Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム ） に つ い

て 紹 介 し て き た 。 第 六 回 以 降 は 、 紹 介 し て き

た 取 り 組 み を 別 の 視 点 か ら 捉 え 、 今 後 の 展 望

を 行 っ て い く 。

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の

学 修 成 果 の 評 価

近 年 推 し 進 め ら れ て い る 高 等 教 育 改 革 に お

い て 、 「 プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 可 視

化 」 は 重 要 な キ ー ワ ー ド で あ る 。 こ こ で い う

学 修 成 果 と は 、 大 学 に お け る 特 定 の 教 育 プ ロ

グ ラ ム を 通 じ た 学 修 に よ っ て 得 た 知 識 ・ 理 解 、

ス キ ル 、 態 度 な ど の 成 果 を 指 す 。 質 保 証 や 教

育 改 善 を 進 め て い く た め に 、 学 生 が 当 該 教 育

プ ロ グ ラ ム を 通 し て 何 が で き る よ う に な っ た

の か を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 、

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 を デ ィ プ ロ マ ・

ポ リ シ ー （ 以 下 、 Ｄ Ｐ ） に 紐 づ け て 評 価 し て

可 視 化 す る 取 り 組 み が 、 我 が 国 の 多 く の 高 等

教 育 機 関 に お い て 精 力 的 に 進 め ら れ て い る 。

具 体 的 な 評 価 手 法 と し て 、 「 ア セ ス メ ン ト

テ ス ト 」 や 「 （ ル ー ブ リ ッ ク を 用 い た ） 重 要

科 目 や 卒 業 研 究 の 評 価 」 な ど が 実 施 さ れ て い

る 。 一 般 に 「 ア セ ス メ ン ト テ ス ト 」 は 授 業 科

目 の 評 価 と は 別 に 実 施 さ れ る 追 加 型 の 評 価 で

あ り 、 ペ ー パ ー テ ス ト 等 に よ り 学 生 の 資 質 ・

能 力 を 測 定 す る 方 法 の 総 称 で 、 外 部 団 体 ・ 企

業 等 が 開 発 し た も の が 多 用 さ れ て い る 。 大 学

教 育 に お け る 代 表 的 な も の と し て Ｐ Ｒ Ｏ Ｇ

（ 河 合 塾 ・ リ ア セ ッ ク ） や GPS-Academic （ ベ

ネ ッ セ ｉ ― キ ャ リ ア ） が あ る 。 た だ し 、 こ れ

ら は 汎 用 的 ス キ ル を 評 価 す る た め の も の で あ

り 、 分 野 固 有 の 専 門 的 な 知 識 ・ 理 解 や ス キ ル

は 射 程 に 入 っ て い な い 。 ま た 、 各 大 学 や 学 位

プ ロ グ ラ ム に お い て Ｄ Ｐ と し て 掲 げ ら れ て い

る 汎 用 的 ス キ ル と 、 こ れ ら の 標 準 テ ス ト で 評

価 で き る も の と の 間 に は 、 齟 齬 や 乖 離 が 生 じ

る 場 合 が あ る （ 平 山 他 、 二 〇 二 〇 ） 。

「 重 要 科 目 や 卒 業 研 究 の 評 価 」 は 科 目 の 中

で 実 施 さ れ る 埋 め 込 み 型 の 評 価 で あ り 、 科 目

の 評 価 で あ り な が ら 科 目 で 学 ん だ こ と だ け で

な く 、 プ ロ グ ラ ム ・ 機 関 レ ベ ル に お け る 教 育

目 標 の 達 成 度 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る と い う

二 重 の 機 能 を も つ も の で あ る 。 卒 業 研 究 や 卒

業 プ ロ ジ ェ ク ト は ま さ に プ ロ グ ラ ム の 集 大 成

で あ る た め 、 Ｄ Ｐ と 齟 齬 や 乖 離 な く 紐 づ け て

評 価 し や す い 。 た だ し 卒 業 時 点 の 達 成 度 で あ

る た め 、 経 年 的 な 成 長 を み る こ と は で き な い 。

そ こ で カ リ キ ュ ラ ム を 分 節 化 し 、 各 期 の 「 重

要 科 目 」 を 選 ん で 、 知 識 ・ ス キ ル ・ 態 度 を 統

合 的 に 評 価 す る パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 を 在 学 時

に 複 数 回 実 施 し て い る 例 も あ る （ 松 下 他 、 二

〇 二 〇 ） 。

他 に も 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ を 活 用 す る 手

法 や 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ に よ っ て あ ら か じ

め 定 め ら れ た 各 Ｄ Ｐ と 各 科 目 の 対 応 関 係 を も

と に 、 各 科 目 の 成 績 を 重 み づ け て 集 約 し て 各

Ｄ Ｐ を 定 量 的 に 指 標 化 す る な ど の 手 法 が あ

る 。 い ず れ の 手 法 に も 利 点 と 限 界 が あ り 、 こ

れ ら を 組 み 合 わ せ て 相 互 補 完 的 に 用 い る こ と

が 推 奨 さ れ る 。

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の

学 修 成 果 の 評 価

で は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 学 修 成 果 は

ど の よ う に 評 価 で き る の か 。 基 本 的 に は 前 述

の よ う な 評 価 手 法 が 考 え ら れ る が 、 学 位 プ ロ

グ ラ ム と 同 様 の 課 題 が つ き ま と う 。 例 え ば 外

部 団 体 ・ 企 業 等 が 開 発 し た 「 ア セ ス メ ン ト テ

ス ト 」 は 、 四 〇 以 上 も あ る 本 学 の 多 様 な マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 教 育 目 標 を 網 羅 で き る も

の で は な い 。 ま た そ の よ う な テ ス ト を 、 マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 し て い る 学 生 に 実 施

し 、 特 定 の 汎 用 的 ス キ ル （ 例 え ば 批 判 的 思 考 ）

の 到 達 度 を 評 価 し た と し て 、 そ れ が メ ジ ャ ー

の 学 修 に よ っ て 到 達 し た の か 、 マ イ ナ ー の 学

修 に よ っ て 到 達 し た の か を 判 断 す る こ と は 難

し い 。 な ぜ な ら ば メ ジ ャ ー の 学 修 と マ イ ナ ー

の 学 修 は 同 時 並 行 で 進 ん で い る か ら で あ る 。

で は マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 集 大 成 と な る

よ う な 重 要 科 目 を 設 定 し 、 そ の 評 価 を 利 用 す

る 「 重 要 科 目 の 評 価 」 は ど う か 。 も し 全 て の

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に お い て 、 そ の よ う な

必 修 科 目 を 設 定 し 、 か つ 当 該 プ ロ グ ラ ム を 修

了 し た い 学 生 が 全 員 履 修 で き る の で あ れ ば 、

プ ロ グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 評 価 が 現 実 的

な も の と な る 。 た だ し そ の よ う な 形 を と る の

で あ れ ば 、 学 生 が ど の よ う な 学 部 あ る い は 学

位 プ ロ グ ラ ム に 所 属 し て い た と し て も 確 実 に

履 修 で き る よ う に 、 い く つ か の 曜 日 ・ 時 限 で

複 数 開 講 す る 必 要 が あ る 。 し か し 本 学 の マ イ

ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム で そ の よ う な 科 目 を 設 定 し

て い る の は 一 部 の プ ロ グ ラ ム に と ど ま っ て お

り 、 科 目 の 開 講 や 評 価 に か か わ る 教 員 の 負 担

を 考 え れ ば 、 す べ て の プ ロ グ ラ ム で そ れ を 実

施 す る の は 現 実 的 で は な い 。

こ の よ う な 課 題 を 認 識 し つ つ 本 学 の Ｎ Ｉ Ｃ

Ｅ プ ロ グ ラ ム で は 、 ま だ 検 討 は 途 上 に あ る が 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に お け る 学 修 成 果 の 評

価 に 取 り 組 ん で き た 。 以 下 で は そ の 事 例 を 紹

介 し よ う 。

学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に

お け る 学 修 成 果 の 評 価

新 潟 大 学 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 最 大 の

特 徴 で あ る 「 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー 」 は 、 学 生

自 身 が 学 修 内 容 や 到 達 目 標 を 設 定 し て 科 目 の

構 成 を デ ザ イ ン し て い く 自 己 創 生 型 の マ イ

ナ ー で あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー で は 「 分 野

横 断 デ ザ イ ン 」 （ 一 単 位 、 一 ・ 二 年 次 対 象 ）

と い う 、 マ イ ナ ー の 学 修 に つ い て の デ ザ イ ン

を 支 援 す る 入 門 科 目 と 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク

シ ョ ン 」 （ 一 単 位 、 三 ・ 四 年 次 対 象 ） と い う 、

取 り 組 ん で き た マ イ ナ ー の 学 修 の み な ら ず メ

ジ ャ ー の 学 修 、 準 正 課 ・ 正 課 外 の 学 修 を 含 め

て 振 り 返 り 、 分 野 横 断 的 学 修 の 成 果 を 可 視 化

す る 集 大 成 科 目 が 必 修 と な っ て い る 。 両 科 目

を 含 め て 、 修 了 認 定 に 必 要 な 単 位 数 は 一 四 単

位 で あ る 。 マ イ ナ ー の 学 修 の 最 初 と 最 後 に 両

科 目 を 配 置 す る こ と に よ っ て 、 柔 軟 な 学 修 と

質 の 担 保 が 両 立 さ れ る 設 計 と な っ て い る 。「 学

修 創 生 型 マ イ ナ ー 」 の 学 修 成 果 を 評 価 す る た

め に 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 （ 二 〇 二 三

年 八 〜 九 月 ） の 受 講 者 学 生 の う ち 一 〇 名 に 対

し て 学 修 成 果 を 評 価 す る た め の パ フ ォ ー マ ン

ス 評 価 、 ま た 外 的 な 参 考 基 準 と し て GPS-
Academic を 実 施 し た 。 こ れ は 先 述 し た プ ロ

グ ラ ム レ ベ ル の 学 修 成 果 の 評 価 方 法 で あ る

「 重 要 科 目 の 評 価 」 と 「 ア セ ス メ ン ト テ ス ト 」

に 対 応 す る も の で あ る 。

「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 に お い て 学 生

に 作 成 を 求 め た 成 果 物 は 、 ① 「 マ イ ナ ー 学 修

デ ザ イ ン 」 （ 自 身 の マ イ ナ ー の 学 修 の 名 称 、

概 要 、 到 達 目 標 、 科 目 リ ス ト 等 ） 、 ② 「 セ ル

フ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 」 （ メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー

に お け る 科 目 や 準 正 課 ・ 正 課 外 に お け る 学 修

と 到 達 目 標 を 結 び つ け る 図 や 説 明 で あ り 、 現

在 は Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ と 呼 称 ） 、

③ 「 リ フ レ ク シ ョ ン ・ レ ポ ー ト 」 （ セ ル フ カ

リ キ ュ ラ ム マ ッ プ を 参 考 資 料 と し て 、 分 野 横

断 的 な 視 点 の 獲 得 や 、 キ ャ リ ア を 見 据 え つ つ

今 後 に 向 け た 課 題 解 決 の 展 望 に 関 す る 記 述 ）

で あ る 。 そ し て ① に 関 し て 二 観 点 （ マ イ ナ ー

に 与 え る 名 称 、 マ イ ナ ー 科 目 群 の 位 置 づ け ） 、

③ に 関 し て 五 観 点 （ メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 学

修 を 通 じ た 課 題 定 義 ・ 課 題 解 決 、 学 修 成 果 の

把 握 、 学 修 過 程 、 将 来 と 現 時 点 の ギ ャ ッ プ 分

析 、 段 階 的 な キ ャ リ ア プ ラ ン ） の 計 七 観 点 、

レ ベ ル ３ 〜 レ ベ ル １ の ル ー ブ リ ッ ク を 作 成 し

て （ 表 １ ） 、 担 当 教 員 四 名 で 評 価 し た 。 レ ベ

ル ２ が 合 格 水 準 で あ る 。 教 員 は 互 い に 相 談 す

る こ と な く 単 独 で ル ー ブ リ ッ ク に 従 っ て 評 価

し た 。 な お 、 得 ら れ た 評 価 デ ー タ の 信 頼 性 係

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑹

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に お け る 学 修 成 果 の 可 視 化

新 潟 大 学 教 育 基 盤 機 構 准 教 授 斎 藤 有 吾
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数 （ 評 価 が 一 貫 し て い る か 、 安 定 し て い る か

の 指 標 。 一 ・ 〇 に 近 い ほ ど 信 頼 性 が 高 い こ と

を 示 す ） は 〇 ・ 七 を 超 え て お り 、 一 定 の 信 頼

性 を 有 し て い る と い え る も の で あ っ た 。 ま た 、

全 て の 観 点 に 関 し て 平 均 的 に レ ベ ル ２ を 超 え

て お り 、 学 生 は 合 格 水 準 に 達 し て い る と 判 断

さ れ た 。

一 方 、GPS-Academic は 大 学 生 の 汎 用 的 な

課 題 解 決 力 や 大 学 教 育 へ の 考 え を 測 定 す る た

め の 標 準 テ ス ト で あ り 、 独 自 の 構 成 概 念 の 定

義 と 枠 組 み に 基 づ い て 複 数 の 問 題

や 項 目 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

構 成 概 念 の 大 枠 と 形 式 は 「 思 考 力 」

（ 多 肢 選 択 式 問 題 、 記 述 式 問 題 ） 、

「 姿 勢 ・ 態 度 」 （ ア ン ケ ー ト 形 式 ） 、

「 経 験 」 （ ア ン ケ ー ト 形 式 ） で あ る 。

こ れ ら は さ ら に 細 か い 下 位 の カ テ

ゴ リ に 分 け ら れ る 。 例 え ば 「 思 考

力 」 は 「 批 判 的 思 考 力 」 「 協 働 的

思 考 力 」 「 創 造 的 思 考 力 」 で 構 成

さ れ て い る （ ベ ネ ッ セ ｉ ― キ ャ リ

ア 、 ｎ ． ｄ ． ） 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー

の 学 修 成 果 と し て 注 目 す る の は

「 創 造 的 思 考 力 」 で あ り 、 メ ジ ャ ー

以 外 の 学 問 分 野 あ る い は テ ー マ を

体 系 的 に 学 ぶ こ と に よ っ て こ れ ら

が 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ た 。 そ

の 結 果 、 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ

ン 」 受 講 者 （ 三 、 四 年 生 ） の ポ イ

ン ト の 平 均 値 は 五 七 ・ 八 で あ っ た 。

学 修 創 生 型 の 学 修 を 始 め る タ イ ミ

ン グ に あ た る 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」

の 受 講 者 （ 多 く が 一 年 生 ） の ポ イ

ン ト の 平 均 値 は 四 九 ・ 三 で あ り 、

「 創 造 的 思 考 力 」 は か な り の 高 水

準 で あ っ た と い え る だ ろ う 。 さ ら

に 、 デ ー タ を 示 す こ と は で き な い が 、 新 潟 大

学 と 同 レ ベ ル あ る い は そ れ 以 上 の 偏 差 値 の 三

年 生 全 受 験 者 の 平 均 値 と 比 較 す る と 、 「 分 野

横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 受 講 者 の 「 創 造 的 思 考

力 」 は や は り 高 水 準 で あ る と 判 断 さ れ た 。 な

お 、 パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 の 結 果 と 「 創 造 的 思

考 力 」 の 相 関 係 数 は 〇 ・ 三 六 で あ り 、 弱 い 正

の 相 関 を 示 し た 。

こ れ ら の こ と か ら 、 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー に

お け る 学 修 成 果 は パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 に よ っ

て 信 頼 性 ・ 妥 当 性 が 担 保 さ れ た 形 で 評 価 さ れ

て い る と 判 断 で き る 。 ま た 、 目 標 と す る レ ベ

ル を 達 成 し て い る 。 さ ら に 外 的 な 基 準 を 参 考

に す る と 、 当 該 マ イ ナ ー を 履 修 す る こ と で 、

特 定 の 資 質 ・ 能 力 が 涵 養 さ れ て い る と 判 断 で

き る も の で あ っ た 。 た だ し 、 こ れ は 学 修 創 生

型 マ イ ナ ー に お け る 検 討 で あ り 、 他 の パ ッ

ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー に お け る 学 修 成 果 の 検 討 は

今 後 の 課 題 で あ る 。
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属 前 の 学 生 も 多 く 、 所 属 学 部 内 で 選 択 可 能 な

科 目 の 範 囲 の 考 え 方 な ど に つ い て は 十 分 な 指

導 が 必 要 で あ る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー の 履

修 者 は 、 手 続 き の 時 点 で 、 所 属 （ ま た は 希 望 ）

す る 学 位 プ ロ グ ラ ム に 照 ら し て 、 ど の パ ッ

ケ ー ジ が 選 択 可 能 な の か 当 該 「 一 覧 表 」 を 確

認 し た 上 で 選 択 す る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 の 場 合 、

学 問 分 野 に 沿 っ て 作 ら れ た ミ ニ ・ メ ジ ャ ー 的

な プ ロ グ ラ ム が 多 く 存 在 す る た め 、 こ の 事 前

確 認 が 不 可 欠 で あ る 。

デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト に よ る

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 の 確 保

三 つ 目 の 取 り 組 み は 、 デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ

メ ン ト に よ る 教 育 プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 の 確 保

で あ る 。 デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト と は 学 位

記 等 の 高 等 教 育 課 程 の 修 了 を 証 明 す る 文 書 に

添 付 す る 補 足 資 料 を 指 す 。 一 般 に 、 学 位 ・ 資

格 取 得 者 の 情 報 、 学 位 ・ 資 格 の 基 本 情 報 や 水

準 、 修 了 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム 内 容 や 学 修 成 果

等 が 記 載 さ れ る 。 学 位 あ る い は そ の た め の 教

育 プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 を 確 保 す る 機 能 を も つ

が 、 日 本 で は 学 生 個 人 の 学 修 成 果 を 可 視 化 す

る 手 段 と し て も 用 い ら れ て い る 。 本 学 で も

デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト の 構 築 と 検 証 ・ 運

用 を 進 め て お り 、 学 位 プ ロ グ ラ ム の 人 材 育 成

目 標 や 到 達 目 標 、 学 修 内 容 、 Ｇ Ｐ Ａ 、 メ ジ ャ ー

の 主 要 な 科 目 の 成 績 等 が 表 示 さ れ る 。

さ ら に 本 学 の デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト の

特 徴 は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 修 了 認 定 を

受 け た 学 生 は 、 メ ジ ャ ー に 加 え て マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム や そ の 学 修 に 関 す る 情 報 も 表 示 さ

れ る と い う こ と に あ る （ 図 １ ） 。 こ れ に よ り 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム も 含 め て 教 育 プ ロ グ ラ

ム 全 体 の 透 明 性 の 確 保 を 目 指 し て い る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー を 統 合 し た

学 位 プ ロ グ ラ ム 評 価 の 確 立

最 後 に 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に 関 す る 質

保 証 の 展 望 と し て 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を

組 み 込 ん だ 学 位 プ ロ グ ラ ム の 評 価 の あ り 方 に

つ い て 述 べ る 。 本 学 で は 、 学 位 プ ロ グ ラ ム を

総 合 的 な 観 点 か ら 点 検 ・ 評 価 す る 「 学 位 プ ロ

グ ラ ム 評 価 」 を 制 度 化 し て い る 。 こ の 中 に 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 要 素 を ど の よ う に 取

り 込 む か が 課 題 で あ る 。

最 も 重 要 な こ と は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム

に お け る 学 修 成 果 の 評 価 手 法 の 確 立 で あ ろ

う 。 マ イ ナ ー で は 、 学 生 の 学 び の 自 由 度 、 個

別 度 が 高 い が 故 に 、 学 生 の 学 び の 把 握 を 軸 と

し た 評 価 手 法 の 確 立 が 、 プ ロ グ ラ ム 改 善 の た

め に も 一 層 重 要 と な る （ 本 連 載 第 六 回 参 照 ） 。

学 修 成 果 の 把 握 に お い て は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム の 到 達 目 標 と 授 業 科 目 と の 対 応 関 係 の

明 確 化 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ の 蓄 積 を 基 礎 と

す る 到 達 目 標 に 照 ら し た 評 価 、 汎 用 的 能 力 等

に 関 す る 標 準 的 ア セ ス メ ン ト 等 が 鍵 に な っ て

こ よ う 。

そ の 上 で 、 学 位 プ ロ グ ラ ム 評 価 で は 、 マ イ

ナ ー で の 学 び （ プ ロ セ ス 、 成 果 ） が メ ジ ャ ー

で の 学 び に ど の よ う な 影 響 を 与 え た の か 、 と

い う 観 点 か ら の 評 価 が 必 要 で あ ろ う 。 そ の た

め に は 、 各 学 位 プ ロ グ ラ ム の 三 ポ リ シ ー と り

わ け デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー 及 び カ リ キ ュ ラ ム ・

ポ リ シ ー を 、 複 眼 的 な 視 野 を 育 み メ ジ ャ ー の

学 び に も 活 か す 観 点 を 含 む も の に 変 え て い く

必 要 が あ る 。 し か し な が ら 現 時 点 で は 、 マ イ

ナ ー の 学 修 は 任 意 で あ る た め 、 こ れ を 学 位 プ

ロ グ ラ ム 全 体 と し て ど の よ う に 実 現 す る か 、

さ ら に 議 論 を 要 す る 状 況 で あ る 。

本 連 載 で は こ れ ま で 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横

断 創 生 プ ロ グ ラ ム （Niigata University
Interdiscipl inary Creative Education
Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム ） に つ い

て 紹 介 し て き た 。 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム は 制

度 と し て 完 成 の 途 上 に あ る た め 、 そ の 質 保 証

の 仕 組 み も ま た 構 築 の 途 上 で あ る 。 そ う し た

状 況 を 前 提 に 、 第 七 回 と な る 本 稿 で は 、 本 学

の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 質 保 証 に 関 す る 今

日 ま で の 取 り 組 み を 三 つ 紹 介 し 、 今 後 の 展 望

に つ い て 述 べ る 。

学 び の 体 系 性 の 確 保

一 つ 目 の 取 り 組 み は 、 学 び の 体 系 性 の 確 保

で あ る 。 マ イ ナ ー の 学 修 は 科 目 の 幅 が 広 く 選

択 の 自 由 度 が 極 め て 高 い こ と か ら 、 学 び の 体

系 性 を 確 保 す る た め に は 、 履 修 科 目 を 確 定 す

る 際 に 一 歩 踏 み 込 ん だ 学 修 計 画 の 作 成 指 導 が

重 要 と な る 。 こ の た め の 科 目 が 「 分 野 横 断 デ

ザ イ ン 」 （ 一 単 位 ） で あ り 、 学 修 の 入 口 に お

い て 、 指 導 を 通 じ て 学 び の 体 系 性 を 図 っ て い

る 。 そ こ で は 、 学 生 が 自 ら の 問 題 関 心 を 掘 り

下 げ た 上 で 、 探 究 課 題 と 複 数 の 到 達 目 標 を 設

定 し 、 そ の 達 成 の た め の 授 業 科 目 を 、 シ ラ バ

ス を 熟 考 し て 選 択 し 、 学 修 計 画 書 「 マ イ ナ ー

学 修 デ ザ イ ン 」 と し て 確 定 さ せ る 。 す な わ ち 、

学 修 計 画 の 中 で 、 探 究 課 題 ・ 到 達 目 標 ・ 履 修

科 目 を 整 合 さ せ 体 系 性 を 確 保 し て い る 。 ま た 、

学 修 の 過 程 で は 往 々 に し て 学 生 の 興 味 ・ 関 心

が 変 化 し 、 探 究 課 題 や 履 修 科 目 も 変 化 す る こ

と か ら 、 学 修 の 出 口 に 位 置 す る 「 分 野 横 断 リ

フ レ ク シ ョ ン 」 （ 一 単 位 ） に お い て 、 マ イ ナ ー

と し て 行 っ た 学 修 を 振 り 返 り 、 再 度 、 探 究 課

題 ・ 到 達 目 標 ・ 履 修 科 目 を 整 合 さ せ た 「 確 定

版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」 を 作 成 さ せ る 。 こ

れ を も っ て 体 系 化 さ れ た 学 修 が 行 わ れ た こ と

を 担 保 し 、 マ イ ナ ー の 修 了 認 定 を 行 っ て い る 。

本 連 載 の 中 で 既 に 紹 介 し て い る よ う に 、 マ

イ ナ ー に は 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー と パ ッ ケ ー ジ

型 マ イ ナ ー が あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー は セ

ル フ メ イ ド で あ る た め 、 上 記 「 分 野 横 断 デ ザ

イ ン 」 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 を 必 修 と

し て い る 。 一 方 、 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー は 、

各 パ ッ ケ ー ジ が 予 め 示 す プ ロ グ ラ ム の 概 要 と

到 達 目 標 に 応 じ て 定 め ら れ た 科 目 リ ス ト か ら

選 択 す る セ ミ オ ー ダ ー 型 で あ る た め 、 前 記 二

科 目 は 一 部 を 除 き 必 修 で は な い 。 科 目 リ ス ト

が あ る と は い え 選 択 範 囲 は 広 く 、 学 び の 体 系

化 は 学 生 自 身 の 選 択 に 委 ね て い る の が 現 状 で

あ る 。 こ の 点 の 解 消 の 手 立 て （ パ ッ ケ ー ジ 編

成 条 件 と し て 科 目 の 体 系 性 重 視 、 分 野 横 断 デ

ザ イ ン の 履 修 拡 充 等 ） は 、 今 後 の 課 題 で あ る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 重 複 回 避

二 つ 目 の 取 り 組 み は 、 メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー

の 学 び の 重 複 回 避 で あ る 。 こ れ は 、 メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 が 、 複 数 分 野 の 専 門 性 を 基 盤 と す

る 複 眼 的 な 視 点 を 備 え 、 そ れ ら を 掛 け 合 わ せ

て 新 た な 価 値 を 生 み 出 す 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を

趣 旨 と す る た め だ 。 こ の こ と を 踏 ま え 、 本 学

で は 「 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 重 複 可 否 一 覧 表 」（ 表

１ ） を 作 成 し て い る 。 基 本 ル ー ル と し て 、 学

生 は 自 分 が 所 属 （ ま た は 希 望 ） す る 学 位 プ ロ

グ ラ ム に お い て 専 攻 す る 分 野 （ メ ジ ャ ー ） と

重 複 す る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 す る こ

と は で き な い 。

こ の こ と を 前 提 に 、 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー 履

修 者 は 、 原 則 と し て 、 所 属 （ ま た は 希 望 ） す

る 学 位 プ ロ グ ラ ム で 専 攻 す る 分 野 （ メ ジ ャ ー ）

以 外 の 科 目 を 、 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で の 学

修 や ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー 等 と の 相 談

を 踏 ま え て 選 択 す る 。 一 年 生 は プ ロ グ ラ ム 配
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了 要 件 は 、 卒 業 要 件 外 の 一 二 単 位 以 上 を 含 め 、

合 わ せ て 二 四 単 位 以 上 の 修 得 が 必 要 で あ っ

た 。 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー へ の 移 行 に よ り 、

学 位 プ ロ グ ラ ム に お け る 卒 業 要 件 の 枠 の 中

で 、 自 由 選 択 科 目 等 を 利 用 し て マ イ ナ ー の 修

了 が 可 能 と な る よ う に 改 革 し た 。 メ ジ ャ ー と

異 な る 分 野 を 体 系 的 に 、 そ し て 無 理 な く 学 べ

る 体 制 を 整 え 、 よ り 多 く の 学 生 が マ イ ナ ー を

修 了 で き る よ う に 改 革 し た 。 こ の 際 、 「 ド イ

ツ 語 」 と 「 ド イ ツ 語 〈 発 展 〉 」 の よ う に 、 段

階 的 な パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー の プ ロ グ ラ ム も

導 入 し た 。 マ イ ナ ー を よ り 深 い レ ベ ル で 学 ぶ

意 欲 あ る 学 生 に も 対 応 で き る よ う マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム の 拡 充 を 行 っ た 。 こ れ ら の 改 革 に

よ り マ イ ナ ー 修 了 者 が 増 え る こ と を 期 待 し て

い る 。
メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の

イ ン パ ク ト と 今 後 の 展 望

最 後 に 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の イ ン パ ク

ト と 今 後 の 展 望 に つ い て 、 触 れ た い 。 分 野 横

断 的 な 学 修 が 活 性 化 し た こ と に よ り 、 学 生 そ

し て 教 職 員 の 意 識 も 変 わ り つ つ あ る 。 こ の

モ ー メ ン タ ム を 大 学 院 接 続 教 育 の 改 革 に つ な

げ た い 。 文 系 メ ジ ャ ー を 選 択 し た 学 生 が 、 マ

イ ナ ー の 学 び に よ り 研 究 の 方 向 性 が 大 き く 変

化 し 、 理 系 メ ジ ャ ー の 大 学 院 に 入 学 す る 。 こ

の よ う な 専 門 分 野 の 大 変 更 に 対 応 で き る 、 大

学 と 大 学 院 が 連 関 し た 教 育 体 制 の 構 築 も 大 き

な 課 題 の 一 つ で あ る 。 そ の た め に は 、 受 入 分

野 の 教 員 と 協 力 し 、 大 学 院 で の 教 育 研 究 に 不

具 合 が 出 な い よ う に 目 標 設 定 さ れ た 、 よ り 高

度 な 内 容 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 必

要 で あ ろ う 。 学 生 が 、 学 士 ― 修 士 ― 博 士 課 程

と 長 期 に わ た る 大 学 時 代 の 中 で 、 学 修 計 画 を

デ ザ イ ン し 、 時 に は 変 更 を 行 い 、 あ り た い 自

分 を 実 現 で き る よ う に 、 一 貫 し た 教 育 支 援 体

制 の 構 築 を 試 み た い 。 こ れ ら の 取 り 組 み に よ

り 、 分 野 を 横 断 す る 学 生 を 軸 に 、 大 学 院 で の

学 際 研 究 が 促 進 さ れ る こ と も 期 待 さ れ る 。

ま た 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 進 め る 上 で

解 決 す べ き 課 題 の 一 つ が 、 授 業 時 間 割 の 問 題

で あ る 。 マ イ ナ ー 対 象 科 目 の 開 講 曜 限 が メ

ジ ャ ー 科 目 と 重 な っ て し ま い 、 マ イ ナ ー の 学

修 が 中 々 進 ま な い こ と が あ る 。 こ こ で 鍵 と な

る の が 、 デ ジ タ ル を 活 用 し た 教 育 で あ る 。 新

潟 大 学 将 来 ビ ジ ョ ン 二 〇 三 〇 に お け る 教 育 ・

学 生 支 援 に 関 す る 目 標 の 一 つ と し て 、 「 デ ジ

タ ル と リ ア ル が 融 合 し た 未 来 教 育 の 展 開 」 が

掲 げ ら れ て い る 。 時 間 や 空 間 の 制 約 か ら 解 き

放 た れ た デ ジ タ ル 教 育 の 拡 充 が 大 き な 目 標 で

あ る 。 オ ン デ マ ン ド 型 の オ ン ラ イ ン 授 業 な ど

を 活 用 し た 、 履 修 し や す い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ

ラ ム の 開 発 が 望 ま れ る 。 こ の よ う な プ ロ グ ラ

ム 構 築 は 、 大 学 の 教 育 戦 略 上 重 要 な 役 割 を 果

た す と 考 え る 。 入 門 的 な 内 容 の プ ロ グ ラ ム に

関 し て は 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 や 高 大 接 続 教 育

へ 、 多 言 語 対 応 の プ ロ グ ラ ム は 国 際 協 働 学 修

へ の 展 開 が 期 待 で き る 。 ま た 、 リ ス キ リ ン グ

や 社 会 人 の 大 学 院 入 学 の た め の リ カ レ ン ト 教

育 プ ロ グ ラ ム と し て も 活 用 で き る 。

こ れ か ら も メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 改 革 を

強 力 に 進 め 、 リ ア ル と デ ジ タ ル が 融 合 し た 教

育 を 確 立 す る こ と に よ り 、 社 会 人 学 生 や 留 学

生 を 含 め た 多 様 な 学 生 に 対 応 で き る 、 地 域 ・

世 界 に 開 か れ た 日 本 海 側 屈 指 の 教 育 拠 点 と な

る こ と を 目 指 す 。

以 上 の よ う に 、 新 潟 大 学 で は 、 他 の 大 学 で

は 類 を 見 な い 大 規 模 な メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

を 推 進 し て い る 。 こ の 点 は 、 本 学 の 理 念 で あ

る 「 自 立 と 創 生 」 を 体 現 す る 教 育 の 基 盤 を な

し て い る 。 学 生 自 ら マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を

選 択 し 、 卒 後 の 人 生 を 見 据 え メ ジ ャ ー の 学 び

も 含 め 卒 業 ま で の 計 画 を 立 て て 、 大 学 で の 学

修 を 貫 徹 す る 。 そ の 過 程 で 複 眼 的 視 点 か ら 、

新 し い 価 値 ・ も の を 創 出 し 課 題 解 決 す る 力 を

主 体 的 に 獲 得 し 、 地 域 ・ 社 会 で 活 躍 す る 人 材

に 成 長 し て い く 。

是 非 、 今 後 の 新 潟 大 学 の 教 育 、 そ し て 卒 業

生 に 期 待 し て い た だ き た い 。

本 連 載 で は 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム （Niigata University Interdisciplinary
Creative Education Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ

プ ロ グ ラ ム ） に つ い て 紹 介 し て い く 。 本 学 で

は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー （ 主 専 攻 ・ 副 専 攻 ） 制

を 導 入 し て お り 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と は 、

学 生 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る 学 修 を

支 援 す る 取 り 組 み 全 体 を 指 す 。 最 終 回 で あ る

本 稿 で は 、 新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 変 遷 を 振 り 返 る と と も に 、 本 学 の 教

育 に 対 す る メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の イ ン パ ク

ト と 今 後 の 展 望 に つ い て 解 説 し て い き た い 。

新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 変 遷

最 初 に 、 新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 変 遷 を 簡 単 に 紹 介 し た い 。 本 学 は 、

一 〇 学 部 か ら な る 総 合 大 学 の 強 み を 活 か し 、

全 国 の 大 学 に 先 駆 け て 平 成 十 七 年 よ り 「 副 専

攻 制 度 （ 現 在 の オ ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー ） 」 を 導

入 し た 。 当 時 、 平 成 十 六 年 に 全 学 科 目 化 、 平

成 十 八 年 に は 主 専 攻 プ ロ グ ラ ム （ 現 行 の 学 位

プ ロ グ ラ ム ） 化 が 行 わ れ る な ど 、 現 在 の 基 盤

と な る 一 連 の 教 育 改 革 が 進 め ら れ た 。 令 和 二

年 度 に 「 知 的 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 事

業 」 に 採 択 さ れ 、 令 和 三 年 度 か ら 副 専 攻 制 度

は 「 全 学 分 野 横 断 創 生 （ Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ ） プ ロ グ ラ

ム 」 と し て 大 き く 発 展 し 、 新 た に 学 修 創 生 型

マ イ ナ ー と パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー が 開 設 さ れ

た 。 こ の 点 に つ い て は 、 本 連 載 の 第 一 回 を 参

照 さ れ た い 。

近 年 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 改 革 の 目 標

は 、 よ り 多 く の 学 生 が マ イ ナ ー の 学 修 に 挑 戦

し 、 そ し て そ の 学 び を 貫 徹 し 修 了 す る 学 生 を

増 や し 、 社 会 課 題 に 複 眼 的 視 点 で 解 決 に 取 り

組 む 人 材 を 輩 出 す る こ と で あ る 。 そ の た め に 、

学 位 プ ロ グ ラ ム 化 に 基 づ く メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 再 構 築 を 行 っ た 。 全 学 の カ リ キ ュ ラ

ム ・ ポ リ シ ー に お け る 教 育 課 程 編 成 の 基 本 方

針 の 改 定 を 行 い 、 「 各 学 部 、 プ ロ グ ラ ム 等 の

人 材 育 成 目 標 を 達 成 す る の に 必 要 な 資 質 ・ 能

力 を 確 実 に 修 得 さ せ る た め に 、 教 養 教 育 、 専

門 教 育 の 科 目 群 を 学 年 進 行 に 沿 っ て 適 切 に

配 置 し 、 体 系 的 な 教 育 課 程 を 編 成 し ま す 。 ま

た 、 複 眼 的 な 視 点 を 備 え る た め に 、 分 野 や 領

域 の 枠 を 越 え た 幅 広 い 学 び が 可 能 な 体 制 を 整

え 、 そ の た め の 学 修 支 援 を 提 供 し ま す 」 と 最

後 の 一 文 を 加 え 、 各 学 部 の 学 位 プ ロ グ ラ ム に

お け る メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー の 学 び の 役 割 を 明

確 化 し た 。 さ ら に 、 卒 業 要 件 の 範 囲 の 中 で マ

イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 修 了 で き る よ う に 、 オ

ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー を パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー へ

移 行 し た 。

本 学 の 第 四 期 中 期 計 画 で は 、 入 学 者 の 三 分

の 一 が マ イ ナ ー を 履 修 す る こ と を 目 標 に し て

い る 。 履 修 者 を 増 や す た め に は 、 学 生 に マ イ

ナ ー の 学 修 の 意 義 と そ の 仕 組 み を 理 解 し て も

ら う こ と が 重 要 と な る 。 そ の た め に 、 紹 介 冊

子 「 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修 ガ イ ド 」 の 配

布 や 、 学 期 初 め の ガ イ ダ ン ス な ど を 実 施 し て

き た 。 令 和 六 年 度 の 試 み と し て 、 入 学 式 後 の

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に お い て メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 に つ い て 紹 介 し た 。 こ の 効 果 は 大 き く 、

四 月 の ガ イ ダ ン ス に 非 常 に 多 く の 学 生 が 参 加

し 、 中 期 計 画 の 目 標 に は 届 か な い も の の 、 入

学 者 の 約 四 分 の 一 に 当 た る 七 〇 〇 名 （ 令 和 六

年 四 月 現 在 ） が マ イ ナ ー の 学 修 を 進 め て い る 。

こ れ は 、 昨 年 度 に 比 べ て 二 ・ 六 倍 に 当 た る 数

と な る 。

ま た 、 令 和 六 年 度 入 学 者 か ら オ ナ ー ズ 型 マ

イ ナ ー を 履 修 停 止 し 、 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー

へ の 移 行 を 行 っ た 。 オ ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー の 修

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑻
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属 前 の 学 生 も 多 く 、 所 属 学 部 内 で 選 択 可 能 な

科 目 の 範 囲 の 考 え 方 な ど に つ い て は 十 分 な 指

導 が 必 要 で あ る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー の 履

修 者 は 、 手 続 き の 時 点 で 、 所 属 （ ま た は 希 望 ）

す る 学 位 プ ロ グ ラ ム に 照 ら し て 、 ど の パ ッ

ケ ー ジ が 選 択 可 能 な の か 当 該 「 一 覧 表 」 を 確

認 し た 上 で 選 択 す る 。 パ ッ ケ ー ジ 型 の 場 合 、

学 問 分 野 に 沿 っ て 作 ら れ た ミ ニ ・ メ ジ ャ ー 的

な プ ロ グ ラ ム が 多 く 存 在 す る た め 、 こ の 事 前

確 認 が 不 可 欠 で あ る 。

デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト に よ る

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 の 確 保

三 つ 目 の 取 り 組 み は 、 デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ

メ ン ト に よ る 教 育 プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 の 確 保

で あ る 。 デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト と は 学 位

記 等 の 高 等 教 育 課 程 の 修 了 を 証 明 す る 文 書 に

添 付 す る 補 足 資 料 を 指 す 。 一 般 に 、 学 位 ・ 資

格 取 得 者 の 情 報 、 学 位 ・ 資 格 の 基 本 情 報 や 水

準 、 修 了 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム 内 容 や 学 修 成 果

等 が 記 載 さ れ る 。 学 位 あ る い は そ の た め の 教

育 プ ロ グ ラ ム の 透 明 性 を 確 保 す る 機 能 を も つ

が 、 日 本 で は 学 生 個 人 の 学 修 成 果 を 可 視 化 す

る 手 段 と し て も 用 い ら れ て い る 。 本 学 で も

デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト の 構 築 と 検 証 ・ 運

用 を 進 め て お り 、 学 位 プ ロ グ ラ ム の 人 材 育 成

目 標 や 到 達 目 標 、 学 修 内 容 、 Ｇ Ｐ Ａ 、 メ ジ ャ ー

の 主 要 な 科 目 の 成 績 等 が 表 示 さ れ る 。

さ ら に 本 学 の デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト の

特 徴 は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 修 了 認 定 を

受 け た 学 生 は 、 メ ジ ャ ー に 加 え て マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム や そ の 学 修 に 関 す る 情 報 も 表 示 さ

れ る と い う こ と に あ る （ 図 １ ） 。 こ れ に よ り 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム も 含 め て 教 育 プ ロ グ ラ

ム 全 体 の 透 明 性 の 確 保 を 目 指 し て い る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー を 統 合 し た

学 位 プ ロ グ ラ ム 評 価 の 確 立

最 後 に 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム に 関 す る 質

保 証 の 展 望 と し て 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を

組 み 込 ん だ 学 位 プ ロ グ ラ ム の 評 価 の あ り 方 に

つ い て 述 べ る 。 本 学 で は 、 学 位 プ ロ グ ラ ム を

総 合 的 な 観 点 か ら 点 検 ・ 評 価 す る 「 学 位 プ ロ

グ ラ ム 評 価 」 を 制 度 化 し て い る 。 こ の 中 に 、

マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 要 素 を ど の よ う に 取

り 込 む か が 課 題 で あ る 。

最 も 重 要 な こ と は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム

に お け る 学 修 成 果 の 評 価 手 法 の 確 立 で あ ろ

う 。 マ イ ナ ー で は 、 学 生 の 学 び の 自 由 度 、 個

別 度 が 高 い が 故 に 、 学 生 の 学 び の 把 握 を 軸 と

し た 評 価 手 法 の 確 立 が 、 プ ロ グ ラ ム 改 善 の た

め に も 一 層 重 要 と な る （ 本 連 載 第 六 回 参 照 ） 。

学 修 成 果 の 把 握 に お い て は 、 マ イ ナ ー ・ プ ロ

グ ラ ム の 到 達 目 標 と 授 業 科 目 と の 対 応 関 係 の

明 確 化 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ の 蓄 積 を 基 礎 と

す る 到 達 目 標 に 照 ら し た 評 価 、 汎 用 的 能 力 等

に 関 す る 標 準 的 ア セ ス メ ン ト 等 が 鍵 に な っ て

こ よ う 。

そ の 上 で 、 学 位 プ ロ グ ラ ム 評 価 で は 、 マ イ

ナ ー で の 学 び （ プ ロ セ ス 、 成 果 ） が メ ジ ャ ー

で の 学 び に ど の よ う な 影 響 を 与 え た の か 、 と

い う 観 点 か ら の 評 価 が 必 要 で あ ろ う 。 そ の た

め に は 、 各 学 位 プ ロ グ ラ ム の 三 ポ リ シ ー と り

わ け デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー 及 び カ リ キ ュ ラ ム ・

ポ リ シ ー を 、 複 眼 的 な 視 野 を 育 み メ ジ ャ ー の

学 び に も 活 か す 観 点 を 含 む も の に 変 え て い く

必 要 が あ る 。 し か し な が ら 現 時 点 で は 、 マ イ

ナ ー の 学 修 は 任 意 で あ る た め 、 こ れ を 学 位 プ

ロ グ ラ ム 全 体 と し て ど の よ う に 実 現 す る か 、

さ ら に 議 論 を 要 す る 状 況 で あ る 。

本 連 載 で は こ れ ま で 、 新 潟 大 学 全 学 分 野 横

断 創 生 プ ロ グ ラ ム （Niigata University
Interdiscipl inary Creative Education
Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム ） に つ い

て 紹 介 し て き た 。 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム は 制

度 と し て 完 成 の 途 上 に あ る た め 、 そ の 質 保 証

の 仕 組 み も ま た 構 築 の 途 上 で あ る 。 そ う し た

状 況 を 前 提 に 、 第 七 回 と な る 本 稿 で は 、 本 学

の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 質 保 証 に 関 す る 今

日 ま で の 取 り 組 み を 三 つ 紹 介 し 、 今 後 の 展 望

に つ い て 述 べ る 。

学 び の 体 系 性 の 確 保

一 つ 目 の 取 り 組 み は 、 学 び の 体 系 性 の 確 保

で あ る 。 マ イ ナ ー の 学 修 は 科 目 の 幅 が 広 く 選

択 の 自 由 度 が 極 め て 高 い こ と か ら 、 学 び の 体

系 性 を 確 保 す る た め に は 、 履 修 科 目 を 確 定 す

る 際 に 一 歩 踏 み 込 ん だ 学 修 計 画 の 作 成 指 導 が

重 要 と な る 。 こ の た め の 科 目 が 「 分 野 横 断 デ

ザ イ ン 」 （ 一 単 位 ） で あ り 、 学 修 の 入 口 に お

い て 、 指 導 を 通 じ て 学 び の 体 系 性 を 図 っ て い

る 。 そ こ で は 、 学 生 が 自 ら の 問 題 関 心 を 掘 り

下 げ た 上 で 、 探 究 課 題 と 複 数 の 到 達 目 標 を 設

定 し 、 そ の 達 成 の た め の 授 業 科 目 を 、 シ ラ バ

ス を 熟 考 し て 選 択 し 、 学 修 計 画 書 「 マ イ ナ ー

学 修 デ ザ イ ン 」 と し て 確 定 さ せ る 。 す な わ ち 、

学 修 計 画 の 中 で 、 探 究 課 題 ・ 到 達 目 標 ・ 履 修

科 目 を 整 合 さ せ 体 系 性 を 確 保 し て い る 。 ま た 、

学 修 の 過 程 で は 往 々 に し て 学 生 の 興 味 ・ 関 心

が 変 化 し 、 探 究 課 題 や 履 修 科 目 も 変 化 す る こ

と か ら 、 学 修 の 出 口 に 位 置 す る 「 分 野 横 断 リ

フ レ ク シ ョ ン 」 （ 一 単 位 ） に お い て 、 マ イ ナ ー

と し て 行 っ た 学 修 を 振 り 返 り 、 再 度 、 探 究 課

題 ・ 到 達 目 標 ・ 履 修 科 目 を 整 合 さ せ た 「 確 定

版 マ イ ナ ー 学 修 デ ザ イ ン 」 を 作 成 さ せ る 。 こ

れ を も っ て 体 系 化 さ れ た 学 修 が 行 わ れ た こ と

を 担 保 し 、 マ イ ナ ー の 修 了 認 定 を 行 っ て い る 。

本 連 載 の 中 で 既 に 紹 介 し て い る よ う に 、 マ

イ ナ ー に は 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー と パ ッ ケ ー ジ

型 マ イ ナ ー が あ る 。 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー は セ

ル フ メ イ ド で あ る た め 、 上 記 「 分 野 横 断 デ ザ

イ ン 」 「 分 野 横 断 リ フ レ ク シ ョ ン 」 を 必 修 と

し て い る 。 一 方 、 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー は 、

各 パ ッ ケ ー ジ が 予 め 示 す プ ロ グ ラ ム の 概 要 と

到 達 目 標 に 応 じ て 定 め ら れ た 科 目 リ ス ト か ら

選 択 す る セ ミ オ ー ダ ー 型 で あ る た め 、 前 記 二

科 目 は 一 部 を 除 き 必 修 で は な い 。 科 目 リ ス ト

が あ る と は い え 選 択 範 囲 は 広 く 、 学 び の 体 系

化 は 学 生 自 身 の 選 択 に 委 ね て い る の が 現 状 で

あ る 。 こ の 点 の 解 消 の 手 立 て （ パ ッ ケ ー ジ 編

成 条 件 と し て 科 目 の 体 系 性 重 視 、 分 野 横 断 デ

ザ イ ン の 履 修 拡 充 等 ） は 、 今 後 の 課 題 で あ る 。

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー の 重 複 回 避

二 つ 目 の 取 り 組 み は 、 メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー

の 学 び の 重 複 回 避 で あ る 。 こ れ は 、 メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 が 、 複 数 分 野 の 専 門 性 を 基 盤 と す

る 複 眼 的 な 視 点 を 備 え 、 そ れ ら を 掛 け 合 わ せ

て 新 た な 価 値 を 生 み 出 す 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を

趣 旨 と す る た め だ 。 こ の こ と を 踏 ま え 、 本 学

で は 「 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 重 複 可 否 一 覧 表 」（ 表

１ ） を 作 成 し て い る 。 基 本 ル ー ル と し て 、 学

生 は 自 分 が 所 属 （ ま た は 希 望 ） す る 学 位 プ ロ

グ ラ ム に お い て 専 攻 す る 分 野 （ メ ジ ャ ー ） と

重 複 す る マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 履 修 す る こ

と は で き な い 。

こ の こ と を 前 提 に 、 学 修 創 生 型 マ イ ナ ー 履

修 者 は 、 原 則 と し て 、 所 属 （ ま た は 希 望 ） す

る 学 位 プ ロ グ ラ ム で 専 攻 す る 分 野 （ メ ジ ャ ー ）

以 外 の 科 目 を 、 「 分 野 横 断 デ ザ イ ン 」 で の 学

修 や ア カ デ ミ ッ ク ・ ア ド バ イ ザ ー 等 と の 相 談

を 踏 ま え て 選 択 す る 。 一 年 生 は プ ロ グ ラ ム 配
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了 要 件 は 、 卒 業 要 件 外 の 一 二 単 位 以 上 を 含 め 、

合 わ せ て 二 四 単 位 以 上 の 修 得 が 必 要 で あ っ

た 。 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー へ の 移 行 に よ り 、

学 位 プ ロ グ ラ ム に お け る 卒 業 要 件 の 枠 の 中

で 、 自 由 選 択 科 目 等 を 利 用 し て マ イ ナ ー の 修

了 が 可 能 と な る よ う に 改 革 し た 。 メ ジ ャ ー と

異 な る 分 野 を 体 系 的 に 、 そ し て 無 理 な く 学 べ

る 体 制 を 整 え 、 よ り 多 く の 学 生 が マ イ ナ ー を

修 了 で き る よ う に 改 革 し た 。 こ の 際 、 「 ド イ

ツ 語 」 と 「 ド イ ツ 語 〈 発 展 〉 」 の よ う に 、 段

階 的 な パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー の プ ロ グ ラ ム も

導 入 し た 。 マ イ ナ ー を よ り 深 い レ ベ ル で 学 ぶ

意 欲 あ る 学 生 に も 対 応 で き る よ う マ イ ナ ー ・

プ ロ グ ラ ム の 拡 充 を 行 っ た 。 こ れ ら の 改 革 に

よ り マ イ ナ ー 修 了 者 が 増 え る こ と を 期 待 し て

い る 。
メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の

イ ン パ ク ト と 今 後 の 展 望

最 後 に 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の イ ン パ ク

ト と 今 後 の 展 望 に つ い て 、 触 れ た い 。 分 野 横

断 的 な 学 修 が 活 性 化 し た こ と に よ り 、 学 生 そ

し て 教 職 員 の 意 識 も 変 わ り つ つ あ る 。 こ の

モ ー メ ン タ ム を 大 学 院 接 続 教 育 の 改 革 に つ な

げ た い 。 文 系 メ ジ ャ ー を 選 択 し た 学 生 が 、 マ

イ ナ ー の 学 び に よ り 研 究 の 方 向 性 が 大 き く 変

化 し 、 理 系 メ ジ ャ ー の 大 学 院 に 入 学 す る 。 こ

の よ う な 専 門 分 野 の 大 変 更 に 対 応 で き る 、 大

学 と 大 学 院 が 連 関 し た 教 育 体 制 の 構 築 も 大 き

な 課 題 の 一 つ で あ る 。 そ の た め に は 、 受 入 分

野 の 教 員 と 協 力 し 、 大 学 院 で の 教 育 研 究 に 不

具 合 が 出 な い よ う に 目 標 設 定 さ れ た 、 よ り 高

度 な 内 容 の マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 必

要 で あ ろ う 。 学 生 が 、 学 士 ― 修 士 ― 博 士 課 程

と 長 期 に わ た る 大 学 時 代 の 中 で 、 学 修 計 画 を

デ ザ イ ン し 、 時 に は 変 更 を 行 い 、 あ り た い 自

分 を 実 現 で き る よ う に 、 一 貫 し た 教 育 支 援 体

制 の 構 築 を 試 み た い 。 こ れ ら の 取 り 組 み に よ

り 、 分 野 を 横 断 す る 学 生 を 軸 に 、 大 学 院 で の

学 際 研 究 が 促 進 さ れ る こ と も 期 待 さ れ る 。

ま た 、 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 を 進 め る 上 で

解 決 す べ き 課 題 の 一 つ が 、 授 業 時 間 割 の 問 題

で あ る 。 マ イ ナ ー 対 象 科 目 の 開 講 曜 限 が メ

ジ ャ ー 科 目 と 重 な っ て し ま い 、 マ イ ナ ー の 学

修 が 中 々 進 ま な い こ と が あ る 。 こ こ で 鍵 と な

る の が 、 デ ジ タ ル を 活 用 し た 教 育 で あ る 。 新

潟 大 学 将 来 ビ ジ ョ ン 二 〇 三 〇 に お け る 教 育 ・

学 生 支 援 に 関 す る 目 標 の 一 つ と し て 、 「 デ ジ

タ ル と リ ア ル が 融 合 し た 未 来 教 育 の 展 開 」 が

掲 げ ら れ て い る 。 時 間 や 空 間 の 制 約 か ら 解 き

放 た れ た デ ジ タ ル 教 育 の 拡 充 が 大 き な 目 標 で

あ る 。 オ ン デ マ ン ド 型 の オ ン ラ イ ン 授 業 な ど

を 活 用 し た 、 履 修 し や す い マ イ ナ ー ・ プ ロ グ

ラ ム の 開 発 が 望 ま れ る 。 こ の よ う な プ ロ グ ラ

ム 構 築 は 、 大 学 の 教 育 戦 略 上 重 要 な 役 割 を 果

た す と 考 え る 。 入 門 的 な 内 容 の プ ロ グ ラ ム に

関 し て は 、 リ メ デ ィ ア ル 教 育 や 高 大 接 続 教 育

へ 、 多 言 語 対 応 の プ ロ グ ラ ム は 国 際 協 働 学 修

へ の 展 開 が 期 待 で き る 。 ま た 、 リ ス キ リ ン グ

や 社 会 人 の 大 学 院 入 学 の た め の リ カ レ ン ト 教

育 プ ロ グ ラ ム と し て も 活 用 で き る 。

こ れ か ら も メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 改 革 を

強 力 に 進 め 、 リ ア ル と デ ジ タ ル が 融 合 し た 教

育 を 確 立 す る こ と に よ り 、 社 会 人 学 生 や 留 学

生 を 含 め た 多 様 な 学 生 に 対 応 で き る 、 地 域 ・

世 界 に 開 か れ た 日 本 海 側 屈 指 の 教 育 拠 点 と な

る こ と を 目 指 す 。

以 上 の よ う に 、 新 潟 大 学 で は 、 他 の 大 学 で

は 類 を 見 な い 大 規 模 な メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制

を 推 進 し て い る 。 こ の 点 は 、 本 学 の 理 念 で あ

る 「 自 立 と 創 生 」 を 体 現 す る 教 育 の 基 盤 を な

し て い る 。 学 生 自 ら マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を

選 択 し 、 卒 後 の 人 生 を 見 据 え メ ジ ャ ー の 学 び

も 含 め 卒 業 ま で の 計 画 を 立 て て 、 大 学 で の 学

修 を 貫 徹 す る 。 そ の 過 程 で 複 眼 的 視 点 か ら 、

新 し い 価 値 ・ も の を 創 出 し 課 題 解 決 す る 力 を

主 体 的 に 獲 得 し 、 地 域 ・ 社 会 で 活 躍 す る 人 材

に 成 長 し て い く 。

是 非 、 今 後 の 新 潟 大 学 の 教 育 、 そ し て 卒 業

生 に 期 待 し て い た だ き た い 。

本 連 載 で は 新 潟 大 学 全 学 分 野 横 断 創 生 プ ロ

グ ラ ム （Niigata University Interdisciplinary
Creative Education Program ： 通 称 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ

プ ロ グ ラ ム ） に つ い て 紹 介 し て い く 。 本 学 で

は メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー （ 主 専 攻 ・ 副 専 攻 ） 制

を 導 入 し て お り 、 Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ プ ロ グ ラ ム と は 、

学 生 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 に お け る 学 修 を

支 援 す る 取 り 組 み 全 体 を 指 す 。 最 終 回 で あ る

本 稿 で は 、 新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 変 遷 を 振 り 返 る と と も に 、 本 学 の 教

育 に 対 す る メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の イ ン パ ク

ト と 今 後 の 展 望 に つ い て 解 説 し て い き た い 。

新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・

マ イ ナ ー 制 の 変 遷

最 初 に 、 新 潟 大 学 に お け る メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 変 遷 を 簡 単 に 紹 介 し た い 。 本 学 は 、

一 〇 学 部 か ら な る 総 合 大 学 の 強 み を 活 か し 、

全 国 の 大 学 に 先 駆 け て 平 成 十 七 年 よ り 「 副 専

攻 制 度 （ 現 在 の オ ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー ） 」 を 導

入 し た 。 当 時 、 平 成 十 六 年 に 全 学 科 目 化 、 平

成 十 八 年 に は 主 専 攻 プ ロ グ ラ ム （ 現 行 の 学 位

プ ロ グ ラ ム ） 化 が 行 わ れ る な ど 、 現 在 の 基 盤

と な る 一 連 の 教 育 改 革 が 進 め ら れ た 。 令 和 二

年 度 に 「 知 的 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 事

業 」 に 採 択 さ れ 、 令 和 三 年 度 か ら 副 専 攻 制 度

は 「 全 学 分 野 横 断 創 生 （ Ｎ Ｉ Ｃ Ｅ ） プ ロ グ ラ

ム 」 と し て 大 き く 発 展 し 、 新 た に 学 修 創 生 型

マ イ ナ ー と パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー が 開 設 さ れ

た 。 こ の 点 に つ い て は 、 本 連 載 の 第 一 回 を 参

照 さ れ た い 。

近 年 の メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 改 革 の 目 標

は 、 よ り 多 く の 学 生 が マ イ ナ ー の 学 修 に 挑 戦

し 、 そ し て そ の 学 び を 貫 徹 し 修 了 す る 学 生 を

増 や し 、 社 会 課 題 に 複 眼 的 視 点 で 解 決 に 取 り

組 む 人 材 を 輩 出 す る こ と で あ る 。 そ の た め に 、

学 位 プ ロ グ ラ ム 化 に 基 づ く メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 の 再 構 築 を 行 っ た 。 全 学 の カ リ キ ュ ラ

ム ・ ポ リ シ ー に お け る 教 育 課 程 編 成 の 基 本 方

針 の 改 定 を 行 い 、 「 各 学 部 、 プ ロ グ ラ ム 等 の

人 材 育 成 目 標 を 達 成 す る の に 必 要 な 資 質 ・ 能

力 を 確 実 に 修 得 さ せ る た め に 、 教 養 教 育 、 専

門 教 育 の 科 目 群 を 学 年 進 行 に 沿 っ て 適 切 に

配 置 し 、 体 系 的 な 教 育 課 程 を 編 成 し ま す 。 ま

た 、 複 眼 的 な 視 点 を 備 え る た め に 、 分 野 や 領

域 の 枠 を 越 え た 幅 広 い 学 び が 可 能 な 体 制 を 整

え 、 そ の た め の 学 修 支 援 を 提 供 し ま す 」 と 最

後 の 一 文 を 加 え 、 各 学 部 の 学 位 プ ロ グ ラ ム に

お け る メ ジ ャ ー と マ イ ナ ー の 学 び の 役 割 を 明

確 化 し た 。 さ ら に 、 卒 業 要 件 の 範 囲 の 中 で マ

イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム を 修 了 で き る よ う に 、 オ

ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー を パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー へ

移 行 し た 。

本 学 の 第 四 期 中 期 計 画 で は 、 入 学 者 の 三 分

の 一 が マ イ ナ ー を 履 修 す る こ と を 目 標 に し て

い る 。 履 修 者 を 増 や す た め に は 、 学 生 に マ イ

ナ ー の 学 修 の 意 義 と そ の 仕 組 み を 理 解 し て も

ら う こ と が 重 要 と な る 。 そ の た め に 、 紹 介 冊

子 「 マ イ ナ ー ・ プ ロ グ ラ ム 履 修 ガ イ ド 」 の 配

布 や 、 学 期 初 め の ガ イ ダ ン ス な ど を 実 施 し て

き た 。 令 和 六 年 度 の 試 み と し て 、 入 学 式 後 の

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に お い て メ ジ ャ ー ・ マ イ

ナ ー 制 に つ い て 紹 介 し た 。 こ の 効 果 は 大 き く 、

四 月 の ガ イ ダ ン ス に 非 常 に 多 く の 学 生 が 参 加

し 、 中 期 計 画 の 目 標 に は 届 か な い も の の 、 入

学 者 の 約 四 分 の 一 に 当 た る 七 〇 〇 名 （ 令 和 六

年 四 月 現 在 ） が マ イ ナ ー の 学 修 を 進 め て い る 。

こ れ は 、 昨 年 度 に 比 べ て 二 ・ 六 倍 に 当 た る 数

と な る 。

ま た 、 令 和 六 年 度 入 学 者 か ら オ ナ ー ズ 型 マ

イ ナ ー を 履 修 停 止 し 、 パ ッ ケ ー ジ 型 マ イ ナ ー

へ の 移 行 を 行 っ た 。 オ ナ ー ズ 型 マ イ ナ ー の 修

連 載 新 潟 大 学 に お け る 知 識 集 約 型 社 会 を 支 え る 人 材 育 成 メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の 開 発 と 戦 略 的 展 開 ⑻

メ ジ ャ ー ・ マ イ ナ ー 制 の イ ン パ ク ト と 今 後 の 展 望

新 潟 大 学 副 学 長 （ 教 育 改 革 担 当 ） ・ 理 学 部 教 授 淺 賀 岳 彦
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マ
イ
ナ
ー

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
は
、視
野
を
広
げ
た
い
人
、何
を
や
り
た
い
か
迷
っ
て
い
る
人
、と
に
か
く
何
か
に
挑
戦
し
た
い
人
、

な
ん
と
な
く
自
信
が
持
て
な
い
人
な
ど
、す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。少
し
で
も
マ
イ
ナ
ー
に
興
味

の
あ
る
人
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・ご
相
談
く
だ
さ
い
！

新
潟
大
学

N
IC

E

詳
し
く
は
こ
ち
ら

気
候
変
動
に
よ
っ
て

災
害
が
増
え
る
の
は
確
実
。

防
災
や
災
害
対
応
な
ど
、

人
の
で
き
る
行
動
を
考
え
た
い
！自
分
の
興
味
・
関
心
や
問
題
意
識
に
合
わ
せ
て
、

学
び
の
テ
ー
マ
か
ら
科
目
選
び
ま
で
体
系
的
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る！

理
学
部
　
自
然
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
原
さ
く
ら
さ
ん

自
然
環
境
科
学

地
域
災
害

環
境
シ
ス
テ
ム

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
は
、所
属
学
部
で
の
専
門
分
野（
メ
ジ
ャ
ー
）と
、多
様
な
学
問
領
域
を

基
盤
と
し
た
マ
イ
ナ
ー
・プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
学
び
の
掛
け
合
わ
せ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

新
潟
大
学
独
自
の
教
育
の
し
く
み
で
す
。複
雑
化
す
る
社
会
課
題
に
対
し
て
複
眼
的
視
野

で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に
は
、修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

メ
ジ
ャ
ー

マ
イ
ナ
ー

新
潟
大
学
の
教
育

T
h

e 
N
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g
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a 

U
n
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e
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y 
E

d
u
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o
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01

経
済
科
学
部

  木
村
泰
朗
さ
ん

（
秋
田
県
立
大
館
鳳
鳴
高
等
学
校
出
身
）

理
学
部

  土
室
琴
音
さ
ん

（
秋
田
県
立
秋
田
南
高
等
学
校
出
身
）

「
数
学
」と
一
言
で
言
っ
て
も
、実
は
多
く
の
専
門
分

野
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
各
分

野
ご
と
に
専
門
の
先
生
が
い
る
た
め
、私
た
ち
学
生

は
自
分
が
興
味
の
あ
る
分
野
を
１
つ
に
絞
ら
ず
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、一
般
企
業
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
積
極
的
で
、私
も
夏
休
み
に
デ
ー

タ
分
析
の
業
務
に
就
き
ま
し
た
。授
業
で
習
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
用
し
た
の
で
す
が
、「
こ
ん
な
風
に

活
用
で
き
る
ん
だ
！
」と
驚
き
、デ
ー
タ
活
用
・
実
用
へ

の
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

社
会
課
題
や
地
域
課
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
社
会
教
育
に
注
目
し
て
い
る
私
は
、現
在
そ
の
研

究
が
盛
ん
な
シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
に
留
学
し
て
い
ま

す
。社
会
教
育
は
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
が
薄
く
、こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
本
で
応
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

20
20
年
に
新
設
さ
れ
た
、

大
学
の
外
、社
会
と
の
関
わ
り
が
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。私
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、外
部
と
の

関
わ
り
の
中
で
、自
分
の
興
味
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
点
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
か
が

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、そ
の
達
成
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と

で
す
。

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
大
病
院
と
い
う
大
規
模
総
合

病
院
で
学
べ
る
こ
と
が
１
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

実
習
先
は
新
大
病
院
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

総
合
病
院
な
の
で
新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
の
患
者
を
対
象
と
し
、急
性
期
か
ら
慢
性
期
、終

末
期
ま
で
様
々
な
病
期
の
勉
強
が
で
き
ま
す
。領
域

ご
と
に
学
び
を
積
み
重
ね
て
い
く
な
か
で
、私
は
広

い
視
野
で
看
護
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
は
看
護
師
に
限
ら
ず
、「
看
護
職
者
」と
し
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
場
を
探
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
と
繋
が
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
べ
る

地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

多
く
の
専
門
分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る

数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

医
学
部
保
健
学
科

  森
田
結
衣
さ
ん

（
新
潟
県
立
新
潟
南
高
等
学
校
出
身
）

広
い
視
野
で
看
護
を
捉
え
、探
究
す
る

看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は「
自
由
で
あ
る
こ
と
」と
、

「
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
の
厳
し
さ
」だ
と
思
い
ま
す
。専

攻
の
途
中
変
更
や
文
転
・
理
転
も
で
き
ま
す
が
、自
分

で
課
題
を
見
つ
け
て
、問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。学
問
分
野
に
縛
ら

れ
な
い
、複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
び
た
い
人
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。私
は「
組
織
」に
つ
い
て
研
究
す
る
一

方
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
部
長
と
し
て
組
織
運
営
を
実

践
す
る
、知
識
と
実
践
が
つ
な
が
る
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

創
生
学
部

  菅
野
由
空
さ
ん

（
福
島
県
立
橘
高
等
学
校
出
身
）

専
門
領
域
を
自
ら
選
び
学
ん
で
い
く

到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

全
学
分
野
横
断
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム（
N
IC
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
※
）
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メ
ジ
ャ
ー
以
外
の
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ

新
潟
大
学
で
は
、「
メ
ジ
ャ
ー・
マ
イ
ナ
ー
制
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。「
メ
ジ
ャ
ー・
マ
イ
ナ
ー
制
」と
は
、メ
ジ
ャ
ー
以

外
の
分
野
を
マ
イ
ナ
ー
と
し
て
、体
系
的
に
学
修
す
る
し
く
み
で
す
。こ
の
制
度
は
全
学
分
野
横
断
創
生
プ
ロ
グ
ラ

ム（
通
称
：
N
IC
E プ
ロ
グ
ラ
ム
）　
　
　
　
　
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、2
種
類
の
マ
イ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。学
生
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や
問
題
意

識
に
沿
っ
て
学
修
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、マ
イ
ナ
ー
支
援
科
目
の
開
講
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ec
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t 0

2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
メ
ジ
ャ
ー

到
達
目
標

達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

到
達
目
標
達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
か
を

学
生
自
身
が
教
員
と
と
も
に
選
び
、作
り
上
げ

て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。

到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？全
学
の
理
念「
自
律
と
創
生
」に
基
づ
い
た

特
色
あ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
多
彩
な
メ
ジ
ャ
ー

新
潟
大
学
に
入
学
す
る
と
、自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、所
属
す
る
学
部
が
開
設
し
て
い
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
分
け
る
と 「
到
達
目
標
達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
、 「
到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」　
　
　
　
　
が
あ
り
、合
わ
せ
て

30
を
超
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。各
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
専
門
分
野
を
メ
ジ
ャ
ー
と
い
い
、い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
メ
ジ
ャ
ー
を

中
核
と
し
て
教
養
を
含
め
た
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、社
会
の
諸
問
題
に
対

し
て
的
確
に
対
応
で
き
、課
題
解
決
の
た
め
に
広
範
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

Ch
ec

k 
po

in
t 0

1

■
人
文
学
部

■
教
育
学
部

■
法
学
部

■
経
済
科
学
部

■
理
学
部

■
工
学
部

■
農
学
部

■
医
学
部
医
学
科

■
医
学
部
保
健
学
科

■
歯
学
部

到
達
目
標

創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
創
生
学
部

総
合
大
学
だ
か
ら
実
現
で
き
る

メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
に
よ
る
学
び

各
学
問
分
野
の
基
礎
／
発
展
、特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
分
野
横
断
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、4

0以
上
の
多
様
な
マ
イ
ナ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選
べ
る！

マ
イ
ナ
ー
の

タ
イ
プ
は
2つ

学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
マ
イ
ナ
ー

実
例 3

利
害
の
調
整
を
目
指
す

法
的
思
考
を
活
用
し
て
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
！

法
学
部
　
法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

竹
田
琳
香
さ
ん

法
学

植
物
生
態
学
×

気
象
学

実
例 2

自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
わ
か
る

土
木
技
術
者
と
し
て
、

防
災
や
ま
ち
づ
くり
に
携
わ
り
た
い
！

工
学
部
　
社
会
基
盤
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
岡
凌
さ
ん

社
会
基
盤

工
学

自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム×

防
災
×

ま
ち
づ
く
り

実
例 1

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

学
修
創
生
型

学
修
創
生
型

3
4

N
ii

ga
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N
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y

①③

−126−



③

Ch
ec

k 
Po

in
t 0

1

Ch
ec

k 
Po

in
t 0

2

マ
イ
ナ
ー

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
は
、視
野
を
広
げ
た
い
人
、何
を
や
り
た
い
か
迷
っ
て
い
る
人
、と
に
か
く
何
か
に
挑
戦
し
た
い
人
、

な
ん
と
な
く
自
信
が
持
て
な
い
人
な
ど
、す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。少
し
で
も
マ
イ
ナ
ー
に
興
味

の
あ
る
人
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・ご
相
談
く
だ
さ
い
！

新
潟
大
学

N
IC

E

詳
し
く
は
こ
ち
ら

気
候
変
動
に
よ
っ
て

災
害
が
増
え
る
の
は
確
実
。

防
災
や
災
害
対
応
な
ど
、

人
の
で
き
る
行
動
を
考
え
た
い
！自
分
の
興
味
・
関
心
や
問
題
意
識
に
合
わ
せ
て
、

学
び
の
テ
ー
マ
か
ら
科
目
選
び
ま
で
体
系
的
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る！

理
学
部
　
自
然
環
境
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
原
さ
く
ら
さ
ん

自
然
環
境
科
学

地
域
災
害

環
境
シ
ス
テ
ム

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
は
、所
属
学
部
で
の
専
門
分
野（
メ
ジ
ャ
ー
）と
、多
様
な
学
問
領
域
を

基
盤
と
し
た
マ
イ
ナ
ー
・プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
学
び
の
掛
け
合
わ
せ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

新
潟
大
学
独
自
の
教
育
の
し
く
み
で
す
。複
雑
化
す
る
社
会
課
題
に
対
し
て
複
眼
的
視
野

で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に
は
、修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

メ
ジ
ャ
ー

マ
イ
ナ
ー

新
潟
大
学
の
教
育

T
h

e 
N
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e
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u
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01

経
済
科
学
部

  木
村
泰
朗
さ
ん

（
秋
田
県
立
大
館
鳳
鳴
高
等
学
校
出
身
）

理
学
部

  土
室
琴
音
さ
ん

（
秋
田
県
立
秋
田
南
高
等
学
校
出
身
）

「
数
学
」と
一
言
で
言
っ
て
も
、実
は
多
く
の
専
門
分

野
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
各
分

野
ご
と
に
専
門
の
先
生
が
い
る
た
め
、私
た
ち
学
生

は
自
分
が
興
味
の
あ
る
分
野
を
１
つ
に
絞
ら
ず
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、一
般
企
業
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
積
極
的
で
、私
も
夏
休
み
に
デ
ー

タ
分
析
の
業
務
に
就
き
ま
し
た
。授
業
で
習
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
用
し
た
の
で
す
が
、「
こ
ん
な
風
に

活
用
で
き
る
ん
だ
！
」と
驚
き
、デ
ー
タ
活
用
・
実
用
へ

の
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

社
会
課
題
や
地
域
課
題
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
社
会
教
育
に
注
目
し
て
い
る
私
は
、現
在
そ
の
研

究
が
盛
ん
な
シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
に
留
学
し
て
い
ま

す
。社
会
教
育
は
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
が
薄
く
、こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
本
で
応
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

20
20
年
に
新
設
さ
れ
た
、

大
学
の
外
、社
会
と
の
関
わ
り
が
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。私
自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、外
部
と
の

関
わ
り
の
中
で
、自
分
の
興
味
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

る
点
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
か
が

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、そ
の
達
成
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と

で
す
。

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
大
病
院
と
い
う
大
規
模
総
合

病
院
で
学
べ
る
こ
と
が
１
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

実
習
先
は
新
大
病
院
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

総
合
病
院
な
の
で
新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
の
患
者
を
対
象
と
し
、急
性
期
か
ら
慢
性
期
、終

末
期
ま
で
様
々
な
病
期
の
勉
強
が
で
き
ま
す
。領
域

ご
と
に
学
び
を
積
み
重
ね
て
い
く
な
か
で
、私
は
広

い
視
野
で
看
護
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
は
看
護
師
に
限
ら
ず
、「
看
護
職
者
」と
し
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
場
を
探
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
と
繋
が
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
べ
る

地
域
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

多
く
の
専
門
分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る

数
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

医
学
部
保
健
学
科

  森
田
結
衣
さ
ん

（
新
潟
県
立
新
潟
南
高
等
学
校
出
身
）

広
い
視
野
で
看
護
を
捉
え
、探
究
す
る

看
護
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

当
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は「
自
由
で
あ
る
こ
と
」と
、

「
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
の
厳
し
さ
」だ
と
思
い
ま
す
。専

攻
の
途
中
変
更
や
文
転
・
理
転
も
で
き
ま
す
が
、自
分

で
課
題
を
見
つ
け
て
、問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。学
問
分
野
に
縛
ら

れ
な
い
、複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
び
た
い
人
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。私
は「
組
織
」に
つ
い
て
研
究
す
る
一

方
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
部
長
と
し
て
組
織
運
営
を
実

践
す
る
、知
識
と
実
践
が
つ
な
が
る
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

創
生
学
部

  菅
野
由
空
さ
ん

（
福
島
県
立
橘
高
等
学
校
出
身
）

専
門
領
域
を
自
ら
選
び
学
ん
で
い
く

到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ

全
学
分
野
横
断
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム（
N
IC
Eプ
ロ
グ
ラ
ム
※
）
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メ
ジ
ャ
ー
以
外
の
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ

新
潟
大
学
で
は
、「
メ
ジ
ャ
ー・
マ
イ
ナ
ー
制
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。「
メ
ジ
ャ
ー・
マ
イ
ナ
ー
制
」と
は
、メ
ジ
ャ
ー
以

外
の
分
野
を
マ
イ
ナ
ー
と
し
て
、体
系
的
に
学
修
す
る
し
く
み
で
す
。こ
の
制
度
は
全
学
分
野
横
断
創
生
プ
ロ
グ
ラ

ム（
通
称
：
N
IC
E プ
ロ
グ
ラ
ム
）　
　
　
　
　
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

N
IC

Eプ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、2
種
類
の
マ
イ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。学
生
の
み
な
さ
ん
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や
問
題
意

識
に
沿
っ
て
学
修
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、マ
イ
ナ
ー
支
援
科
目
の
開
講
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
メ
ジ
ャ
ー

到
達
目
標

達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

到
達
目
標
達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
か
を

学
生
自
身
が
教
員
と
と
も
に
選
び
、作
り
上
げ

て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。

到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？全
学
の
理
念「
自
律
と
創
生
」に
基
づ
い
た

特
色
あ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
多
彩
な
メ
ジ
ャ
ー

新
潟
大
学
に
入
学
す
る
と
、自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、所
属
す
る
学
部
が
開
設
し
て
い
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
き
く
分
け
る
と 「
到
達
目
標
達
成
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
、 「
到
達
目
標
創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」　
　
　
　
　
が
あ
り
、合
わ
せ
て

30
を
超
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

い
ま
す
。各
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ぶ
専
門
分
野
を
メ
ジ
ャ
ー
と
い
い
、い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
メ
ジ
ャ
ー
を

中
核
と
し
て
教
養
を
含
め
た
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、社
会
の
諸
問
題
に
対

し
て
的
確
に
対
応
で
き
、課
題
解
決
の
た
め
に
広
範
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

Ch
ec

k 
po

in
t 0

1

■
人
文
学
部

■
教
育
学
部

■
法
学
部

■
経
済
科
学
部

■
理
学
部

■
工
学
部

■
農
学
部

■
医
学
部
医
学
科

■
医
学
部
保
健
学
科

■
歯
学
部

到
達
目
標

創
生
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
創
生
学
部

総
合
大
学
だ
か
ら
実
現
で
き
る

メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
に
よ
る
学
び

各
学
問
分
野
の
基
礎
／
発
展
、特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
分
野
横
断
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、4

0以
上
の
多
様
な
マ
イ
ナ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選
べ
る！

マ
イ
ナ
ー
の

タ
イ
プ
は
2つ

学
修
創
生
型
マ
イ
ナ
ー

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
マ
イ
ナ
ー

実
例 3

利
害
の
調
整
を
目
指
す

法
的
思
考
を
活
用
し
て
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
！

法
学
部
　
法
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

竹
田
琳
香
さ
ん

法
学

植
物
生
態
学
×

気
象
学

実
例 2

自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
わ
か
る

土
木
技
術
者
と
し
て
、

防
災
や
ま
ち
づ
くり
に
携
わ
り
た
い
！

工
学
部
　
社
会
基
盤
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
岡
凌
さ
ん

社
会
基
盤

工
学

自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム×

防
災
×

ま
ち
づ
く
り

実
例 1

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型

学
修
創
生
型

学
修
創
生
型

3
4
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令和６年度新潟大学「全学分野横断創生プログラム（NICEプログラム）」事業 

「外部評価委員会」日程 

 

 

 

日 時：令和６年 9月 18日（水）10 時 00 分～12 時 00 分  

会 場：新潟大学総合教育研究棟 D 棟１階 大会議室 

 

次 第 

１．開会挨拶  

 

２．外部委員紹介  

 

３．委員長の選出  

 

４．事業実績報告  

１）事業基盤 

２）学修成果 

３）学修支援 

４）教育制度（授業内容） 

５）企業・社会との接続 

６）高大接続 

 

５．意見交換（事業評価） 

  

６．総合評価および評価委員講評 

 

７．オブザーバーコメント 

 

８．閉会挨拶 

令和６年度 外部評価委員名簿 

 

氏名 所属 職名 

木村 治生 ベネッセ教育総合研究所 主席研究員 

清水 栄子 愛媛大学 

教育・学生支援機構教育企画室 

准教授 

田中 一孝 桜美林大学 

リベラルアーツ学群 

准教授 

徳武 裕一 一般社団法人新潟県経営者協会 専務理事 

鷲尾 雄慈 新潟明訓高等学校 新潟明訓高等学校進路指導 

アドバイザー 

元新潟県立長岡向陵高等学校長 

大学教育等推進事業委員会短期大

学部会委員 

 

 

事業評価担当 

１）事業基盤 ·················· 全委員 

２）学修成果 ················ 木村委員 

３）学修支援 ················ 清水委員 

４）教育制度 ················ 田中委員 

５）企業・社会との接続······· 徳武委員 

６）高大接続 ················ 鷲尾委員 
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令和６年度新潟大学「全学分野横断創生プログラム（NICEプログラム）」事業 

「外部評価委員会」日程 

 

 

 

日 時：令和６年 9月 18日（水）10 時 00 分～12 時 00 分  

会 場：新潟大学総合教育研究棟 D棟１階 大会議室 

 

次 第 

１．開会挨拶  

 

２．外部委員紹介  

 

３．委員長の選出  

 

４．事業実績報告  

１）事業基盤 

２）学修成果 

３）学修支援 

４）教育制度（授業内容） 

５）企業・社会との接続 

６）高大接続 

 

５．意見交換（事業評価） 

  

６．総合評価および評価委員講評 

 

７．オブザーバーコメント 

 

８．閉会挨拶 

令和６年度 外部評価委員名簿 

 

氏名 所属 職名 

木村 治生 ベネッセ教育総合研究所 主席研究員 

清水 栄子 愛媛大学 

教育・学生支援機構教育企画室 

准教授 

田中 一孝 桜美林大学 

リベラルアーツ学群 

准教授 

徳武 裕一 一般社団法人新潟県経営者協会 専務理事 

鷲尾 雄慈 新潟明訓高等学校 新潟明訓高等学校進路指導 

アドバイザー 

元新潟県立長岡向陵高等学校長 

大学教育等推進事業委員会短期大

学部会委員 

 

 

事業評価担当 

１）事業基盤 ·················· 全委員 

２）学修成果 ················ 木村委員 

３）学修支援 ················ 清水委員 

４）教育制度 ················ 田中委員 

５）企業・社会との接続······· 徳武委員 

６）高大接続 ················ 鷲尾委員 
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令和６年度新潟大学「全学分野横断創生プログラム（NICEプログラム）」事業 

外部評価（実施審査全体評価） 

 

外部評価委員会委員長 清水 栄子 

(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室)  

 

実地審査全体評価：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                     

・このプログラムの開始当初は、学内でもこのプログラムの位置づけ、認知度は高くは

なかった。しかし現在では、入学式での学長・副学長による説明、HPでの発信、また

「六花」等の資料の最初に NICE プログラムが掲載されるなど、学内での認知度が上

がっていることは評価できる。加えてホームページ等による学外への広報について

も評価できる。 

・当初のロードマップに書かれていることは達成できている。 

・学修成果、教育制度、学修支援についてのシステムは構築できている。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                   

・高大接続、企業との連携等については、来年度以降発足予定の「未来教育推進コア機

構」による連携が期待される。 

・上述の学修成果等のシステムの構築はできているが、活用に至っていない。構築して

終わりにならないようどう活用していくのかを検討いただきたい。 

 

その他、コメント                                                                   

・対象学部を人文・経済・法・工・農学部をコアとするシフトにしてもよいのではない

か。 

  

学修成果 担当 木村 治生 委員 

全体評価：Ａ 

学修成果：Ｓ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

・本プログラムの取組は、中央教育審議会答申「2040 年に向けた高等教育のグランド

デザイン」や中央教育審議会大学分科会「教学マネジメント指針」「将来社会を見据

えた高等教育の在り方（中間まとめ）」などで重要性が示されている分野横断の学び

や多様な資質・能力の育成を実現する教育の推進に合致している。社会課題の解決に

分野の枠を超えた専門知の組合せが求められる時代に必要な人材の育成を進めるう

えで有益な取組であり、他大学のモデルにもなるプログラムだと評価できる。 

・本プログラムは、「新潟大学将来ビジョン 2030」【目標 1-1】（社会とつながった学修

者本位の教育システムの構築）や中期目標・中期計画（令和 4～9年度）【⑥－1】（メ

ジャー・マイナー制を利用した複眼的視野を持った人材養成）で具体的な目標が掲げ

られており、全学で取組むべき重要度の高い施策に位置づけられている。また、本事

業を進める５年間で、大学ホームページや大学案内 2025 において最初のページに取

組が紹介されるようになるなど、新潟大学の教育を特色づけるものになったと認め

られる。学長・担当副学長のリーダーシップの下で事業の整備が進められ、関係する

スタッフが一体となって本プログラムを推進している。 

・事業実施体制、教育プログラムの内容、アカデミックアドバイザー（AA）による学修

支援、学修成果の可視化など、令和 5 年度から 6 年度にかけて一層の充実が図られ

た。課題を明確にし、PDCA を回して課題への対応を行っており、現行の努力を継続

すれば、本事業の目的を達成することが可能だと考える。 

・具体的な成果としては、令和 5 年度までと比べて履修者数が大幅に増加したことが

挙げられる。令和 6年度の入学式オリエンテーションで学長・副学長が入学生・保護

者に広報したこと、それを受けて 900名の新入生がガイダンスに参加したことなど、

入学段階での施策が厚みを増した。また、学部単位で FD を実施し協力を得るなど、

履修者増加のための工夫や努力が行われている。 

・令和 6 年度においては、本プログラムに学生が積極的に参加する様子が顕著になっ

た。SAとして参加、学び合いの機会の創出、SNSなどでの積極的な外部発信などが進

展しているが、こうした学生自身による活動は学修者本位の教育の理念にも合致す

る。 

・学修成果に関しては、令和 5年度までの取組に加え、学務情報システム（NBAS）の改

修やディプロマサプリメントの整備が進められた。学務情報システムは、令和 4年度

から段階的に整備され、運用がレベルアップしている。このシステムによってマイナ

実地
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令和６年度新潟大学「全学分野横断創生プログラム（NICEプログラム）」事業 

外部評価（実施審査全体評価） 

 

外部評価委員会委員長 清水 栄子 

(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室)  

 

実地審査全体評価：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                     

・このプログラムの開始当初は、学内でもこのプログラムの位置づけ、認知度は高くは

なかった。しかし現在では、入学式での学長・副学長による説明、HPでの発信、また

「六花」等の資料の最初に NICE プログラムが掲載されるなど、学内での認知度が上

がっていることは評価できる。加えてホームページ等による学外への広報について

も評価できる。 

・当初のロードマップに書かれていることは達成できている。 

・学修成果、教育制度、学修支援についてのシステムは構築できている。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                   

・高大接続、企業との連携等については、来年度以降発足予定の「未来教育推進コア機

構」による連携が期待される。 

・上述の学修成果等のシステムの構築はできているが、活用に至っていない。構築して

終わりにならないようどう活用していくのかを検討いただきたい。 

 

その他、コメント                                                                   

・対象学部を人文・経済・法・工・農学部をコアとするシフトにしてもよいのではない

か。 

  

学修成果 担当 木村 治生 委員 

全体評価：Ａ 

学修成果：Ｓ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

・本プログラムの取組は、中央教育審議会答申「2040 年に向けた高等教育のグランド

デザイン」や中央教育審議会大学分科会「教学マネジメント指針」「将来社会を見据

えた高等教育の在り方（中間まとめ）」などで重要性が示されている分野横断の学び

や多様な資質・能力の育成を実現する教育の推進に合致している。社会課題の解決に

分野の枠を超えた専門知の組合せが求められる時代に必要な人材の育成を進めるう

えで有益な取組であり、他大学のモデルにもなるプログラムだと評価できる。 

・本プログラムは、「新潟大学将来ビジョン 2030」【目標 1-1】（社会とつながった学修

者本位の教育システムの構築）や中期目標・中期計画（令和 4～9年度）【⑥－1】（メ

ジャー・マイナー制を利用した複眼的視野を持った人材養成）で具体的な目標が掲げ

られており、全学で取組むべき重要度の高い施策に位置づけられている。また、本事

業を進める５年間で、大学ホームページや大学案内 2025 において最初のページに取

組が紹介されるようになるなど、新潟大学の教育を特色づけるものになったと認め

られる。学長・担当副学長のリーダーシップの下で事業の整備が進められ、関係する

スタッフが一体となって本プログラムを推進している。 

・事業実施体制、教育プログラムの内容、アカデミックアドバイザー（AA）による学修

支援、学修成果の可視化など、令和 5 年度から 6 年度にかけて一層の充実が図られ

た。課題を明確にし、PDCA を回して課題への対応を行っており、現行の努力を継続

すれば、本事業の目的を達成することが可能だと考える。 

・具体的な成果としては、令和 5 年度までと比べて履修者数が大幅に増加したことが

挙げられる。令和 6年度の入学式オリエンテーションで学長・副学長が入学生・保護

者に広報したこと、それを受けて 900名の新入生がガイダンスに参加したことなど、

入学段階での施策が厚みを増した。また、学部単位で FD を実施し協力を得るなど、

履修者増加のための工夫や努力が行われている。 

・令和 6 年度においては、本プログラムに学生が積極的に参加する様子が顕著になっ

た。SAとして参加、学び合いの機会の創出、SNSなどでの積極的な外部発信などが進

展しているが、こうした学生自身による活動は学修者本位の教育の理念にも合致す

る。 

・学修成果に関しては、令和 5年度までの取組に加え、学務情報システム（NBAS）の改

修やディプロマサプリメントの整備が進められた。学務情報システムは、令和 4年度

から段階的に整備され、運用がレベルアップしている。このシステムによってマイナ

−224−



ー・プログラムが管理されることで、学生が認定申請しやすくなるだけでなく、学務

担当職員や教員の利便性も向上し、制度の持続可能性が高まった。また、「アセスメ

ント・サポートシステム」の開発など、当初の予定には示されていなかった教学マネ

ジメントのための取組が拡充された。学修成果の可視化に関する調査・分析は、着手

して間もないが、成果を示すための型ができている。これらの取組は、学生の学修成

果および本プロジェクトの成果を可視化するうえで十分な機能を果たし、一部に当

初予定していた実行とその改善の枠を超えるものも含まれており、現行の努力を継

続すれば事業の目標を達成できる見通しが立っていると判断できる。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・大学ホームページや大学案内、本プログラムのホームページや SNSでの発信など、関

係者が広報を積極的に行っている様子は確認できる。しかし一方で、こうした取組を

高校教育関係者がどの程度認知しているかに関しては、まだ十分とはいえない面も

ある。高大接続の観点から、高校教育の現場に向けた発信をさらに充実させてほしい。 

・同様に、卒業生を受け入れる県内企業の認知度も、十分とは言えない。ディプロマサ

プリメントで記載されている内容は企業にとっても有益な情報であり、就職・採用な

どの活動にもっと活用してはどうかという声もある。今後、本プログラムを履修した

卒業生が輩出されるので、学んだことが卒業後の活躍にどう生かされるのかを追跡

するようなことも考えられる。学んだ成果を社会にどうつなげていくかという高大

接続の観点での取組を検討してほしい。 

・今後さらにマイナー・プログラムの質保証の仕組みを充実させるとのことだが、マイ

ナーにおける学生の学びは多様であり、さまざまな困難も予想される。どのような目

標を定め、評価を行うかはプログラム評価の在り方を考えるうえで参考になるので、

積極的にプロセスと結果を開示してほしい。 

 

その他                                                                            

・以下は、これまでの成果を生かしたさらなる発展として期待する事項を記載する。 

・ディプロマサプリメントの記載事項が大幅に増加し、マイナーの学修が別に表示され

ることで、マイナー履修の成果も把握しやすくなった。レーダーチャートでわかりや

すく表示する工夫も良い点である。こうした学修成果の可視化に関しては、本事業の

ロードマップに掲げた目標を完遂していると見なすことができる。一方で、学生の成

長という最終的な目的を考えると、こうしたツールをいかに利用するかが今後、重要

になる。学生がこれらのツールを使って自らの学修を振り返るような活動を充実し

ていただくことを期待する。 

・学修創生型マイナーで行われている「分野横断デザイン」と「分野横断リフレクショ

ン」の取組は、学生が主体的に学修を進めるうえで有効な試みだと考える。この取組

を参考にして、学生自らが学習をデザインし・リフレクションする機会を学部単位に

も広げられると素晴らしい。 

・こうした学修者主体の学修成果を可視化することは、大学教育全体にとっても重要だ

と考える。学修成果の可視化に関する調査・分析では有意義な結果が得られており、

継続して調査・分析を行い、その成果を発信してほしい。 

・文部科学省の事業は最終年度となるが、本事業の終了後も、得られた知見や人材、仕

組みや制度などを生かして、継続的に分野横断の学びの拡大を図り、学生の資質・能

力の向上に努めていただくことを期待する。 
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ー・プログラムが管理されることで、学生が認定申請しやすくなるだけでなく、学務

担当職員や教員の利便性も向上し、制度の持続可能性が高まった。また、「アセスメ

ント・サポートシステム」の開発など、当初の予定には示されていなかった教学マネ

ジメントのための取組が拡充された。学修成果の可視化に関する調査・分析は、着手

して間もないが、成果を示すための型ができている。これらの取組は、学生の学修成

果および本プロジェクトの成果を可視化するうえで十分な機能を果たし、一部に当

初予定していた実行とその改善の枠を超えるものも含まれており、現行の努力を継

続すれば事業の目標を達成できる見通しが立っていると判断できる。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・大学ホームページや大学案内、本プログラムのホームページや SNSでの発信など、関

係者が広報を積極的に行っている様子は確認できる。しかし一方で、こうした取組を

高校教育関係者がどの程度認知しているかに関しては、まだ十分とはいえない面も

ある。高大接続の観点から、高校教育の現場に向けた発信をさらに充実させてほしい。 

・同様に、卒業生を受け入れる県内企業の認知度も、十分とは言えない。ディプロマサ

プリメントで記載されている内容は企業にとっても有益な情報であり、就職・採用な

どの活動にもっと活用してはどうかという声もある。今後、本プログラムを履修した

卒業生が輩出されるので、学んだことが卒業後の活躍にどう生かされるのかを追跡

するようなことも考えられる。学んだ成果を社会にどうつなげていくかという高大

接続の観点での取組を検討してほしい。 

・今後さらにマイナー・プログラムの質保証の仕組みを充実させるとのことだが、マイ

ナーにおける学生の学びは多様であり、さまざまな困難も予想される。どのような目

標を定め、評価を行うかはプログラム評価の在り方を考えるうえで参考になるので、

積極的にプロセスと結果を開示してほしい。 

 

その他                                                                            

・以下は、これまでの成果を生かしたさらなる発展として期待する事項を記載する。 

・ディプロマサプリメントの記載事項が大幅に増加し、マイナーの学修が別に表示され

ることで、マイナー履修の成果も把握しやすくなった。レーダーチャートでわかりや

すく表示する工夫も良い点である。こうした学修成果の可視化に関しては、本事業の

ロードマップに掲げた目標を完遂していると見なすことができる。一方で、学生の成

長という最終的な目的を考えると、こうしたツールをいかに利用するかが今後、重要

になる。学生がこれらのツールを使って自らの学修を振り返るような活動を充実し

ていただくことを期待する。 

・学修創生型マイナーで行われている「分野横断デザイン」と「分野横断リフレクショ

ン」の取組は、学生が主体的に学修を進めるうえで有効な試みだと考える。この取組

を参考にして、学生自らが学習をデザインし・リフレクションする機会を学部単位に

も広げられると素晴らしい。 

・こうした学修者主体の学修成果を可視化することは、大学教育全体にとっても重要だ

と考える。学修成果の可視化に関する調査・分析では有意義な結果が得られており、

継続して調査・分析を行い、その成果を発信してほしい。 

・文部科学省の事業は最終年度となるが、本事業の終了後も、得られた知見や人材、仕

組みや制度などを生かして、継続的に分野横断の学びの拡大を図り、学生の資質・能

力の向上に努めていただくことを期待する。 
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学習支援 担当 清水 栄子 委員 

全体評価：Ａ 

学修支援：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

当初計画に基づき事業が実施されており，全学的な取り組みへと徐々に発展してき

ている本プログラムのこれまでの取組みが他大学の今後の取組みの参考になるもの

と考えます。具体的に評価できる点は以下の通りです。 

・実施体制について、「未来教育開発部門」の発足をはじめとして、事業の実施・推進

体制が強化されている。 

・学長・副学長をはじめとした全学的な取り組みに発展している。 

・継続的な運用を視野に入れた規程等の整備が進んでいる。 

・本プログラムの実践について，文部科学教育通信への連続投稿や日本アカデミック・

アドバイジング協会誌などへの外部発信が行われている。 

・NICE プログラムオフィスの移転により，学生の利便性を高めている。 

・アカデミック・アドバイジングによる学習相談については、事前予約を優先としなが

らも、飛び込みの場合も柔軟に対応している。そのほか、相談者のニーズに基づいた

支援を提供する工夫が見られる。 

・アカデミック・アドバイジングについてもマニュアルの作成と改訂を行い，事業終了

後の継続的な取り組みに向けて具体的に動いている。 

・これまでの学修相談の事例をデータベース化しており，分類等について継続的に見直

しを行うことで，今後活用できるよう取り組まれている。 

・SA によるピアサポート体制による学びの支援が始まっており，マニュアルの検討も

進められている。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・評価委員会でも報告されていましたが，学修成果，教育制度，学修支援についてのシ

ステムは構築されていきている。今後は活用に向けて取り組んでいってほしい。 

・アカデミック・アドバイジングについては既に活用の域に入っている。アドバイジン

グはあくまで学生の主体性を促進する支援であるため，最終的には学生自身が自律

的に学習に向かえるような支援として今後発展していくような取り組みを期待した

い。 

  

教育制度（授業内容） 担当 田中 一孝 委員 

全体評価：Ｓ 

教育制度（授業内容）：Ａ 
 

コメント 

評価できる点                                                                       

【事業基盤について】 

・メジャー・マイナー制の広報活動により、入学式のオリエンテーションや新入生向け

ガイダンスでの周知が功を奏し、履修者が増加していることは、広報と履修支援体制

が機能している証拠です。HP のトップに広報が行われ、また学長が本プログラムに

言及するなど、学内には十分浸透していると考えられます。 

・工学部や経済科学部など、特定の学部での履修者増加は学部長や幹部教員の積極的な

対応が寄与しており、学内の協力体制が構築されている点が評価されます。 

・学内の各種ミーティングで成果や分析を共有する「教学マネジメントサイクル」が実

行され、プログラムが着実に改善されています。 

 

【教育制度】 

・分野横断デザインの履修生が急増していることは、今後、学修創生型マイナーが飛

躍的に発展することが予想でき、非常に楽しみです。 

・分野横断リフレクションの導入により、学生の創造的思考力を高めることに成功し

ており、その成果が他大学との比較でも優れている点は、教育プログラムの質が向

上していることを示しています。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

【事業基盤について】 

・ディプロマサプリメントなどの仕組みが企業に十分に周知されてない、また学内でも

積極的な活用がされていない点は課題ですが、これは先進的な取り組みである以上

仕方ないとも言えます。我が国の教育改善を今後も先導していただきたいと思いま

す。 

 

【教育制度】 

・学修創生型マイナー学生が優れた学習成果を得ていることは、十分に説明されている

と思います。おそらくパッケージ型マイナーの学生もまた、優れた学習成果を得てい

ると思いますので、そうした側面にも着目していただきたいと思います。 

・メジャー・マイナー制度が当たり前になったとき、そうした仕組みに合わない学生、

マイナープログラムにおいて学修不振の学生にも目を向けながら、制度を改善する

必要があるかと思います。  
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学習支援 担当 清水 栄子 委員 

全体評価：Ａ 

学修支援：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

当初計画に基づき事業が実施されており，全学的な取り組みへと徐々に発展してき

ている本プログラムのこれまでの取組みが他大学の今後の取組みの参考になるもの

と考えます。具体的に評価できる点は以下の通りです。 

・実施体制について、「未来教育開発部門」の発足をはじめとして、事業の実施・推進

体制が強化されている。 

・学長・副学長をはじめとした全学的な取り組みに発展している。 

・継続的な運用を視野に入れた規程等の整備が進んでいる。 

・本プログラムの実践について，文部科学教育通信への連続投稿や日本アカデミック・

アドバイジング協会誌などへの外部発信が行われている。 

・NICE プログラムオフィスの移転により，学生の利便性を高めている。 

・アカデミック・アドバイジングによる学習相談については、事前予約を優先としなが

らも、飛び込みの場合も柔軟に対応している。そのほか、相談者のニーズに基づいた

支援を提供する工夫が見られる。 

・アカデミック・アドバイジングについてもマニュアルの作成と改訂を行い，事業終了

後の継続的な取り組みに向けて具体的に動いている。 

・これまでの学修相談の事例をデータベース化しており，分類等について継続的に見直

しを行うことで，今後活用できるよう取り組まれている。 

・SA によるピアサポート体制による学びの支援が始まっており，マニュアルの検討も

進められている。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・評価委員会でも報告されていましたが，学修成果，教育制度，学修支援についてのシ

ステムは構築されていきている。今後は活用に向けて取り組んでいってほしい。 

・アカデミック・アドバイジングについては既に活用の域に入っている。アドバイジン

グはあくまで学生の主体性を促進する支援であるため，最終的には学生自身が自律

的に学習に向かえるような支援として今後発展していくような取り組みを期待した

い。 

  

教育制度（授業内容） 担当 田中 一孝 委員 

全体評価：Ｓ 

教育制度（授業内容）：Ａ 
 

コメント 

評価できる点                                                                       

【事業基盤について】 

・メジャー・マイナー制の広報活動により、入学式のオリエンテーションや新入生向け

ガイダンスでの周知が功を奏し、履修者が増加していることは、広報と履修支援体制

が機能している証拠です。HP のトップに広報が行われ、また学長が本プログラムに

言及するなど、学内には十分浸透していると考えられます。 

・工学部や経済科学部など、特定の学部での履修者増加は学部長や幹部教員の積極的な

対応が寄与しており、学内の協力体制が構築されている点が評価されます。 

・学内の各種ミーティングで成果や分析を共有する「教学マネジメントサイクル」が実

行され、プログラムが着実に改善されています。 

 

【教育制度】 

・分野横断デザインの履修生が急増していることは、今後、学修創生型マイナーが飛

躍的に発展することが予想でき、非常に楽しみです。 

・分野横断リフレクションの導入により、学生の創造的思考力を高めることに成功し

ており、その成果が他大学との比較でも優れている点は、教育プログラムの質が向

上していることを示しています。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

【事業基盤について】 

・ディプロマサプリメントなどの仕組みが企業に十分に周知されてない、また学内でも

積極的な活用がされていない点は課題ですが、これは先進的な取り組みである以上

仕方ないとも言えます。我が国の教育改善を今後も先導していただきたいと思いま

す。 

 

【教育制度】 

・学修創生型マイナー学生が優れた学習成果を得ていることは、十分に説明されている

と思います。おそらくパッケージ型マイナーの学生もまた、優れた学習成果を得てい

ると思いますので、そうした側面にも着目していただきたいと思います。 

・メジャー・マイナー制度が当たり前になったとき、そうした仕組みに合わない学生、

マイナープログラムにおいて学修不振の学生にも目を向けながら、制度を改善する

必要があるかと思います。  
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企業・社会との接続 担当 徳武 裕一 委員 

全体評価：Ａ 

企業・社会との接続：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

・全体として計画通りに態勢整備と取組みが行われるとともに、履修者数も増加してお

り、「新しい学びのかたち」が着実に創造されているものと思われます。 

・そのうえで課題や今後の方針が明確化されており、これらに基づき取組みが継続され

ることにより本事業の目的が達成される事が期待されます。 

・担当項目（大学教育と企業・社会の接続）についても、各取組みの内容や進捗状況に

ついて、所期の計画と同等の取組が行われているものと思われます。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・上記のとおり、本事業の実施態勢の整備や実施状況については計画通りの進捗や成

果が現れていると思われる事から、特に大学教育と企業・社会の接続について次の

ような観点からの進展が望まれると考えます。 

ⅰ ディプロマ・サプリメントに関して事業説明書 10ページの 1行目に「就職活動

の場面等において真に有効なものとなるよう学生にとっての利用法の周知も課題

です」とありますが、企業においてもディプロマ・サプリメントに関する認知は進

んでおらず、採用等に活用されている事例は少ないと思われます。 

  企業の採用や人材育成や人材活用（配置）の中に於いてもディプロマ・サプリメ

ントが活用されれば、ミスマッチの防止や学生のキャリア開発、能力の発揮が促進

され、学生・企業双方にとって大きなメリットとなるばかりでなく、本プログラム

の成果が社会で発揮されることにも繋がると考えられます。 

このため、ディプロマ・サプリメントやその活用方法について、社会や企業等に

も周知を図るような取組みがあれば良いと思います。 

 

ⅱ 本プログラムにより実社会において複眼的視野や長期的観点から地域社会や企

業の課題の解決を牽引する人材が輩出されるものと期待されますが、そうした人

材が十分に能力を発揮し活躍できるよう、受け入れる社会や企業にも場や環境が

整備されている事が望まれるところであると考えます。 

  そのため、一般社会や企業に向けた本プログラムの周知や理解促進を図ってい

くような取組みの拡充についても検討して頂けると良いと思います。 

 

 

その他                                                                             

・本事業については冒頭にも記載したとおり「新しい学びのかたち」を創造するもので

あると理解していますが、大学と言う大きくなおかつ多数のステークホルダーが居

る組織において、しかも伝統的に確立されたものがある中で新たにこうしたことを

進める態勢を造り成果に結びつけていく事は大変なご苦労があったものと思います。 

・そのような観点から、本事業を進めて来られた関係者の皆様のご努カ・ご苦労に敬意

を表すものであります。 
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企業・社会との接続 担当 徳武 裕一 委員 

全体評価：Ａ 

企業・社会との接続：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

・全体として計画通りに態勢整備と取組みが行われるとともに、履修者数も増加してお

り、「新しい学びのかたち」が着実に創造されているものと思われます。 

・そのうえで課題や今後の方針が明確化されており、これらに基づき取組みが継続され

ることにより本事業の目的が達成される事が期待されます。 

・担当項目（大学教育と企業・社会の接続）についても、各取組みの内容や進捗状況に

ついて、所期の計画と同等の取組が行われているものと思われます。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

・上記のとおり、本事業の実施態勢の整備や実施状況については計画通りの進捗や成

果が現れていると思われる事から、特に大学教育と企業・社会の接続について次の

ような観点からの進展が望まれると考えます。 

ⅰ ディプロマ・サプリメントに関して事業説明書 10ページの 1行目に「就職活動

の場面等において真に有効なものとなるよう学生にとっての利用法の周知も課題

です」とありますが、企業においてもディプロマ・サプリメントに関する認知は進

んでおらず、採用等に活用されている事例は少ないと思われます。 

  企業の採用や人材育成や人材活用（配置）の中に於いてもディプロマ・サプリメ

ントが活用されれば、ミスマッチの防止や学生のキャリア開発、能力の発揮が促進

され、学生・企業双方にとって大きなメリットとなるばかりでなく、本プログラム

の成果が社会で発揮されることにも繋がると考えられます。 

このため、ディプロマ・サプリメントやその活用方法について、社会や企業等に

も周知を図るような取組みがあれば良いと思います。 

 

ⅱ 本プログラムにより実社会において複眼的視野や長期的観点から地域社会や企

業の課題の解決を牽引する人材が輩出されるものと期待されますが、そうした人

材が十分に能力を発揮し活躍できるよう、受け入れる社会や企業にも場や環境が

整備されている事が望まれるところであると考えます。 

  そのため、一般社会や企業に向けた本プログラムの周知や理解促進を図ってい

くような取組みの拡充についても検討して頂けると良いと思います。 

 

 

その他                                                                             

・本事業については冒頭にも記載したとおり「新しい学びのかたち」を創造するもので

あると理解していますが、大学と言う大きくなおかつ多数のステークホルダーが居

る組織において、しかも伝統的に確立されたものがある中で新たにこうしたことを

進める態勢を造り成果に結びつけていく事は大変なご苦労があったものと思います。 

・そのような観点から、本事業を進めて来られた関係者の皆様のご努カ・ご苦労に敬意

を表すものであります。 
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高大接続 担当 鷲尾 雄慈 委員 

全体評価：Ａ  

高大接続：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

文理横断で学修の幅を広げ、広さと深さを両立する教育プログラムが開発され、理

解・修得した分野を融合・統合する学びのプロセスを重視するプログラムとなってきて

おり、メジャー・マイナーのクロス効果により自発的で主体的な学びの姿勢が多数の学

生に身につくよう評価方法を工夫する科目設定もされてきた。これらの取り組みが、全

学一体の共通認識のもとに進められていることも評価できる。履修ガイダンスに約 900

人が参加するなど、本プログラムへの関心も高まっている。 

これらの取り組みにより、マイナー履修者数㉑527→㉒501→㉓718→㉔1,488、マイナ

ー履修登録者数㉑719→㉒666→㉓1,066→㉔2,716 と推移しており、学生への認知が進

み、特に、人文・法・経・理・工学部などで、本プログラムを履修する学生が増加して

いる。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

履修の専門性が高い医・歯・教育学部以外の、人文・法・経・理・工学部などの学び

に対して、本プログラムの履修が有効であり、今後はこれらの学部の学生が活用しやす

い履修形態を開発し、履修を勧めていくことが現実的である。 

本プログラムの周知を進める取り組み（出前講義、SNS、学内広報誌、オープンキャ

ンパス、新大ＷｅｅＫ等）は行われているが、具体的な成果を数値化して評価されてい

ないので、数値化できる事項は数値化して評価する必要がある。 

高校現場では、未だに、高校生・高校教員・保護者の認知が進んでいると感じられな

い。特に、県外高校に対して、他の国立大学との差別化するアピールポイントとして、

本プログラムは有効であることから、県外高校の高校生と教員に対しての広報活動を

推進していただきたい。 

＜＜参参  考考＞＞  

知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（文文理理横横断断・・学学修修のの幅幅をを広広げげるる教教育育ププロロググララムム））

新新潟潟大大学学「「全全学学分分野野横横断断創創生生ププロロググララムム（（NNIICCEEププロロググララムム））」」事事業業  外外部部評評価価要要項項  

 新潟大学は、第４期中期目標期間にメジャー・マイナー制の全学的な普及を進めるべく教育改

革を進めている。本事業はその推進力となるものであり、確実な成果が期待されているところで

ある。そこで、本事業に関して多面的な評価体制を整備する。即ち、「外部評価」、「事業全体の評

価」、「各副専攻プログラムの評価」である。それぞれの評価によって得られた知見を学長の意思

決定に活用し、現場の教職員とトップレベルの意思決定の統合を図る。これにより事業の適切な

運営・実施を目指す。 

本評価要項は、このうち「外部評価」の実施方法について定めたものである。外部評価は、本

学の学生において分野横断型教育システムの履修が一定程度進んだ時期が望ましいため、事業期

間の中間年度となる令和４年度から開始する。 

１１．．外外部部評評価価のの概概要要  

高等教育の専門家および県内の企業や高等学校の関係者等、本事業の各側面に関連して高い知

見を有する外部有識者から構成される外部評価委員会を設置する。当該委員会は「事業説明書」

に基づいて全体的な評価（「事業設計」、「教育プログラムの内容」、「改善点」の観点）と、事業の

各側面（学修成果の評価、学修支援、教育制度、企業・社会との接続、高大接続）に関する評価を

実施する。 

 「事業説明書」には、本事業の計画と実施状況等を熟知している本学教職員が説明書作成時点

（令和６年８月）までの事業の実施状況を記載し、進捗状況の自己評価を明示する。 

２２．．外外部部評評価価のの方方法法  

（１）事業説明書  

事業説明書は、事業の実施内容とそれに基づく自己評価により構成される。事業を実施する

本学担当教員は、事業説明書の中に、（２）に示す担当業務区分毎に事業の実施内容を記載し、

その進捗状況について下表による４段階の自己評価を行う。 

（２）事業内容区分 

①事業基盤

事業設計（事業実施体制、プログラム設計）、教育プログラムの内容、改善点

②学修成果の評価

ディプロマ・サプリメント、成績・単位の可視化、学生へのアンケート・インタビュー

③学修支援

アカデミック・アドバイジング、学修デザイン相談

④教育制度（授業内容）

学修創生型マイナー支援科目の開設と実施

⑤企業・社会との接続
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高大接続 担当 鷲尾 雄慈 委員 

全体評価：Ａ  

高大接続：Ａ 

 

コメント 

評価できる点                                                                       

文理横断で学修の幅を広げ、広さと深さを両立する教育プログラムが開発され、理

解・修得した分野を融合・統合する学びのプロセスを重視するプログラムとなってきて

おり、メジャー・マイナーのクロス効果により自発的で主体的な学びの姿勢が多数の学

生に身につくよう評価方法を工夫する科目設定もされてきた。これらの取り組みが、全

学一体の共通認識のもとに進められていることも評価できる。履修ガイダンスに約 900

人が参加するなど、本プログラムへの関心も高まっている。 

これらの取り組みにより、マイナー履修者数㉑527→㉒501→㉓718→㉔1,488、マイナ

ー履修登録者数㉑719→㉒666→㉓1,066→㉔2,716 と推移しており、学生への認知が進

み、特に、人文・法・経・理・工学部などで、本プログラムを履修する学生が増加して

いる。 

 

より一層の改善・進展が望まれる点                                                     

履修の専門性が高い医・歯・教育学部以外の、人文・法・経・理・工学部などの学び

に対して、本プログラムの履修が有効であり、今後はこれらの学部の学生が活用しやす

い履修形態を開発し、履修を勧めていくことが現実的である。 

本プログラムの周知を進める取り組み（出前講義、SNS、学内広報誌、オープンキャ

ンパス、新大ＷｅｅＫ等）は行われているが、具体的な成果を数値化して評価されてい

ないので、数値化できる事項は数値化して評価する必要がある。 

高校現場では、未だに、高校生・高校教員・保護者の認知が進んでいると感じられな

い。特に、県外高校に対して、他の国立大学との差別化するアピールポイントとして、

本プログラムは有効であることから、県外高校の高校生と教員に対しての広報活動を

推進していただきたい。 

＜＜参参  考考＞＞  

知知識識集集約約型型社社会会をを支支ええるる人人材材育育成成事事業業（（文文理理横横断断・・学学修修のの幅幅をを広広げげるる教教育育ププロロググララムム））

新新潟潟大大学学「「全全学学分分野野横横断断創創生生ププロロググララムム（（NNIICCEEププロロググララムム））」」事事業業  外外部部評評価価要要項項  

 新潟大学は、第４期中期目標期間にメジャー・マイナー制の全学的な普及を進めるべく教育改
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学の学生において分野横断型教育システムの履修が一定程度進んだ時期が望ましいため、事業期
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１１．．外外部部評評価価のの概概要要  
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各側面（学修成果の評価、学修支援、教育制度、企業・社会との接続、高大接続）に関する評価を
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（令和６年８月）までの事業の実施状況を記載し、進捗状況の自己評価を明示する。 

２２．．外外部部評評価価のの方方法法  

（１）事業説明書  

事業説明書は、事業の実施内容とそれに基づく自己評価により構成される。事業を実施する

本学担当教員は、事業説明書の中に、（２）に示す担当業務区分毎に事業の実施内容を記載し、

その進捗状況について下表による４段階の自己評価を行う。 

（２）事業内容区分 

①事業基盤

事業設計（事業実施体制、プログラム設計）、教育プログラムの内容、改善点

②学修成果の評価

ディプロマ・サプリメント、成績・単位の可視化、学生へのアンケート・インタビュー

③学修支援

アカデミック・アドバイジング、学修デザイン相談

④教育制度（授業内容）

学修創生型マイナー支援科目の開設と実施

⑤企業・社会との接続
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大学教育と社会・仕事との接続 

⑥高大接続

高等学校、高校生、保護者等への広報 

区分 自己評価 

１ 所期の計画以上の取り組みが行われている 

２ 所期の計画と同等の取り組みが行われている 

３ 所期の計画に比べ、全体の取り組みが遅れているが、一部は同等の取り組みが

行われている 

４ 所期の計画に比べ、取り組みが遅れている 

（３）外部評価委員会 

外部評価委員会は、本学教職員が作成した「事業説明書」に基づき、事前コメント、および、

実地審査での評価を行い、総合評価を行った上で、以下の区分により評価の結果を決定する。 

区分 評価 

S 計画を越えた取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を

十分に達成することが期待できる。 

A 計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を

達成することが期待できる。 

B 一部で計画と同等又はそれ以上の取組もみられるものの、計画を下回る取組が

あり、本事業の目的を達成するには、助言等を考慮し、一層の努力が必要であ

る。 

C 取組に遅れが見られるなど、総じて計画を下回る取組であり、事業の目的を達

成するためには、当初計画に基づく目標の早急な達成や事業規模の縮小等に向

け、事業計画の抜本的な見直しが必要である。 

４４．．評評価価結結果果のの決決定定  

 外部評価委員による事前コメント及び実地審査の結果を基に総合評価を行う。評価結果におい

て、総合評価が「C」とされた場合には、評価結果に対する本事業計画の見直し等の対応策を講じ、

外部評価委員による再評価を行うこととする。 

５５．．そそのの他他  

（１）開示・公開等 

①外部評価委員会の審議内容等の取り扱いについて

評価に係る審議は原則非公開とする。

②評価結果の公表等について

評価結果は、文部科学省へ報告されるとともに、新潟大学ホームページ本事業サイトへの掲

載等を行い社会へ周知するとともに、今後の事業推進等に活用する。 

③委員等の氏名について

外部評価委員会の委員の氏名等については、評価結果の決定後に公表することとする。

（２）利害関係者の排除等 

事業に以下の利害関係がある委員（以下の①～③に該当）は、事務局にその旨申し出ることと

し、本事業の評価には参加させないこととする。 

（利害関係があるとみなされる場合） 

①委員が本学の専任又は兼任として在職（就任予定を含む）又は３年以内に在職していた場合

②委員が本学の役員として在職（（就任予定を含む）又は３年以内に在職していた場合

③その他、委員が中立・公正に評価を行うことが困難であると判断される場合

（３）情報の管理、守秘義務、事業結果報告書の使途制限 

①評価の過程で知り得た個人情報及び本事業の評価内容に係る情報については、外部に漏らし

てはならない。

②委員として取得した情報（「事業説明書」等の各種資料を含む）は、他の情報と区別し、「善

良な管理者」の注意義務をもって管理する。

③評価にかかる資料等は、本事業の評価を行うことを目的とするものであり、その目的の範囲

内で使用する。

（４）評価結果の活用 

外部評価の結果は、他の評価の結果と合わせて教学 IR 体制のもとで分析するとともに、全学

部・主専攻プログラムと教育基盤機構における未来教育開発部門と教学マネジメント部門が連携

して、データに基づく議論を展開し、プログラム全体の改善を実施する。プログラムの現状と課

題は迅速に大学執行部へ伝達され、教育及び経営の意思決定の指標として活用する。 

以 上 

【担当部署】 
新潟大学教育基盤機構未来教育開発部門 
NICE プログラム室 

〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050 
TEL：025-262-7168 FAX：025-262-6991 

MAIL：kyoumu-minor@ge.niigata-u.ac.jp 
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（利害関係があるとみなされる場合） 

①委員が本学の専任又は兼任として在職（就任予定を含む）又は３年以内に在職していた場合
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題は迅速に大学執行部へ伝達され、教育及び経営の意思決定の指標として活用する。 
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【担当部署】 
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NICE プログラム室 

〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050 
TEL：025-262-7168 FAX：025-262-6991 

MAIL：kyoumu-minor@ge.niigata-u.ac.jp 
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おわりに                                              

近年の高等教育における人材育成は、教育課程の柔軟化と、学生一人ひとりが明確な目的

意識を持って学べる環境づくりが求められております。本学は、こうした動きに対応するた

め、早い段階で学位プログラム化を実現し、副専攻制度の展開を進めてまいりました。さら

に、現在はメジャー・マイナー制という柔軟な学びの仕組みを整備し、運用を推進しており

ます。 
本事業は、この取り組みの要として、新たなマイナー・プログラムの開発やメジャー・マ

イナー制の学内定着に貢献してまいりました。学長・理事のリーダーシップのもと、事業ス

タッフ一丸となって取り組むことができましたのも、各学部長をはじめとする教職員の皆

様のご理解とご協力のおかげであると深く感謝申し上げます。 
本年度は、本事業に資金的支援をいただく最後の年度となります。これまでの成果を最大

限に集約し、その成果を本学の教育のさらなる発展に生かしていけるよう、全力で取り組む

所存です。最後の年度を悔いなく締めくくり、今後も新潟大学の教育の質を高め、学生たち

の充実した学びに寄与してまいりたいと存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 10月 

 

全学分野横断創生プログラム プロジェクト実施責任者 

教育基盤機構 教学マネジメント部門長 福島治 
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